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写     真 

生計向上、養豚。豚舎の資材を提供し、
資材費は村落基金に回収するシステムを
取っている。Sai Luong 村。 

植林活動として、2014 年植樹されたアカ
シア。Sai Luong 村。 

生計向上活動の養魚グループへの技術指
導が行われ、養殖池の水を抜き、天日消
毒している風景。Sai Luong 村。 

プロジェクトの資金融資担当者が、資金
回収についての説明し、生計向上活動参
加者に資金を返すように呼びかけている
様子。Ta Leng 村。Ta Leng コミューン。
ディエン・ビエン・フー市。 

唯一プロジェクトに参加しなかった Pu 
Cha 村人への聞取りの様子（ムオンムオ
ン・コミューン）。プロジェクトの事前説
明が行われ、村民の意思でプロジェクト
には参加しないことが決められた。ムオ
ンムオン・コミューン人民委員会（CPC）。

植林用のアカシアの苗木。今年の雨季に
植樹する予定。ムオンムオン 1 村。ムオ
ンムオン・コミューン。Muong Cha 郡。 



 

ムオンムオン 1村での、村民への聞取りの様子。 プロジェクトで半額負担で提供されたラオ
ス・ストーブ。蒸し器でもち米を蒸している
様子。Phieng Ban村。Thanh An コミューン。
ディエンビエン郡。 

Phieng Ban 村（Thanh An コミューン、ディエ
ンビエン郡）での植林の様子。植栽後、約 2 年
半で樹高は高いもので 5m 位に成長した。枝打ち
はするが、間伐はしないとのこと。 

Tia Ghenh村（当初サイト）でのモンペ焼酎製
造の様子。大鍋は、蒸留のためにプロジェク
トが提供した。 

「合同終了時評価レポート」についての話し合
いの様子。発言しているのが、ベトナム側リー
ダーのキエン氏。 

合同調整委員会（JCC）の様子。（2015 年 7 月
16 日）。 

 

略 語 表 
略語 英語 日本語 

AI Avian Influenza 鳥インフルエンザ 
APS Additional Pilot Site 追加パイロットサイト 

BOP Base of the Economic Pyramid  経済ピラミッドの底1 

C/P Counterpart  カウンターパート 
COP Conference of the Parties 締約国会議 
CPC Commune Peoples‘ Committee コミューン人民委員会 
C-RAP Commune REDD+ Action Plan コミューン REDD +アクションプラン

CSR Corporate Social Responsibility 企業の社会的責任 
DARD Department of Agriculture and Rural Development 省農業農村開発局 
DFP Department of Forest Protection 森林保護局 
DOF Department of Forestry 林業局 
FCPF Forest Carbon Partnership Facility 森林炭素パートナーシップ基金 
FMP Forest Management Plan  森林管理計画 

FORMIS 
Development of Management Information System 
in Forestry Sector 

森林セクター管理情報システム開発

プロジェクト 
FPD Forest Protection Department 森林保護局 
FPDP Forest Protection and Development Plan 森林保護・開発計画 

FPIC2 Free, Prior and Informed Consent 
自由で事前に十分な情報を与えられ

た上での合意 
GIS Geographic Information System 地理情報システム 
GPS Global Positioning System 全地球測位システム 
IPS Initial Pilot Site 当初パイロットサイト 
JCC Joint Coordinating Committee 合同調整委員会 
JCM Joint Crediting Mechanism 二国間オフセット・クレジット制度 

JICA Japan International Cooperation Agency 独立行政法人国際協力機構 

LDP Livelihood Development Plans 生計向上計画 
LFA Land and Forest allocation 土地と森林分与 
MARD Ministry of Agriculture and Rural Development 農業農村開発省 
MFI Microfinance Institution マイクロファイナンス機関 
MRV Measurement, Reporting and Verification 計測・報告・検証 
NFMS National Forest Monitoring System 国家森林モニタリングシステム 
NRAP National REDD+ Action Programme 国家 REDD+アクションプログラム 
NTFP Non-Timber Forest Products 非木材林産物 

                                                        
1 途上国の低所得者層を対象とし、現地の貧困における諸問題の改善と利益確保の両立を目指す事業活動を指す 
2 自由意思に基づき、かつ事業実施前に、十分な情報を与えられた上で合意 



 

略 語 表 
略語 英語 日本語 

AI Avian Influenza 鳥インフルエンザ 
APS Additional Pilot Site 追加パイロットサイト 

BOP Base of the Economic Pyramid  経済ピラミッドの底1 

C/P Counterpart  カウンターパート 
COP Conference of the Parties 締約国会議 
CPC Commune Peoples‘ Committee コミューン人民委員会 
C-RAP Commune REDD+ Action Plan コミューン REDD +アクションプラン

CSR Corporate Social Responsibility 企業の社会的責任 
DARD Department of Agriculture and Rural Development 省農業農村開発局 
DFP Department of Forest Protection 森林保護局 
DOF Department of Forestry 林業局 
FCPF Forest Carbon Partnership Facility 森林炭素パートナーシップ基金 
FMP Forest Management Plan  森林管理計画 

FORMIS 
Development of Management Information System 
in Forestry Sector 

森林セクター管理情報システム開発

プロジェクト 
FPD Forest Protection Department 森林保護局 
FPDP Forest Protection and Development Plan 森林保護・開発計画 

FPIC2 Free, Prior and Informed Consent 
自由で事前に十分な情報を与えられ

た上での合意 
GIS Geographic Information System 地理情報システム 
GPS Global Positioning System 全地球測位システム 
IPS Initial Pilot Site 当初パイロットサイト 
JCC Joint Coordinating Committee 合同調整委員会 
JCM Joint Crediting Mechanism 二国間オフセット・クレジット制度 

JICA Japan International Cooperation Agency 独立行政法人国際協力機構 

LDP Livelihood Development Plans 生計向上計画 
LFA Land and Forest allocation 土地と森林分与 
MARD Ministry of Agriculture and Rural Development 農業農村開発省 
MFI Microfinance Institution マイクロファイナンス機関 
MRV Measurement, Reporting and Verification 計測・報告・検証 
NFMS National Forest Monitoring System 国家森林モニタリングシステム 
NRAP National REDD+ Action Programme 国家 REDD+アクションプログラム 
NTFP Non-Timber Forest Products 非木材林産物 

                                                        
1 途上国の低所得者層を対象とし、現地の貧困における諸問題の改善と利益確保の両立を目指す事業活動を指す 
2 自由意思に基づき、かつ事業実施前に、十分な情報を与えられた上で合意 



 

ODA Official Development Assistance 政府開発援助 

OECD 
Organization for Economic Cooperation and 
Development 

経済協力開発機構 

PDM Project Design Matrix 
プロジェクト・デザイン・マトリック

ス 
PFES Payment for forest environment services 森林生態系サービスに対する支払い 
PFMS Provincial Forest Monitoring System 省森林モニタリングシステム 

PMU Project Management Unit 
プロジェクト管理ユニット、プロジェ

クト運営本部、プロジェクト・マネジ

メント・ユニット 
PO Plan of Operations 活動計画 
PPC Provincial People’s Committee （地方）省人民委員会 
PRAP Provincial REDD+ Action Plan 省 REDD+アクションプラン 
PRRS porcine reproductive and respiratory syndrome 豚繁殖・呼吸障害症候群 
R/D Record of Discussions 討議議事録 

REDD+ 

Reducing Emissions from Deforestation and Forest 
Degradation and the role of conservation, 
sustainable management of forests and 
enhancement of forest carbon stocks in developing 
countries 

開発途上国における森林減少・劣化等

に由来する排出の削減等 
（開発途上国における森林減少・劣化

に由来する排出の削減並びに森林保

全、持続可能な森林経営及び森林炭素

蓄積の増加の役割） 
REL Reference Emission Level 参照排出レベル 
RL Reference Level 参照レベル 

SNV 
Stichting Nederlandse Vrijwilligers 
Netherlands Development Organization 

オランダ開発機構 

SP-RCC Support Program to Respond to Climate Change 気候変動対策支援プログラム 
SUF Special-Use Forest 特別利用林 
SUSFORM-N
OW 

Project for Sustainable Forest Management in the 
Northwest Watershed Are 

北西部水源地域における持続可能な

森林管理プロジェクト 

UNFCCC 
United Nations Framework Convention on Climate 
Change 

（国連）気候変動枠組条約 

UN-REDD プ

ログラム 

United Nations Collaborative Programme on 
Reducing Emissions from Deforestation and Forest 
Degradation in Developing Countries 

国連森林減少・劣化に起因する温暖化

ガスの排出とその抑制方策計画 

VF Village Fund 村落基金 
VNFOREST   Vietnam Forest Administration 森林総局 
VRO Vietnam REDD+ Office ベトナム REDD+オフィス 
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終了時評価調査結果要約表 

㸯㸬᱌௳のᴫせ 

ᅜྡ㸸࣋ト࣒ࢼ社会୺⩏ඹ࿴ᅜ 
᱌௳ྡ㸸໭す㒊Ỉ※地ᇦにおけるᣢ⥆ྍ能な森林管理プロジ

ェクト（686)25M�12:） 
ศ㔝㸸⮬↛環境ಖ඲ ᥼ຓᙧែ㸸ᢏ⾡༠力プロジェクト 
ᡤ㎄㒊⨫㸸地⌫環境㒊 森林・

⮬↛環境グループ ⮬↛環境

第୍ࢳー࣒ 
༠力㔠㢠（終了時評価時点）㸸6.03 ൨෇ 

༠力期間㸸�5�D� 2010ᖺ8᭶15
᪥㹼2015ᖺ8᭶14᪥ 

ඛ᪉関係ᶵ関㸸࢚࢕ࢹンビ࢚ン┬ ㎰業㎰村㛤発ᒁ（D$5D）

᪥ᮏഃ༠力ᶵ関㸸ᅜ㝿༠力ᶵ構（-,&$） 

 
௚の関連༠力㸸࢚࢕ࢹンビ࢚ン┬ 5(DD�1ࣃイロࢵトプロジ

ェクト（5(DD� PP）（2012 ᖺ㹼2013 ᖺ） 
㸯㸫㸯 ༠ຊの⫼ᬒとᴫせ 

森林のఆ᥇やᣢ⥆的࡛、ࡣ࡚࠸にお（と記す࣒ࠖࢼト࣋ࠕ、௨ୗ）社会୺⩏ඹ࿴ᅜ࣒ࢼト࣋

な࠸森林管理の結果、森林率ࡣ 1�43 ᖺの 43㸣か1、ࡽ��5 ᖺにࡣ 28㸣࡛ࡲῶᑡしたࠋ໭す㒊

の࢚࢕ࢹンビ࢚ン┬なࡶ࡛࡝、⸄（⇞ᩱ）の㐣๫᥇཰、↝⏿や㎰地への㌿⏝にࡾࡼ森林のῶᑡ

る森林◚ቯのᢚไ、（2）地ࡼ生計向上に（1）ࡣ森林のᣢ⥆ྍ能な管理にࠋる࠸࡚࠸⥆౫↛とࡣ

ᇦのコミュニ࢕ࢸにࡼる森林管理、（3）森林を管理する㎰業㎰村㛤発┬（D$5D）の組⧊能力

の強化ࡀ㔜要となっ࡚࠸るࠋ 
同ᅜの㎰業㎰村㛤発┬（M$5D）森林⥲ᒁ（91)25(67）ࡣ、᪥ᮏ政府に対し࡚、໭す㒊

におけるᣢ⥆ྍ能な森林⤒Ⴀを目的としたᢏ⾡༠力プロジェクトを要ㄳし、ࠕ໭す㒊Ỉ※地ᇦ

におけるᣢ⥆ྍ能な森林管理プロジェクト（686)25M�12:）ࠖ ࡀ 2010 ᖺ 8 ᭶かࡽ 5 ᖺ間の

ண定࡛㛤ጞされたࠋ 
ᅜᐙࠕࡣ政府࣒ࢼト࣋、たࡲ 5(DD�アクションプログラ࣒（15$P）ࠖ を策定し、 ᐊ効果

ガス᤼ฟ㔞の๐ῶにྲྀࡾ組࠸࡛ࢇる࢚࢕ࢹࠋンビ࢚ン┬࡛ࡣ、-,&$ のᢏ⾡༠力プロジェクト

┬ン࢚ンビ࢚࢕ࢹࠕ 5(DDࣃ�イロࢵトプロジェクト（5(DD�PP）ࠖ（2012 ᖺ㹼2013 ᖺ）のᨭ

᥼をཷけ࡚、ࠕ┬ே民ጤဨ会（PP&）ࠖ ┬ン࢚ンビ࢚࢕ࢹࠕࡣ 5(DD�アクションプラン（P5$P）ࠖ
を策定したࠋ 

2010 ᖺ 8 ᭶かࡽ㛤ጞされた25(686ࠕM�12: プロジェクトࠖ2013、ࡣ ᖺ 1 ᭶に中間レビ

ューࡀ実施され、中間レビュー࡛ࡲの⤒㦂をࡶとに、P5$P のࣃイロࢵト的実施にࡼる生計向

上と森林管理を行࠺᪉向にプロジェクト目標のኚ᭦ࡀᥦ᱌され、プロジェクトᚋ༙ࡣ P5$P の

実施にྲྀ組࠸࡛ࢇるࠋ 
 
㸯㸫㸰 ༠ຊෆᐜ 

（1）上఩目標 

࠸イトに㢮ఝした᮲௳地におࢧトࢵイロࣃン┬ෆのプロジェクトの㏣ຍ࢚ンビ࢚࢕ࢹ

࡚、┬ 5(DD�5(DD�アクションプラン（P5$P）の実施を㏻࡚ࡌ、ཧຍᆺにࡼる森林管

理と生計向上ࡀ㐍ࠋࡴ 
 

（2）プロジェクト目標 
┬ 5(DD�アクションプラン（P5$P）の実施を㏻ࣃ、࡚ࡌイロࢵトࢧイトにおけるཧຍ

                                                        
1 㛤発㏵上ᅜにおける森林ῶᑡ・ຎ化➼に⏤᮶する᤼ฟの๐ῶ➼（5HGXFLQJ (PLVVLRQV IURP DHIRUHVWDWLRQ DQG )RUHVW 

DHJUDGDWLRQ LQ GHYHORSLQJ FRXQWULHV� DQG WKH UROH RI FRQVHUYDWLRQ� VXVWDLQDEOH PDQDJHPHQW RI IRUHVWV DQG HQKDQFHPHQW RI IRUHVW 
FDUERQ VWRFNV LQ GHYHORSLQJ FRXQWULHV㸸5(DD�） 
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ᆺにࡼる森林管理とఫ民の生計向上ࡀ㐍ࠋࡴ 
 

（3）成果 
成果 1㸸㏣ຍࣃイロࢵトࢧイトにおけるコミューン 5(DD�アクションプラン（&�5$P）の有

効性・実現ྍ能性᳨ࡀドされるࠋ 
成果 2㸸実施・ᨭ᥼ᶵ関における┬ 5(DD�アクションプラン（P5$P）実施のたࡵにᚲ要な

ᢏ⾡・ไ度的能力ࡀ強化されるࠋ 
成果 3㸸࢚࢕ࢹンビ࢚ン┬にお࡚࠸、┬ 5(DD�実施のたࡵにᚲ要な計⏬とᢏ⾡㈨ᩱࡀస成さ

れるࠋ 
 
（4）投入（評価時点） 
᪥ᮏഃ㸸 
⥲投入㢠㸸 6.03 ൨෇ 
㛗期ᑓ㛛ᐙὴ㐵㸸ࢳーࣇアドࣂイࢨー�森林計⏬、ཧຍᆺ森林管理、生計向上、 

業ົ調ᩚ（6 ྡ） 
▷期ᑓ㛛ᐙὴ㐵㸸生計向上、࢓ࣇシリࢸーションᢏ⾡、ཧຍᆺほᐹศᯒ、 

業ົ調ᩚ 2（6 ྡ） 
業ົ実施ᑓ㛛ᐙࢳー࣒ὴ㐵㸸生計向上、┬森林モニタリングシス࣒ࢸ 
ᶵᮦ౪୚㸸8�5�1�012 ෇ 
研修ဨཷ入㸸 48 ྡ 

 
┦手ᅜഃ㸸 
 ྡ ート（&�P）配⨨㸸31ࣃンター࢘࢝
ロー࢝ルコスト㈇ᢸ㸸8��58�732 ෇ 
ᅵ地・施タᥦ౪㸸プロジェクト事ົᡤス࣌ース 

２㸬評価調査団の概要 
調査者 Ặྡ （ᢸ当ศ㔝）㸸 ᡤᒓ・⫋఩ 

Ặྡ ศ㔝 ᡤᒓ・⫋఩ 
ᐑⷵᾈᶞ ⥲ᣓ -,&$ ᅜ㝿༠力ᑓ㛛ဨ 

Ⳣཎ㕥㤶 ㈋ᅔ๐ῶ� 
セーࣇガード -,&$ ᅜ㝿༠力ᑓ㛛ဨ 

⚄ᒣ真࿃ 森林行政 ㎰林Ỉ⏘┬、林㔝ᗇ 

ቑྂᜨ㒔Ꮚ ௻⏬༠力 -,&$ 地⌫環境㒊 森林・⮬↛環境グループ ⮬↛環

境第୍ࢳー࣒ 
ᆏ஭ⱱ㞝 評価ศᯒ （ᰴ）᪥ᮏ㛤発ࢧービス 調査㒊 

 

現地調査期間㸸2015 ᖺ 5 ᭶ 2� ᪥㹼6 ᭶ 18 ᪥ 評価✀㢮㸸終了時評価 
㸱㸬評価⤖ᯝのᴫせ 

㸱㸫㸯 ᐇ⦼の☜ㄆ 

（1）ྛ成果の達成度 
成果 1 
成果 1  ࠋる࠶達成される見込み࡛ࡣ
 村の森林管理計⏬（)MP）と生計向上計⏬（/DP）ࡣ、඲当ึࣃイロࢵトプロジェクト

イト（7ࢧ ᡤ、15࢝ 村）にお࡚࠸策定され、ṇᘧにᢎㄆされたࠋ 
 ㏣ຍࣃイロࢵトプロジェクトࢧイト࡛のࠕコミューン 5(DD�アクションプラン

（&�5$P）ࠖ の活動とし࡚、 
ン࢓ࣇン࣒࢜ �1 &�5$P 2014、ࡣ ᖺ 6 ᭶ 10 ᪥と 15 ᪥に、地᪉政府にࡼっ࡚ᢎㄆさ

れたࠋ 
ン࣒࢜ン࣒࢜ �2 &�5$P ࡣ 2014 ᖺ 11 ᭶ 18 ᪥に地᪉政府にࡼっ࡚ᢎㄆされたࠋ 

㸫 ii 㸫
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3� ㏣ຍプロジェクトࢧイトの 35 村2にお࡚࠸、村ⴠ森林ࣃトロールࢳーࡀ࣒森林レ

ンジࣕーにࡾࡼカ⦎され、森林ࣃトロール活動ࡀ㛤ጞされたࠋ 
4� 35 村のࡕ࠺ 16 村にお࡚࠸森林᭦᪂地を☜ಖし、30 村にお࡚࠸森林෌生ࡀ㛤ጞさ

れたࠋ 
5� 50 村3のࡕ࠺ 27 村にお࡚࠸、村ⴠ㛤発ᇶ㔠かࡽ村民への⼥㈨ࡀ㛤ጞされたࠋ 

  
成果 2 
成果 2  ࠋる࠶達成される見込み࡛ࡣ
 プロジェクトࢳーࡣ࣒、プロジェクト管理ࣘニࢵト（PM8）の࣓ンࣂーや政府⫋ဨ向け

の研修と、村ேのたࡵの研修を実施したࠋ 
 政府⫋ဨ向け研修コースの成果を評価するた2015、ࡵ ᖺ 5 ᭶にアンケート調査を行࠸、

研修ཧຍ者の኱㒊ศࡀ研修ෆᐜの 60�௨上を理ゎしたࠋ 
 ᪂し࠸┬森林モニタリングシス࣒ࢸ（P)M6）手法とし࡚、タࣈレࢵトを౑ったࢹータ

཰㞟シス࣒ࢸと 4*,6 を౑ったࢹータ࣋ースシス࣒ࢸをタ計し࡚、ヨ㦂的に㐠⏝したࠋ

プロジェクト終了࡛ࡲに、␗なる P)M6 シス࣒ࢸの実施コストࡀẚ㍑されるண定࡛࠶

るࠋ 
 プロジェクト終了に向け࡚、ไ度と能力のࢵࣕࢠプに関するᥦゝࡀ、森林ಖㆤ㛤発計⏬

（)PDP）、森林生ែ⣔ࢧービスに対するᨭᡶ࠸（P)(6）、生計向上、P)M6 な࡝に࠸ࡘ

 ࠋる࠶れるண定࡛ࡽࡵとࡲ࡚
 
成果 3  

成果 3  ࠋる࠶達成される見込み࡛ࡣ
 P5$P 2014、ࡣ ᖺにබᘧにᢎㄆされたたࡵ、改訂ࡣ時期ᑦ᪩とุ᩿されたࠋ௦ࡾࢃに、

5$P 改訂のたࡵのᥦゝ事㡯をྲྀࡲࡾとࡵるண定となっ࡚࠸るࠋ 
 P5$P 実施のたࡵのᢏ⾡的なガイドラインやマニュアルのྲྀࡲࡾとࡵ�改訂（1）ࡀP)M6、
（2）村ⴠ࣋ースの森林ࣃトロール、（3）生計向上、（4）村ⴠᇶ㔠（9)）管理に࡚࠸ࡘ

行ࢃれたࠋ 
 プロジェクト⤒㦂をᬑ及・ᗈሗするたࡵ、୺要なセミࢼーや࣡ークショࢵプ࡛ᑡなࡃと

ࡶ 8 ᅇ発表されたࠋ 
 
（2）プロジェクト目標の達成見込み 

プロジェクト目標ࡣ、プロジェクト終了࡛ࡲにࠕ達成の見込みࡀ㧗ࠖ࠸とุ᩿されたࠋ 
 生計向上活動ࡣ、当ึࢧイト඲村࡛実施されたࠋ 
 2015 ᖺ 5 ᭶の村ⴠ࡛のインタビュー結果、生活改ၿへのᨭ᥼ࡀ、森林管理活動を行࠺

୺な理⏤としたୡᖏࡣ  ࠋった࠶42�࡛
 ⾨ᫍ⏬ീを౑ったゎᯒの結果とし࡚、㏣ຍࢧイト（1）࣒࢜ン࢓ࣇン・コミューン（ࢹ

の（㒆ࣕࢳン࣒࢜）ン・コミューン࣒࢜ン࣒࢜ン㒆）と、（2）࢚ンビ࢚࢕ 2013 ᖺึ㢌

と 2015 ᖺึ㢌のࢹータをẚ㍑し、指標の達成を☜ㄆしたࠋ 
（1）森林ಖㆤ率（100̺森林ῶᑡ率�）࣒࢜ࡣン࢓ࣇン・コミューンࡀ約 �ン࣒࢜、�8

約ࡀン・コミューン࣒࢜ �5�となったࠋ 
（2）㐀林地と᳜林地の合計࣒࢜、ࡣン࢓ࣇン・コミューンࡀ 436.4 KD、࣒࢜ン࣒࢜ン・

コミューン 402 KD となࡾ、同時期のኳ↛林ῶᑡ㠃✚を上ᅇった436.4）ࠋ KD! 2�.3 KD、
及び 402.0 KD ! 270.4 KD） 

 2015ᖺ5᭶の㎰村ୡᖏのインタビュー࡛2012、ࡣᖺか2014ࡽᖺの間に㏣ຍࢧイト（$P6）
࡛ᖹᆒୡᖏ現㔠཰入ࡣ、（ྡ目）45.1�ቑຍし、インࣇレ率調ᩚᚋの実㉁್とし࡚、2012
ᖺかࡽ 2014 ᖺの཰入ࡣ 31�ቑຍしたࠋなお、ᮏ཰入ቑࡣᮏプロジェクト௨እの要因ࡶ

                                                        
2 ㏣ຍࣃイロࢵトプロジェクトࢧイト 36 村のࡕ࠺ PX &KD 村ࡣプロジェクト活動の実施をᕼᮃしなかったࠋ 
3 当ึࣃイロࢵトプロジェクトࢧイト 15 村、㏣ຍࣃイロࢵトプロジェクトࢧイト 35 村の計 50 村ࠋ 
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ᐤ୚し࡚࠸るࠋ 
 
㸱㸫㸰 評価⤖ᯝのせ約 

（1）妥当性 
妥当性ࠕࡣ㧗ࠖ࠸と評価されるࠋ 

 ᮏプロジェクトࡣ、中間レビュー࡛妥当性ࠕࡀ㧗ࠖ࠸とุ᩿され࡚࠸るࠋ中間レビュー

௨㝆、࣋ト࣒ࢼ政府のࠕ社会⤒῭㛤発政策 森林管理ࠕࠖ ㎰村㛤発ࠕࠖ DD�ࠖに関す)5ࠕࠖ

る政策やඃඛㄢ題に኱ࡁなኚ化ࡣなࡃ、同時に᪥ᮏの対࣋ト࣒ࢼ政府㛤発᥼ຓ（2D$）

政策にࡶኚ᭦ࡣなࠋ࠸ 
 

（2）有効性 
有効性ࠕࡣẚ㍑的㧗ࠖ࠸と評価されるࠋ 

 評価の概要㸸（1）プロジェクト目標ࡣ、プロジェクト終了࡛ࡲに達成される見込み࡛࠶

ࡣプロジェクト目標（2）、ࡾ 3 プロジェ、ࡽとかࡇㄽ理的に達成されるࡾࡼの成果にࡘ

クトの有効性ࡣẚ㍑的㧗ࠋ࠸ 
 
（3）効率性 

効率性ࠕࡣẚ㍑的㧗ࠖ࠸と評価されるࠋ 
 評価の概要㸸ᮏプロジェクトࡣ、成果を生みฟすたࡵの投入ࡀ㐺ษ࡛࠶ったࠋ投入のタ

イミングࡣ、୍㒊の㐜れࡀ見ࡽれたࡀ、おおࡡࡴ㐺ษ࡛࠶ったࠋ඲య的に、プロジェク

ト活動ࡣ、計⏬㏻ࡾに㐍み、投入ࡣ㐺ษに฼⏝・⥔ᣢされたࠋ 
 

（4）インࣃクト 
インࣃクトࠕࡣẚ㍑的㧗ࠖ࠸と見込ࡲれるࠋ 

 評価の概要㸸上఩目標ࡣ達成される見込みࠋᮏプロジェクト࡛（1）ࡣ森林管理シスࢸ

➼ルの関係者のព㆑向上と能力㛤発࣋なレࡲࡊࡲの改ၿや、（2）森林管理に関するさ࣒

࡛、さࡲࡊࡲなプラスのインࣃクトࡀ☜ㄆされたࠋ 
 
（5）ᣢ⥆性 

ᮏプロジェクトのᣢ⥆性の見込みࠕࡣ中⛬度ࠖと評価されるࠋ 
 評価の概要㸸࢚࢕ࢹンビ࢚ン┬におけるプロジェクト活動のᣢ⥆性の見㏻しࡣ、実施ᶵ

関࡛࠶る D$5D のไ度㠃、㈈政㠃、ᢏ⾡㠃࡛のᣢ⥆性に౫Ꮡするࡇとになるࡲࠋた、

プロジェクトの終了ᚋの 5(DDࡶ�しࡣࡃ P5$P の⥅⥆実施࢚࢕ࢹ、ࡣンビ࢚ン PP& の

ุ᩿（コミࢵト࣓ント）に౫Ꮡするࠋ 
 

㸱㸫㸱 ຠᯝ発⌧に㈉⊩したせᅉ 

�1� ᅵ地と森林ศ୚（/)$） 
ࠖ（$(/）ᅵ地と森林ศ୚ࠕ、࡛࣒政府のプログラ࣒ࢼト࣋ 調査ࡀ実施され、ᅵ地の฼⏝

༊ศやᅵ地౑⏝ᶒの᫂☜化ࡀ᥎㐍され、森林ಖㆤ༊ᇦやᅵ地฼⏝ᶒの᫂☜化にࡾࡼ、᳜ 林

や森林ಖ඲へのព㆑やモ࣋ࢳーションࡀ㧗ࡲったࠋᮏプロジェクト࡛ࡶ、㏣ຍࣃイロࢵト

コミューンのᅵ地ศ୚のᨭ᥼を行࣒࢜、࠸ン࣒࢜ン・コニューン࡛ࡣබᘧに⏦ㄳࡀㄆࡽࡵ

れたࠋ 
 

�2� 森林生ែ⣔ࢧービスに対するᨭᡶ࠸（P)(6） 
ࡀ࠸ービスへのᨭᡶࢧの㞟Ỉᇦの環境࡝Ỉ力発㟁ᡤな、࡛࣒政府のプログラ࣒ࢼト࣋

2011 ᖺに㛤ጞされ、上記の /)$ ࡛ᢎㄆされた森林生ែ⣔ࢧービスに対するᨭᡶࡀ࠸㛤ጞ

されたࡇࠋのプログラ࣒にࡾࡼ、P)(6 にヱ当する地ᇦఫ民に、森林ಖ඲の環境と⤒῭の

୧㠃における㔜要性ࡀㄆ㆑され、⤒῭的インセンࣈ࢕ࢸにࡼるព㆑ኚ㠉ࡀ起ࡇされたࠋ 
 

㸫 iv 㸫



㸫 v 㸫

 
 

㸱㸫㸲 ၥ㢟Ⅼཬࡧၥ㢟をច㉳したせᅉ 

�1� プロジェクト実施に関し࡚ 

 プロジェクトの๓༙とᚋ༙࡛、ࣃイロࢵトࢧイトとし࡚合計 51 村ࡀ㑅定され、ከࡃの

ປ力とスタࡀࣇࢵᚲ要となったࠋ 
 ࣃイロࢵトࢧイトࡀከかったたࡵ、PM8 ᭱、኱化し⫧ࡶ 終的にࡣ &�P ࡀ 31 ྡとなったࠋ

࠸た、ᩘከࡲ PM8 ࣓ンࣂーの中に20ࠥ30、ࡣ㸣の⤥୚のトࢵプアࢵプ（≉ู手当）ࡀ

௜࠸たにࡶ係ࡎࡽ、プロジェクト実施に活発にྲྀࡾ組ࡲな࣓࠸ンࣂーࡶᏑᅾしたࠋ 
 

 の地᪉政府の問題࣒ࢼト࣋ �2�
 ࠕᅵ地と森林ศ୚（/)$）ࠖ と⏦ㄳ࢕ࢹ、ࡣストリクト（㒆）ࡀᢎㄆするࡇとになっ࡚࠸

る࣒࢜、ࡀン࢓ࣇン・コミューン（࢚࢕ࢹンビ࢚ン㒆）࡛ࡣᢎㄆࡀ㐜れ࡚おࡾ、（結果

とし࡚）P)(6 のᨭᡶࡶ࠸㛤ጞされ࡚࠸なࠋ࠸ 
 ㏣ຍࣃイロࢵトࢧイトの࣒࢜ン࢓ࣇン・コミューン࡛ࡣ、森林の約 75㸣ࠕࡀ≉ู฼⏝林ࠖ

とし࡚指定されたたࡵ、村民達の森林の฼⏝や฼┈ࡀไ㝈されるᙧになࡾ、森林ಖ඲へ

のインセンࡀࣈ࢕ࢸ㝈定され、森林管理活動の᥎㐍ࡀ᝿定㏻ࡾ㐍ࡲなかったࠋ 
 ࣋ト࣒ࢼ໭す㒊ࡣ、ᑡᩘ民᪘のẚ率ࡀከࡃ、㈋ᅔ率ࡶ㧗ࡇ࠸とかࡽ、ୡ⏺㖟行な࡝の㈋

ᅔ๐ῶプログラࡀ࣒実施され࡚おࡾ、村ேたࡣࡕ↓ᩱの㣗⣊ᥦ౪な࡝の⤒㦂をし࡚࠸

るࡇࠋのたࡵ、ᮏプロジェクト࡛実施したึࠕ期投㈨のリ࣎ルビングシス࣒ࠖࢸな࡝、

ᨭ᥼のᅇ཰を村ேࡀ理ゎࡎࡏ、実施ࡀ計⏬㏻ࡾに㐍࠸࡛ࢇな࠸活動࠶ࡶるࠋ結果とし࡚、

村ⴠᇶ㔠への㏉῭率ࡀపࡃ、ᇶ㔠ࡀ⵳✚され࡚࠸なࠋ࠸ 
 村ⴠにお᳜࡚࠸林活動を実施するたࡵの、政府の政策プログラ࣒ண⟬にࡣ㝈⏺ࡾ࠶ࡀ、

ᖺ間ண⟬ࡀ㝈定され࡚࠸るࠋ 
 

�3� 地ᇦの状況 

 ᳜林のたࡵのࠕⱑᮌࠖの౪⤥に࡚࠸ࡘ、地ᇦの民間ⱑᮌ業者に㝈⏺ࡾ࠶ࡀ、ရ✀、㔞と

㉁の㠃࡛ไ㝈ࡀከࠋ࠸ 
 

�4� 村の状況 
 生計向上活動を実施したࡀ、動≀の⑌⑓ࠝ㇜⦾Ṫ・࿧྾㞀ᐖ⑕ೃ⩌（P556）や㫽イン

活動の成果、ࡾࡼに࡝⅏ᐖ（ὥỈ、㞿、ᐮ෭、ᑡ㞵、ᐖ⹸）な↛⮬、ࠞ（,$）ࢨン࢚ルࣇ

発現に㈇のᙳ㡪を୚࠼たࠋ 
 ࣃイロࢵト村にࡼっ࡚ࡣ、生⏘≀のᕷሙࡀ㝈定され࡚࠸たࡾ、஺㏻インࣇラࡀᮍᩚഛ࡛

マーケ࢕ࢸングにไ㝈࠶ࡀったࠋ 
 ࣒࢜ン࢓ࣇン・コミューンの 6 村ࡣ、㌴୧࡛のアクセスࡎࡁ࡛ࡀ、生計向上活動へのᨭ

᥼ࡀไ㝈されたࠋ 
 
㸱㸫㸳 ⤖ㄽ 

 プロジェクト終了࡛ࡲにプロジェクト目標ࡀ達成される見込みࡣ㧗࠸とุ᩿されるࠋ 
 ᮏプロジェクトࡣ 2010 ᖺ 8 ᭶に㛤ጞされ、2013 ᖺ 1 ᭶の中間レビュー時にプロジェクト

目標ࡀኚ᭦されࠕ（࢚࢕ࢹンビ࢚ン）┬ 5(DD�のアクションプラン（P5$P）の実施を㏻

し࡚、ཧຍᆺにࡼる森林管理と生計向上をಁ㐍ࠖするࡇととなったࡇࠋのプロジェクト・

コミューンࠕ、ࡣクス（PDM）ኚ᭦ᚋࢵイン・マトリࢨࢹ 5(DD�行動計⏬（&�5$P）の実

施を㏻し࡚森林管理活動を行ࡇࠖ࠺とに㔜点ࡀ⨨かれるࡇととなったࠋ 
 プロジェクトの実施期間を㏻し࡚、ࣃイロࢵト村࡛生計向上の活動とし࡚、ᐙ␆㣫⫱や㎰

業生⏘な࡝のさࡲࡊࡲな活動を行࠸、村ேのᡤᚓỈ‽を向上さࡏたࠋ 
 プロジェクトࡣ、村ேに対し࡚さࡲࡊࡲな研修を実施したࡑࠋの௚、村ࡈとに )MP や /DP
の策定、9) をタ❧したࡲࠋた、コミュニ࢕ࢸをᇶ┙とした森林管理や、࣎ト࣒アࢵプの

森林モニタリングシス࣒ࢸのᇶ┙となるࠕ村ⴠ森林ࣃトロールࢳー࣒ࠖを⦅成したࠋ 
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 P)M6 ー࣋（6,*）࣒ࢸータ཰㞟、地理᝟ሗシスࢹトを౑ったࢵレࣈタ、ࡾ࠶㠉᪂的࡛、ࡣ

スのࢹータ管理シス࣒ࢸ、村ⴠࣃトロールࢳー࣒（現ሙ）かࡽの᝟ሗを⤫合するࡶの࡛࠶

るࠋ 
 プロジェクトࡣ /)$ へのᨭ᥼を行࠸、村ேࡀ P)(6 ไ度のᨭᡶ࠸をཷけࡽれる࠺ࡼにᨭ᥼

したࡇࠋれࡽの政策ࡣ、環境と⤒῭の୧㠃࡛村ேࡀ森林ಖ඲の㔜要性を理ゎするたࡵの強

力なཎ動力になったࠋ 
 
㸱㸫㸴 ᩍカ 

ᣢ⥆的⮬↛㈨※管理プロジェクトࠕ （ࠖ2015 ᖺ 8 ᭶に㛤ጞண定の᪂プロジェクト）࡛ࡣ、ᮏ

プロジェクトの成果を໭す㒊࿘㎶ 3 ┬にᗈࡆるࡇとࡀண定され࡚࠸るࠋᮏ評価調査࡛ࡣ、ᮏプ

ロジェクトの⤒㦂にᇶ࡙࠸たᩍカを、᪂プロジェクト及び௚プロジェクトに㐺⏝࡛ࡁるᙧ࡛௨

ୗの㏻ᩚࡾ理したࠋ 
 

（1）プロジェクトの᫂ᛌなビジョンとᡓ略のᚲ要性 
 プロジェクト㛤ጞ時にࡣ、関係者間࡛᫂☜なビジョンとᡓ略をඹ有し࡚活動を実施するࡇ

とࡀ㔜要࡛࠶るࠋ᪂プロジェクトにお5ࠕ、ࡣ࡚࠸(DD�のಁ㐍ࠖࡀ༑ศに理ゎされ、ඹ有

されなけれࡤなࡽなࠋ࠸プロジェクトのึ期ẁ㝵࡛ࡣ、森林ῶᑡ要因のศᯒとࡑれに対す

る㐺ษな生計向上活動を᳨ウするᚲ要࠶ࡀるࠋ 
 
（2）5(DD�に関連する政策・法ᚊを⪃慮したプロジェクトࢨࢹイン 
 P)(6、)PDP、᪂ᅵ地法なࡀ࡝ఫ民の森林管理のモ࣋ࢳーションに኱ࡁなᙳ㡪を୚࠸࡚࠼

るࡇとุࡀ᫂したたࡵ、プロジェクトのึ期ẁ㝵かࡇࡽれࡽ政策の㐍ᤖをᢕᥱし、ᚲ要に

ᛂ࡚ࡌプロジェクト活動に཯ᫎするࡇとࡀ㔜要࡛࠶るࠋ 
 
（3）≉ู฼⏝林に関連する政策とࡑの実施の෌⪃のᚲ要性 
 ≉ู฼⏝林をᣑ኱する政策࠶ࡀるࡀ、≉ู฼⏝林に᳜林したᮌᮦࡣษるࡇとࡁ࡛ࡀな࠸た

っ࡚、≉ู฼ࡼࠋる࠶ࡀ問題࠺࠸と࠸ാかなࡀࣈ࢕ࢸインセン࠺森林管理を行ࡀఫ民、ࡵ

⏝林管理ጤဨ会とఫ民とのಖ඲ዎ約にࡼる P)(6 の配ศ、間ఆに関するガイドラインのᩚ

ഛ、㠀ᮌᮦ林⏘≀の฼⏝のಁ㐍➼、≉ู฼⏝林かࡽの฼┈ࡀ地ᇦఫ民に行ࢃࡁたる࠺ࡼな

᪉策を᳨ウするᚲ要࠶ࡀるࠋ 
 
（4）᳜林・ኳ↛᭦᪂のಁ㐍 
 ໭す㒊࡛ 5(DD�を⪃࠼たሙ合に、᳜林のಁ㐍➼にࡼるⅣ⣲ストࢵクのቑຍࠖ�ࠕの㒊ศを

ቑやすᚲ要࠶ࡀるࡑࠋのほ点かࡽ、中㛗期的な投㈨計⏬、ᕷሙ性、ᶞ✀、ⱑᮌ౪⤥な࡝を

ࡀた、᳜林地ࡲࠋる࠶ࡀウするᚲ要᳨ࡃࡼ P)(6 を⋓ᚓ࡛ࡁる࠺ࡼなྲྀࡾ組みࡶ㔜要࡛࠶

るࠋ 
 
（5）┬森林モニタリングシス࣒ࢸ（P)M6）の活⏝ 
 プロジェクト࡛ᑟ入した᪂ P)M6 ト、↓ᩱࢵレࣈタ、ࡣ *,6 、ト、⾨ᫍ⏬ീを活⏝しࣇࢯ

ఫ民のࣃトロールࢳー࣒とレンジࣕーの活動をリンクさ࡚ࡏおࡾ、ṇ☜性と効率性の㠃࡛

࣓リࢵト࠶ࡀるࡇࠋのシス࣒ࢸをᅜᐙ標‽にするࡇとを௚ドࢼー・中ኸ政府と㆟ㄽ中࡛࠶

ーのࢼ᪂プロジェクトや௚ド、ࡾ 5(DD�事業࡛の活⏝を目指すࠋ 
 
（6）生計向上活動㸸活動ෆᐜの⤠ࡾ込み、㑅定ᇶ‽の෌⪃ 
 ఫ民の森林管理へのモ࣋ࢳーションࡣ、Ỉ※☜ಖ、ᮌᮦ・㠀ᮌᮦ林⏘≀の☜ಖ、ᅵ地฼⏝

ᶒの⋓ᚓ・P)(6 ᨭᡶ࠸の⋓ᚓ➼、森林かࡽᚓࡽれる┤᥋的な౽┈と関係し࡚࠸るࡇとࡀ

᫂ࡽかとなったࠋ᪂プロジェクト࡛ࡣ、ᮌᮦ・㠀ᮌᮦ林⏘≀の฼⏝ᶒの⋓ᚓ、ᅵ地฼⏝ᶒ

や P)(6 ᨭᡶ࠸の☜ಖにὀ目す࠶࡛ࡁ࡭るࡲࠋた、森林に関連しな࠸生計向上活動ᨭ᥼ࡣ、

ᕷሙ性、効率性➼を⪃慮し࡚㑅定す࠶࡛ࡁ࡭るࠋラ࢜ス・ストーࣈ（改Ⰻᘧか࡝ࡲ）の฼
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⏝ಁ㐍の࠺ࡼに⿻┈するୡᖏࡀከࡃ森林管理との関連（⸄の౑⏝㔞のῶᑡ）ࡀ᫂ࡽかなࡶ

のࡣ✚ᴟ的に᥎㐍するࠋ 
 
（7）村ⴠᇶ㔠のᶵ能の᫂☜化 
 9) をプロジェクト࡛ᑟ入する㝿にࡣ、す࡚࡭の村࡛の 9) タ⨨を๓ᥦとࡎࡏ、P)(6 の฼

┈のඹ有➼ྛ村の事᝟にᛂࡌたタ⨨を᳨ウす࠶࡛ࡁ࡭るࠋタ⨨するሙ合にࡣ、᪤Ꮡのマイ

クロ࢓ࣇイࢼンスᶵ関との連携のྍ能性を᳨ウす࠶࡛ࡁ࡭るࠋ 
 
（8）ロー࢝ルリࢯースの活⏝ 
 ᮏプロジェクト࡛ࡣ 5(DD�と࠺࠸᪂し࠸概ᛕのᑟ入࠶ࡀったたࡵに᪥ᮏேᑓ㛛ᐙやࣀࣁ

イかࡽのコンࢧルタントࡀ中ᚰとなっ࡚モࢹルᙧ成を㐍ࡁ࡚ࡵたࠋ᪂プロジェクト࡛ࡣ、

プロジェクト࡛⫱成したேᮦをࡵࡌࡣ地ඖのリࢯースを᭱኱㝈活⏝す࠶࡛ࡁ࡭るࠋ 
 
（�）民間セクターとの連携 
 民間௻業 3 社（ఫ཭林業、アスクル、ࣖンマー）との連携ࡣእ㒊かࡽの㈨㔠⋓ᚓ、ᗈሗの

ಁ㐍と࠺࠸点࡛࣓リࢵト࠶ࡀったࠋ௒ᚋࡶ民間連携をಁ㐍するࡑ、ࡀのሙ合ࡣ関係者間࡛

の効率的な管理యไを᳨ウするᚲ要࠶ࡀるࠋ 
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6XPPDU\ RI 7HUPLQDO (YDOXDWLRQ 5HVXOW 
�. 2XWOLQH RI WKH 3URMHFW 

&RXQWU\� 6RFLDOLVW 5HSXEOLF RI 9LHW 1DP 
PURMHFW 7LWOH� PURMHFW IRU 6XVWDLQDEOH )RUHVW MDQDJHPHQW 

LQ WKH 1RUWKZHVW :DWHUVKHG $UHD �686)25M�12:� 

,VVXH�6HFWRU㸸 

1DWXUH &RQVHUYDWLRQ－6XVWDLQDEOH 8VH RI 

1DWXUDO 5HVRXUFHV 

&RRSHUDWLRQ 6FKHPH� 7HFKQLFDO &RRSHUDWLRQ 

DLYLVLRQ LQ &KDUJH�  

1DWXUDO (QYLURQPHQW 7HDP 1�  

)RUHVWU\ DQG 1DWXUH &RQVHUYDWLRQ *URXS� 

*OREDO (QYLURQPHQW DHSDUWPHQW. 

7RWDO &RVW㸸603 PLOOLRQ \HQ 

PHULRG RI 

&RRSHUDWLRQ 

15 $XJXVW 2010 ± 14 $XJXVW 

2015� 5 \HDUV 

PDUWQHU &RXQWU\¶V ,PSOHPHQWDWLRQ 2UJDQL]DWLRQ�  �DLHQ 

%LHQ PURYLQFLDO� DHSDUWPHQW RI $JULFXOWXUH DQG 5XUDO 

DHYHORSPHQW �D$5D� 

6XSSRUWLQJ 2UJDQL]DWLRQ LQ -DSDQ� -DSDQ ,QWHUQDWLRQDO 

&RRSHUDWLRQ $JHQF\ �-,&$� 

��� %DFNJURXQG RI WKH 3URMHFW 

 7KH IRUHVWHG DUHD LQ 6RFLDOLVW 5HSXEOLF RI 9LHW 1DP �9LHWQDP� ZDV FKDQJHG IURP 43� LQ 1�43 WR 28� 

LQ 1��5 GXH WR RYHU�H[SORLWDWLRQ �GHIRUHVWDWLRQ� DQG XQVXVWDLQDEOH PDQDJHPHQW. DLHQ %LHQ PURYLQFH� 

ORFDWHG LQ WKH QRUWKZHVW UHJLRQV LQ WKH FRXQWU\� LV DOVR H[SHULHQFLQJ IRUHVW DUHD GHFOLQH GXH WR 

RYHU�H[SORLWDWLRQ RI IXHO ZRRG KDUYHVWLQJ� VKLIWLQJ FXOWLYDWLRQ DQG FRQYHUVLRQ WR IDUPODQG. ,Q RUGHU WR 

UHDOL]H VXVWDLQDEOH IRUHVW PDQDJHPHQW� LW LV HVVHQWLDO WR �1� FRQWURO GHIRUHVWDWLRQ WKURXJK OLYHOLKRRG 

LPSURYHPHQW� �2� PDQDJH WKH DOORFDWHG IRUHVW E\ ORFDO FRPPXQLWLHV� DQG �3� GHYHORS WKH FDSDFLW\ RI NH\ 

DFWRU VXFK DV WKH DHSDUWPHQW RI $JULFXOWXUH DQG 5XUDO DHYHORSPHQW �D$5D� DQG UHOHYDQW VWDNHKROGHUV. 

 %DVHG RQ WKH DERYH EDFNJURXQG� WKH 9LHWQDP $GPLQLVWUDWLRQ RI )RUHVWU\ �91)25(67� RI WKH MLQLVWU\ 

RI $JULFXOWXUH DQG 5XUDO DHYHORSPHQW �M$5D� UHTXHVWHG WKH *RYHUQPHQW RI -DSDQ D WHFKQLFDO FRRSHUDWLRQ 

SURMHFW ZKLFK DLPHG DW VXVWDLQDEOH IRUHVW PDQDJHPHQW LQ WKH QRUWKZHVW UHJLRQ� DQG WKH PURMHFW IRU 

6XVWDLQDEOH )RUHVW MDQDJHPHQW LQ WKH 1RUWKZHVW :DWHUVKHG $UHD �686)25M�12:� ZDV LQLWLDWHG LQ 

$XJXVW 2010 IRU ILYH \HDUV. 

 2Q WKH RWKHU KDQG� FOLPDWH FKDQJH LV DQ HPHUJLQJ FKDOOHQJH� DQG WKH 1DWLRQDO $FWLRQ PURJUDP RQ 

�5(DD�1 �15$P� ZDV HVWDEOLVKHG LQ 9LHW 1DP� DQG WKH DLHQ %LHQ PURYLQFLDO PHRSOH¶V &RPPLWWHH �PP&� 

GHYHORSHG PURYLQFLDO 5(DD� $FWLRQ PODQ �P5$P� WKURXJK DVVLVWDQFH RI -,&$¶V WHFKQLFDO FRRSHUDWLRQ 

SURMHFW ³DLHQ %LHQ 5(DD� PLORW PURMHFW �5(DD�PP�´ IURP 2012 WR 2013. 

 7KH MLGWHUP 5HYLHZ RI 686)25M�12: ZDV FRQGXFWHG DQG VXJJHVWHG WR LQWHJUDWH WKH RXWSXWV RI 

                                                        
1 5HGXFLQJ (PLVVLRQV IURP DHIRUHVWDWLRQ DQG )RUHVW DHJUDGDWLRQ LQ GHYHORSLQJ FRXQWULHV� DQG WKH UROH RI FRQVHUYDWLRQ� VXVWDLQDEOH 
PDQDJHPHQW RI IRUHVWV DQG HQKDQFHPHQW RI IRUHVW FDUERQ VWRFNV LQ GHYHORSLQJ FRXQWULHV 
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5(DD�PP WR 686)25M�12: LQ -DQXDU\ 2013. 7KH *RYHUQPHQW RI 9LHW 1DP DQG -,&$ GLVFXVVHG DQG 

WKH PURMHFW DHVLJQ MDWUL[ �PDM� DQG PODQ RI 2SHUDWLRQ �P2� ZHUH PRGLILHG WR DVVLVW SLORW LPSOHPHQWDWLRQ 

RI P5$P XVLQJ H[SHULHQFH REWDLQHG E\ WKH ILUVW KDOI RI 686)25M�12:. 

 

��2 3URMHFW 2YHUYLHZ 

�1� 2YHUDOO *RDO 

    PDUWLFLSDWRU\ IRUHVW PDQDJHPHQW DQG OLYHOLKRRG GHYHORSPHQW DUH SURPRWHG LQ WKH DUHDV ZLWK VLPLODU 

FRQGLWLRQV WR WKH DGGLWLRQDO SURMHFW SLORW VLWHV LQ DLHQ %LHQ PURYLQFH WKURXJK WKH LPSOHPHQWDWLRQ RI WKH 

PURYLQFLDO 5(DD� $FWLRQ PODQ �P5$P�. 

 

�2� PURMHFW PXUSRVH 

 PDUWLFLSDWRU\ IRUHVW PDQDJHPHQW DQG OLYHOLKRRG GHYHORSPHQW DUH SURPRWHG LQ WKH SURMHFW SLORW VLWHV 

WKURXJK WKH LPSOHPHQWDWLRQ RI WKH P5$P. 

 

�3� 2XWSXWV 

1. 7KH HIIHFWLYHQHVV DQG IHDVLELOLW\ RI WKH &�5$P2V LQ WKH DGGLWLRQDO SURMHFW SLORW VLWHV DUH YHULILHG. 

2. 7HFKQLFDO DQG LQVWLWXWLRQDO FDSDFLWLHV RI H[HFXWLQJ DQG SDUWQHU DJHQFLHV LQ LPSOHPHQWLQJ WKH P5$P 

DUH VWUHQJWKHQHG. 

3. 1HFHVVDU\ SODQV DQG WHFKQLFDO GRFXPHQWV DUH SUHSDUHG IRU WKH LPSOHPHQWDWLRQ RI WKH SURYLQFLDO 

5(DD� LQ DLHQ %LHQ PURYLQFH. 

 

�4� ,QSXWV� 

�-DSDQHVH VLGH! 

 $PRXQW RI WRWDO LQSXWV� PURMHFW DFWLYLW\ EXGJHW� /RFDO RSHUDWLRQDO FRVW� 134 PLOOLRQ \HQ 

 /RQJ�WHUP H[SHUWV� &KLHI $GYLVRU�)RUHVW PODQQLQJ� $GPLQLVWUDWLYH &RRUGLQDWRU� PDUWLFLSDWRU\ )RUHVW 

MDQDJHPHQW� /LYHOLKRRGV DHYHORSPHQW � 6 SHUVRQV 

 6KRUW�WHUP H[SHUWV� /LYHOLKRRGV DHYHORSPHQW� )DFLOLWDWLRQ 6NLOOV� 4XDOLWDWLYH $QDO\VLV RI 

PDUWLFLSDQW 2EVHUYDWLRQ DDWD� $GPLQLVWUDWLYH &RRUGLQDWRU 2 � 6 SHUVRQV 

 &RQVXOWDQW WHDP� �1� /LYHOLKRRGV DHYHORSPHQW� �2� PURYLQFLDO )RUHVW MRQLWRULQJ 6\VWHP 

 MDFKLQHU\ DQG HTXLSPHQW� 8�5�1�012 \HQ. 

 &RXQWHUSDUW �&�P� WUDLQLQJ LQ -DSDQ� 48 SHUVRQV. 

  

� 9LHWQDPHVH VLGH! 

 &�P VWDII� 31 SHUVRQV. 

 )DFLOLW\� :RUNLQJ VSDFH IRU H[SHUWV  

                                                        
2 &RPPXQH 5(DDD� $FWLRQ PODQ 
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 PURMHFW FRXQWHUSDUW EXGJHW� 8��58�732 \HQ. 

2. (YDOXDWLRQ 7HDP 

MHPEHUV RI 

(YDOXDWLRQ 7HDP 

�-DSDQHVH 6LGH� 

7HDP /HDGHU� MU. +LURNL ML\D]RQR� 6HQLRU $GYLVRU RQ )RUHVW MDQDJHPHQW� -,&$ 

PRYHUW\ $OOHYLDWLRQ� 6DIH *XDUG� MV. 6X]XND 6XJDZDUD� 6HQLRU $GYLVRU RQ PRYHUW\ 

5HGXFWLRQ� -,&$ 

)RUHVW $GPLQLVWUDWLRQ PROLF\� MU. 6KLQJR .DPL\DPD� )RUHVWU\ $JHQF\� MLQLVWU\ RI 

$JULFXOWXUH� )RUHVWU\ DQG )LVKHULHV 

&RRSHUDWLRQ PODQQLQJ� MV. (VWXNR MDVXNR� DHSXW\ DLUHFWRU� )RUHVWU\ DQG 1DWXUH 

&RQVHUYDWLRQ DLYLVLRQ 1� )RUHVWU\ DQG 1DWXUH &RQVHUYDWLRQ *URXS� *OREDO 

(QYLURQPHQW DHSDUWPHQW� -,&$ 

(YDOXDWLRQ $QDO\VLV� MU. 6KLJHR 6DNDL� &RQVXOWDQW� -DSDQ DHYHORSPHQW 6HUYLFH 

&R.� /WG. 

PHULRG RI (YDOXDWLRQ 2� MD\ ±18 -XQH� 2015 7\SH RI (YDOXDWLRQ� 7HUPLQDO (YDOXDWLRQ 

3. 5HVXOWV RI (YDOXDWLRQ 

3�� 3URJUHVV RI WKH 3URMHFW 

��� $FKLHYHPHQW RI 2XWSXWV 

$FKLHYHPHQW RI WKH 2XWSXW 1�  

2XWSXW 1 LV H[SHFWHG WR EH DFKLHYHG. 

1� 9LOODJH IRUHVW PDQDJHPHQW SODQV �)MPV� DQG OLYHOLKRRGV GHYHORSPHQW SODQV �/DPV� ZHUH 

HODERUDWHG DQG RIILFLDOO\ DSSURYHG IRU DOO VHYHQ�7� LQLWLDO SLORW SURMHFW VLWHV �ILIWHHQ �15� YLOODJHV�.  

2� $V DQ DFKLHYHPHQW RI WKH &RPPXQH�OHYHO 5(DD� $FWLRQ PODQV �&�5$PV� LQ WZR �2� DGGLWLRQDO 

SLORW SURMHFW VLWHV � MXRQJ PKDQJ DQG MXRQJ MXRQ DUH� 

 MXRQJ PKDQ &�5$P ZDV DSSURYHG E\ WKH ORFDO DXWKRULWLHV RQ 10 DQG 15 -XQH� 2014. 

 MXRQJ MXRQ &�5$P ZDV DSSURYHG E\ WKH ORFDO DXWKRULWLHV RQ 18 1RYHPEHU� 2014. 

 7KLUW\�ILYH �35� YLOODJH�EDVHG IRUHVW SDWUROOLQJ WHDPV ZHUH WUDLQHG E\ IRUHVW UDQJHUV� DQG VWDUWHG 

SDWUROOLQJ DFWLYLWLHV. 

 6L[WHHQ �16� RXW RI WKLUW\�ILYH �35� YLOODJHV KDYH HVWDEOLVKHG IRUHVW UHJHQHUDWLRQ DUHDV.  

 7KLUW\ �30� RXW RI WKLUW\�ILYH �35� YLOODJHV KDYH SDUWLFLSDWHG LQ UHIRUHVWDWLRQ LQ 2015. 

 7ZHQW\�VHYHQ �27� RXW RI ILIW\ �50� YLOODJHV VWDUWHG SURYLGLQJ ORDQV WR YLOODJHUV E\ WKH 9LOODJH 

)XQG �9)�.  

 

$FKLHYHPHQW RI WKH 2XWSXW 2� 

2XWSXW 2 LV H[SHFWHG WR EH DFKLHYHG. 

1� 7KH SURMHFW WHDP FRQGXFWHG YDULRXV GLIIHUHQW W\SHV RI WUDLQLQJ FRXUVHV IRU PURMHFW MDQDJHPHQW 8QLW 

�PM8� PHPEHU� JRYHUQPHQW VWDII DQG YLOODJHUV. 

2� 7KH WUDLQLQJ FRXUVH HYDOXDWLRQ LQGLFDWHG WKDW WKH PRUH WKDQ 60� RI WKH JRYHUQPHQW RIILFHUV ZKR 
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WRRN WKH WUDLQLQJ FRXUVH XQGHUVWRRG WUDLQLQJ FRQWHQWV.  

3� $Q LPSURYHG WKH PURYLQFLDO )RUHVW MRQLWRULQJ 6\VWHP �P)M6� PHWKRGRORJ\ ZLWK WDEOHW�EDVHG GDWD 

FROOHFWLRQ V\VWHP DQG 4*,6�EDVHG GDWDEDVH V\VWHP KDYH EHHQ GHVLJQHG DQG WHVWHG. 7KH LPSURYHG 

V\VWHP LV SLORWHG DQG HYDOXDWHG WRZDUGV WKH HQG RI WKH SURMHFW. &RPSDULVRQ RI LQGLFDWLYH FRVWV RI 

GLIIHUHQW P)M6 LPSOHPHQWDWLRQ ZLOO DOVR EH GRQH DV D SDUW RI WKH DERYH HYDOXDWLRQ E\ WKH HQG RI WKH 

PURMHFW. 

4� $ VHW RI UHFRPPHQGDWLRQV RQ LQVWLWXWLRQDO DQG FDSDFLW\ JDSV ZLOO EH LGHQWLILHG DQG FRPSLOHG EDVHG 

RQ WKH UHVXOW RI WKH SLORW LPSOHPHQWDWLRQ� WRZDUGV WKH HQG RI WKH SURMHFW.  

 

$FKLHYHPHQW RI WKH 2XWSXW 3� 

2XWSXW 3 LV H[SHFWHG WR EH DFKLHYHG. 

1� 7KH UHYLVLRQ RI P5$P ZLOO QRW EH QHFHVVDU\ VLQFH WKH P5$P LV RIILFLDOO\ DSSURYHG LQ 2014� DQG LW LV 

WRR HDUO\ WR UHYLVH.  

2� ,QVWHDG RI UHYLVLQJ P5$P� D VHW RI UHFRPPHQGDWLRQV IRU P5$P UHYLVLRQ ZLOO EH FRPSLOHG DQG 

VXEPLWWHG WR D$5D DQG PP& E\ WKH HQG RI WKH SURMHFW. 

3� &RPSLODWLRQ�UHYLVLRQ RI WKH WHFKQLFDO JXLGHOLQHV DQG PDQXDOV IRU P5$P LPSOHPHQWDWLRQ ZLOO EH 

DFFRPSOLVKHG RQ �1� P)M6� �2� YLOODJH�EDVHG IRUHVW SDWUROOLQJ� �3� OLYHOLKRRGV GHYHORSPHQW� DQG �4� 

9) PDQDJHPHQW E\ WKH HQG RI WKH SURMHFW. 

4� ,Q PDMRU VHPLQDUV�ZRUNVKRSV� DW OHDVW HLJKW �8� SUHVHQWDWLRQV KDG EHHQ PDGH WR GLVVHPLQDWH WKH 

SURMHFW H[SHULHQFH. 

 

 �2� 3URVSHFW IRU DFKLHYLQJ 3URMHFW 3XUSRVH 

7KH SURMHFW SXUSRVH LV H[SHFWHG WR EH DFFRPSOLVKHG E\ WKH HQG RI WKH SURMHFW. 

 /LYHOLKRRG GHYHORSPHQW DFWLYLWLHV DUH FRQGXFWHG DW DOO WKH LQLWLDO SURMHFW SLORW VLWHV. 

 $FFRUGLQJ WR WKH KRXVHKROG LQWHUYLHZ LQ MD\ 2015� 42� RI KRXVHKROGV LQGLFDWH WKDW OLYHOLKRRG 

LPSURYHPHQW VXSSRUW LV PDLQ UHDVRQ WR XQGHUWDNH IRUHVW PDQDJHPHQW DFWLYLWLHV LQ ,QLWLDO PLORW 6LWH 

�,P6�. 

 7KH PURMHFW DFFHVVHG WKH UHVXOW RI WKH DFWLYLWLHV� EDVHG RQ WKH VDWHOOLWH LPDJH LQWHUSUHWDWLRQ EHWZHHQ 

HDUO\ 2013 DQG HDUO\ 2015LQ MXRQJ PKDQJ �DLHQ %LHQ DLVWULFW� DQG MXRQJ MXRQ �MXRQJ &KD 

DLVWULFW�� DQG IRXQG WKDW WKH UHVXOWV PHW WKH ,QGLFDWRUV.  

 )LQGLQJV DUH VXPPDUL]HG DV� �1� DERXW �8� DQG �5� RI QDWXUDO IRUHVW LV SURWHFWHG LQ MXRQJ PKDQJ 

DQG MXRQJ MXRQ� DQG  �2� WRWDO DUHD WKDW ZDV UHIRUHVWHG DQG UHJHQHUDWHG LV 436.4 KD DQG 402.0 KD 

LQ MXRQJ PKDQJ DQG MXRQJ MXRQ DQG WKXV WKH DUHD UHJHQHUDWHG DQG UHIRUHVWHG KDV H[FHHGHG WKH 

DUHD GHIRUHVWHG GXULQJ WKH VHW SHULRG.   

 $FFRUGLQJ WR WKH UXUDO KRXVHKROG LQWHUYLHZ LQ MD\ 2015� WKH DYHUDJH FKDQJHV RI KRXVHKROG FDVK 

LQFRPH DW WKH DGGLWLRQDO VLWHV� EHWZHHQ 2012 WR 2014 DUH� 45.1 SHUFHQW LQFUHDVH �QRPLQDO�� DQG 31� 
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LQFUHDVH �UHDO DIWHU WKH LQIODWLRQ DGMXVWPHQW�. 

 

3�2 6XPPDU\ RI (YDOXDWLRQ 5HVXOWV ZLWK ILYH ��� FULWHULD.  

��� 5HOHYDQFH� +LJK 

 7KHUH ZHUH QR VLJQLILFDQW FKDQJHV� VLQFH PLG�WHUP UHYLHZ� LQ WKH SROLFLHV RI ERWK -DSDQHVH DQG 

9LHWQDPHVH JRYHUQPHQWV LQ WKH VHFWRU RI )RUHVWU\� 5(DD�� DQG UXUDO GHYHORSPHQW. 5HOHYDQFH LV KLJK LQ 

WHUPV RI 9LHWQDPHVH QDWLRQDO IRUHVW PDQDJHPHQW DQG GHYHORSPHQW SROLF\� QHHGV IURP ERWK QDWLRQDO DQG 

ORFDO OHYHO LQ WKH 9LHWQDP� -DSDQHVH RIILFLDO GHYHORSPHQW DVVLVWDQFH �2D$� SROLF\ IRU WKH 9LHWQDP� DQG WKH 

PURMHFW GHVLJQ. 

 

�2� (IIHFWLYHQHVV� 5HODWLYHO\ +LJK 

 7KH HIIHFWLYHQHVV RI WKH SURMHFW LV UHODWLYHO\ KLJK� EHFDXVH �1� WKH SURMHFW SXUSRVH LV H[SHFWHG WR EH 

DFKLHYHG WR D KLJK GHJUHH E\ WKH HQG RI WKH SURMHFW� DQG �2� WKH SURMHFW SXUSRVH ZLOO EH ORJLFDOO\ DFKLHYHG E\ 

DFFRPSOLVKLQJ DQG LQWHJUDWLQJ WKUHH �3� RXWSXWV RI WKH SURMHFW. 

 

�3� (IILFLHQF\� 5HODWLYHO\ +LJK 

 7KH HIILFLHQF\ RI WKH SURMHFW WR GDWH LV UHODWLYHO\ KLJK. ,Q JHQHUDO� LQSXWV WR SURGXFH SURMHFW RXWSXW LV 

UHDVRQDEOH� WLPLQJ RI SURYLGLQJ LQSXWV DUH DGHTXDWH� HYHQ WKRXJK VRPH RI WKH LQSXWV ZHUH GHOD\HG IURP 

RULJLQDOO\ VFKHGXOHG. 7KH SURMHFW DFWLYLWLHV ZHUH XQGHUWDNHQ DV SHU WKH VFKHGXOH� DQG WKH LQSXWV ZHUH XWLOL]HG 

DQG PDLQWDLQHG DSSURSULDWHO\.  

 

��� ,PSDFW� 5HODWLYHO\ +LJK 

 7KH LPSDFW RI WKH PURMHFW LV UHODWLYHO\ KLJK� VLQFH YDULRXV SRVLWLYH LPSDFWV ZHUH REVHUYHG RQ �1� 

LPSURYHPHQW RI IRUHVW PDQDJHPHQW V\VWHP� �2� DZDUHQHVV UDLVLQJ DQG FDSDFLW\ EXLOGLQJ RI UHOHYDQW 

VWDNHKROGHUV DW YDULRXV OHYHOV RQ IRUHVW PDQDJHPHQW.  

 

��� 6XVWDLQDELOLW\� 0HGLXP 

 $ SURVSHFW IRU VXVWDLQDELOLW\ RI WKH PURMHFW GHSHQGV RQ YDULRXV IDFWRUV LQFOXGLQJ LQVWLWXWLRQDO� ILQDQFLDO 

DQG WHFKQLFDO FDSDFLWLHV RI JRYHUQPHQW RI 9LHWQDP DQG ORFDO DXWKRULWLHV. ,Q SDUWLFXODU� WKH FDSDFLW\ RI 

D$5D� ZKLFK LV NH\ LPSOHPHQWLQJ DJHQF\ RI P5$P� QHHG WR EH HQKDQFHG. 5(DD� RU P5$P 

LPSOHPHQWDWLRQ IXOO\ GHSHQGV RQ WKH FRPPLWPHQW RI PP& RI DLHQ %LHQ PURYLQFH DIWHU WKH HQG RI WKH 

PURMHFW.  

 

3�3 )DFWRUV WKDW SURPRWHG WKH UHDOL]DWLRQ RI HIIHFWV 

�1� /DQG DQG )RUHVW DOORFDWLRQ �/)$� VXUYH\  

 9LHWQDPHVH JRYHUQPHQW SURJUDP RQ ³/DQG DQG )RUHVW DOORFDWLRQ �/)$� VXUYH\´ HQDEOH YLOODJHUV WR 
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FODULI\ WKH ODQG DQG IRUHVW WHQXUH� ODQG XVH W\SH ODQG XVHUV´ ULJKW� DQG EHQHILW IURP WKH IRUHVW 

FRQVHUYDWLRQ. 7KLV SUDFWLFH FRXOG GHILQH IRUHVW SURWHFWLRQ DUHD� DQG UDLVHG DZDUHQHVV DQG PRWLYDWLRQ 

RI IRUHVW SURWHFWLRQ.  

�2� PD\PHQWV IRU )RUHVW (QYLURQPHQWDO 6HUYLFHV �P)(6� 

 9LHWQDPHVH JRYHUQPHQW SROLF\ DQG SURJUDPV RQ PD\PHQWV IRU )RUHVW (QYLURQPHQWDO 6HUYLFHV 

�P)(6� SURYLGHG WKH LQFHQWLYHV IRU EHWWHU IRUHVW PDQDJHPHQW E\ YLOODJHUV� DV ZHOO DV SURYLGHG 

IXQGLQJ WR VXSSRUW IRUHVW FRQVHUYDWLRQ DFWLYLWLHV� VXFK DV YLOODJH SDWUROOLQJ WHDP DFWLYLWLHV. 9LOODJHV 

LQ MXRQJ MXRQ FRPPXQH� QRZ HQMR\ P)(6. 

 

3�� )DFWRUV WKDW LPSHGHG WKH UHDOL]DWLRQ RI HIIHFWV 

�1� PURMHFW LPSOHPHQWDWLRQ 

 7KH PURMHFW VHOHFWHG ILIW\�RQH �51� SLORW YLOODJHV DQG WKH QXPEHU RI SLORW VLWHV LV WRR PDQ\ WR FRQGXFW 

OLYHOLKRRG GHYHORSPHQW DFWLYLWLHV DQG WR PRQLWRU ZLWK OLPLWHG EXGJHW DQG VWDII. 

 DXH WR WKH ODUJH QXPEHU RI WKH SLORW VLWHV� PM8 DOVR EHFDPH ODUJH DQG WKH PM8 ILQDOO\ UHDFKHG 

WKLUW\�RQH �31� SHUVRQV. 6RPH PM8 PHPEHUV ZHUH LQDFWLYH LQ SURMHFW LPSOHPHQWDWLRQ DQG GLG QRW 

SUHVHQW PRQWKO\ PHHWLQJV� GHVSLWH WKH IDFW WKDW WKHLU VDODU\ WRS�XS RI 20�30�. 

�2� 9LHWQDPHVH JRYHUQPHQW DQG ORFDO JRYHUQPHQW LVVXHV 

 $SSURYDO RI WKH ³ODQG DQG IRUHVW DOORFDWLRQ �/)$�´ UHVXOW LV WDNLQJ VLJQLILFDQWO\ ORQJHU WLPH WKDQ 

RULJLQDOO\ H[SHFWHG LQ MXRQJ PKDQJ &RPPXQH� ZKLFK UHVXOWHG LQ GHOD\LQJ WKH P)(6 IXQG 

GLVWULEXWLRQ WR MP68)M%3�YLOODJHV. 

 9LOODJHUV OLYLQJ QHDU 6SHFLDO�8VH )RUHVW �68)� DUH QRW IXOO\ PRWLYDWHG IRU IRUHVW SURWHFWLRQ DQG 

DIIRUHVWDWLRQ. ,W LV EHFDXVH EHQHILW GLVWULEXWLRQ PHFKDQLVP LV QRW \HW IXOO\ HVWDEOLVKHG RU IXQFWLRQV. 

 6RPH SRYHUW\ DOOHYLDWLRQ SURJUDPV SURYLGHG )5(( VXSSRUW WR YLOODJHUV� DQG WKHVH H[SHULHQFHV PDGH 

YLOODJHUV WR WKLQN UHYROYLQJ V\VWHP RI LQLWLDO LQYHVWPHQW LV GLIILFXOW WR SUDFWLFH. 7KH PURMHFW 

H[SHULHQFHV PLVFRQFHSWLRQ DQG PLVXQGHUVWDQGLQJ RI WKH LQLWLDO LQSXW VXSSRUW IRU OLYHOLKRRGV 

GHYHORSPHQW DFWLYLWLHV� EHFDXVH YLOODJHUV EHOLHYHG DOO WKHVH VXSSRUW VKRXOG EH IUHH RI FKDUJH RU 

JUDQW� HYHQ WKRXJK YLOODJHUV VLJQHG WKH UHSD\PHQW DJUHHPHQW. 7KH UHVXOW LV VLJQLILFDQWO\ ORZ ILJXUH 

LQ UHSD\PHQW UDWHV WR WKH YLOODJH IXQGV. 

 7KHUH DUH VRPH LVVXHV RQ WKH LPSOHPHQWDWLRQ RI H[LVWLQJ SROLF\� VXFK DV ORZ FRVW QRUP WR XQGHUWDNH 

UHIRUHVWDWLRQ DFWLYLWLHV. 

�3� ,VVXHV UHODWHG /RFDO FRQGLWLRQV 

 7KHUH LV D OLPLWHG FDSDFLW\ RQ ³VHHGOLQJ VXSSO\´� LQ WHUPV RI VHHGOLQJ YDULHW\� TXDQWLW\ DQG TXDOLW\ 

IRU UHIRUHVWDWLRQ DFWLYLWLHV.  

                                                        
3 MP68)M%� MXRQJ PKDQJ 6SHFLDO�8VH )RUHVW MDQDJHPHQW %RDUG 
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�4� 6LWXDWLRQ LQ YLOODJHV 

 DXULQJ WKH OLYHOLKRRG GHYHORSPHQW DFWLYLWLHV� DQLPDO GLVHDVHV �H.J.� P5564� $,5.�� QDWXUDO FDODPLWLHV 

�H.J.� IORRGLQJ� KDLO� FROG ZHDWKHU� ODFN RI UDLQ� SHVWV�� DQG PDUNHW SULFH IOXFWXDWLRQ RFFXUUHG DQG 

QHJDWLYHO\ DIIHFWHG WKH UHVXOWV LQ ERWK UHIRUHVWDWLRQ DQG OLYHOLKRRGV GHYHORSPHQW DFWLYLWLHV. 

 /LPLWHG FRPPRGLW\ PDUNHWV DQG SRRU URDG FRQGLWLRQV LQ VRPH YLOODJHV� PDGH LW GLIILFXOW WR FRQGXFW 

DJULFXOWXUDO SURGXFWLRQ DQG LQFRPH JHQHUDWLRQ DFWLYLWLHV. 

 6L[ �6� YLOODJHV LQ MXRQJ MXRQ &RPPXQH DUH ORFDWHG DW GLIILFXOW SODFH WR DFFHVV E\ YHKLFOHV� ZKLFK 

PDGH GLIILFXOW WR FRQGXFW OLYHOLKRRG DFWLYLWLHV LQ WKH YLOODJH. 

 

3�� &RQFOXVLRQ 

 %DVHG RQ WKHVH PURMHFW¶V HIIRUWV� WKH SURVSHFW IRU DFKLHYLQJ WKH SURMHFW SXUSRVH E\ WKH HQG RI WKH 

PURMHFW LV KLJK.  

 7KH SURMHFW ZDV FRPPHQFHG LQ $XJXVW 2010� DQG LQ D FRXUVH RI LWV H[HFXWLRQ� WKH SURMHFW SXUSRVH 

FKDQJHG WR ³IRUHVW PDQDJHPHQW DQG OLYHOLKRRG GHYHORSPHQW SURPRWLRQ WKURXJK WKH LPSOHPHQWDWLRQ 

RI WKH P5$P´ DW WKH WLPH RI PLG�WHUP UHYLHZ LQ -DQXDU\ 2013. $IWHU FKDQJLQJ RI WKH PURMHFW DHVLJQ 

MDWUL[ �PDM�� WKH PURMHFW DGGHG PRUH HPSKDVLV RQ IRUHVW PDQDJHPHQW DFWLYLWLHV WKURXJK WKH 

LPSOHPHQWDWLRQ RI &�5$P LQ WZR �2� SLORW FRPPXQHV. 

 7KH SURMHFW ZRUNHG KDUG LQ WKH ILHOG RI OLYHOLKRRG GHYHORSPHQW LQ SLORW YLOODJHV WKURXJKRXW WKH 

SURMHFW SHULRG� DQG VXFFHHGHG LQ LPSURYLQJ LQFRPH OHYHO RI YLOODJHUV E\ YDULHW\ RI DFWLYLWLHV� VXFK DV 

DQLPDO KXVEDQGU\ DQG DJULFXOWXUDO SURGXFWLRQ.  

 7KH PURMHFW FRQGXFWHG D VHULHV RI WUDLQLQJ FRXUVHV IRU YLOODJHUV. 7KH SURMHFW DOVR IRUPXODWHG YLOODJH 

)MPV� /DPV DQG 9) LQ DOO SLORW YLOODJHV. 7KH PURMHFW DOVR RUJDQL]HV ³YLOODJH IRUHVW SDWURO WHDP´ 

ZKLFK LV H[SHFWHG WR EH D IRXQGDWLRQ RI FRPPXQLW\ EDVHG IRUHVW PDQDJHPHQW DQG ERWWRP�XS IRUHVW 

PRQLWRULQJ V\VWHPV. 

 P)M6 LV RQH RI WKH PRVW LPSRUWDQW SURGXFWV RI WKH SURMHFW. $Q LQQRYDWLYH WDEOHW P&�EDVHG GDWD 

FROOHFWLRQ DQG *,6 EDVHG GDWD PDQDJHPHQW V\VWHP� WRJHWKHU ZLWK LQIRUPDWLRQ IURP ERWWRP�XS 

YLOODJH SDWURO WHDP DUH LQWURGXFHG E\ WKH P)M6. $V D UHVXOW RI WKHVH HIIRUWV� WLHV EHWZHHQ IRUHVW 

UDQJHUV� IRUHVW PDQDJHPHQW ERDUGV DQG YLOODJHUV DUH VWUHQJWKHQHG. 

 7KH PURMHFW DOVR VXSSRUWV WKH /)$ ZKLFK HQDEOHV YLOODJHV WR HQMR\ P)(6. 7KHVH WZR �2� SURJUDPV 

DUH SRZHUIXO GULYHU IRU YLOODJHUV WR XQGHUVWDQG WKH LPSRUWDQFH RI IRUHVW FRQVHUYDWLRQ 

HQYLURQPHQWDOO\ DQG HFRQRPLFDOO\. 

 

 

                                                        
4 P556� PRUFLQH 5HSURGXFWLYH DQG 5HVSLUDWRU\ 6\QGURPH 
5 $,� $YLDQ ,QIOXHQ]D 
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3�6 /HVVRQV OHDUQHG. 

 7KLV SURMHFW¶V RXWFRPH ZLOO EH H[SDQGHG LQWR WKUHH �3� RWKHU SURYLQFHV LQ WKH 1RUWKZHVW UHJLRQ. 7KH 

QHZ SURMHFW LV H[SHFWHG WR EHJLQ LQ $XJXVW 2015� DQG WKH HYDOXDWLRQ WHDP VXPPDUL]HG WKH OHVVRQV OHDUQHG 

DQG DV IROORZV� 

�1� 7KH FOHDU YLVLRQ RI WKH SURMHFW DQG QHFHVVLW\ RI D VWUDWHJ\. 

 ,W LV LPSRUWDQW WR VKDUH D PXWXDO XQGHUVWDQGLQJ DPRQJ SURMHFW VWDNHKROGHUV WR SURPRWH 5(DD�� 

IRUHVW GHJUDGDWLRQ DQG DSSURSULDWH UXUDO GHYHORSPHQW DFWLYLW\ DW WKH HDUO\ VWDJH RI D SURMHFW. 

 

�2� 7KH SURMHFW GHVLJQ ZKLFK FRQVLGHUHG 9LHWQDPHVH SROLF\ DQG ODZ UHODWHG WR 5(DD�. 

 9LHWQDPHVH FRQVHUYDWLRQ SROLFLHV DQG SURJUDPV� VXFK DV P)(6 RU )RUHVW PURWHFWLRQ DQG 

DHYHORSPHQW PODQ �)PDP� LV HIIHFWLYH PHDQV IRU ORFDO FRPPXQLW\ WR XQGHUVWDQG DQG PRWLYDWH IRUHVW 

PDQDJHPHQW DQG HQYLURQPHQWDO FRQVHUYDWLRQ� VR WKH SURMHFW GHVLJQ VKRXOG LQYHVWLJDWH DQG FRQVLGHU 

FROODERUDWLQJ VXFK SURJUDPV. 

 

�3� PROLF\ DQG LPSOHPHQWDWLRQ UHODWHG WR VSHFLDO XVH IRUHVW. 

 6SHFLDO XVH IRUHVW LV QRZ H[SDQGHG E\ WKH JRYHUQPHQW� EXW WKLV W\SH RI IRUHVW SURYLGHV OHVV LQFHQWLYH 

IRU ORFDO UHVLGHQWV WR PDQDJH IRUHVWV� VLQFH WKLQQLQJ DQG KDUYHVWLQJ LV QRW DOORZHG. ,W LV QHFHVVDU\ WR 

LPSURYH PDLQWHQDQFH JXLGHOLQH VR WKDW ORFDO UHVLGHQWV FDQ SDUWLFLSDWH WKH IRUHVW PDQDJHPHQW 

DFWLYLWLHV. 

 

�4� PURPRWLRQ RI SODQWDWLRQ DQG QDWXUDO UHJHQHUDWLRQ 

 5HJDUGLQJ WR WKH 5(DD� SURPRWLRQ DW WKH 1RUWKZHVW UHJLRQ� FDUERQ VWRFN FDQ EH LQFUHDVHG E\ 

SODQWDWLRQ SURPRWLRQ� VR PHGLXP DQG ORQJ�WHUP LQYHVWPHQW SODQ� PDUNHWDELOLW\� WUHH VSHFLHV DQG 

VHHGOLQJ VXSSO\ VKRXOG EH VWXGLHG. ,Q DGGLWLRQ� JRYHUQPHQW FRQVHUYDWLRQ SURJUDP� VXFK DV P)(6� 

VKRXOG EH XWLOL]HG. 

 

�5� 8WLOL]DWLRQ RI PURYLQFLDO IRUHVW PRQLWRULQJ V\VWHP �P)M6� 

 7KH 686)25M�12: SURMHFW LQWURGXFHG LPSURYHPHQW RI WKH IRUHVW PRQLWRULQJ V\VWHP ZKLFK XVHV 

WDEOHW P&� *,6� DQG VDWHOOLWH LPDJHV. 7KH V\VWHP LV HIIHFWLYH DQG KDV D SRWHQWLDO WR EH D QDWLRQDO 

VWDQGDUG VR WKLV PRQLWRULQJ V\VWHP FDQ EH SURPRWHG WR QHZ SURMHFWV DQG RWKHU GRQRU DFWLYLWLHV. 

 

�6� 6HOHFWLRQ RI UXUDO GHYHORSPHQW DFWLYLWLHV DVVRFLDWH ZLWK -,&$ SURMHFW. 

 /RFDO UHVLGHQWV ZLOO EH PRWLYDWHG WR PDQDJH IRUHVW ZLWK ZDWHU UHVRXUFH FRQVHUYDWLRQ� XVH ULJKW WR WKH 

ZRRG DQG QRQ�WLPEHU IRUHVW SURGXFWV DQG ODQG. P)(6 DOVR SURYLGHV PRWLYDWLRQ WR ORFDO UHVLGHQW
V 

IRUHVW DGPLQLVWUDWLRQ. ,W LV LPSRUWDQW WR VHW FULWHULD DQG VHOHFW UXUDO GHYHORSPHQW DFWLYLWLHV ZLWKLQ 

-,&$ SURMHFW VR WKDW YLOODJHUV ZLOO EH HQFRXUDJHG WR SDUWLFLSDWH IRUHVW FRQVHUYDWLRQ E\ WKHPVHOYHV. 
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�7� &ODULILFDWLRQ RI WKH IXQFWLRQ RI WKH YLOODJH IXQG. 

 ,Q RUGHU WR GLVWULEXWLQJ WKH SD\PHQW� SURILW RI P)(6� LW LV QRW QHFHVVDU\ WR SUHPLVH RQ DQ\ 9) 

HVWDEOLVKPHQW� DQG WKHUHIRUH� WKH 9) HVWDEOLVKPHQW VKRXOG EH FRQVLGHUHG IOH[LEO\ DFFRUGLQJ WR WKH 

FLUFXPVWDQFHV RI HDFK YLOODJH. ,Q FDVH RI HVWDEOLVKLQJ 9)� D SRVVLELOLW\ RI FROODERUDWLRQ ZLWK D PLFUR 

ILQDQFH RUJDQL]DWLRQ VKRXOG EH FRQVLGHUHG. 

 

�8� 8WLOL]DWLRQ RI D ORFDO UHVRXUFH 

 $ -DSDQHVH VSHFLDOLVW DQG D FRQVXOWDQW IURP +DQRL WRRN WKH OHDGLQJ SDUW WR IRUPXODWH 5(DD� 

EHFDXVH WKH SURMHFW LQWURGXFHG D QHZ FRQFHSW RI 5(DD�. $ ORFDO UHVRXUFH� VXFK DV WKH KXPDQ 

UHVRXUFHV WUDLQHG E\ 686)25M�12: SURMHFW� VKRXOG EH XWLOL]HG PD[LPDOO\ LQ D QHZ SURMHFW. 

 

��� &RRSHUDWLRQ ZLWK D SULYDWH VHFWRU 

 7KH FRRSHUDWLRQ ZLWK 3 SULYDWH HQWHUSULVHV �6XPLWRPR )RUHVWU\� $68.858 DQG <DQPDU� KDG DQ 

DGYDQWDJH LQ DQ DFTXLVLWLRQ RI IXQGV DQG SXEOLF UHODWLRQV¶ SURPRWLRQ. PULYDWH�SXEOLF FRRSHUDWLRQ ZLOO 

EH HQFRXUDJHG LQ WKH IXWXUH� EXW LW
V QHFHVVDU\ WR FRQVLGHU DQ HIILFLHQW PDQDJHPHQW V\VWHP EHWZHHQ 

WKH HQWLWLHV FRQFHUQHG. 
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第１章 評価の概要 

 

㸯㸫㸯 調ᰝの⫼ᬒ 

森林のఆ᥇やᣢ⥆的、ࡣ࡚࠸にお（と記す࣒ࠖࢼト࣋ࠕ、௨ୗ）社会୺⩏ඹ࿴ᅜ࣒ࢼト࣋

࡛な࠸森林管理の結果、森林率ࡣ 1�43 ᖺの 43㸣か1、ࡽ��5 ᖺにࡣ 28㸣࡛ࡲῶᑡしたࡑࠋ

のᚋ、ᅜの森林のᅇ᚟に向けたྲྀࡾ組みにࡾࡼ、森林率ࡣ約 40㸣࡛ࡲᅇ᚟し࡚࠸るࡶのの、

໭す㒊の࢚࢕ࢹンビ࢚ン┬な࡛࡝、⸄（⇞ᩱ）の㐣๫᥇཰、↝⏿や㎰地への㌿⏝にࡾࡼ森

林のῶᑡࡀ౫↛とし࡚⥆࠸࡚࠸るࠋ森林のᣢ⥆ྍ能な管理に（1）ࡣ生計向上にࡼる森林◚

ቯをᢚไするࡇと、（2）地ᇦのコミュニ࢕ࢸにࡼっ࡚森林を管理するࡇと、（3）コミュニ

㎰業㎰村㛤発ᒁ（DHSDUWPHQW RI $JULFXOWXUH DQG 5XUDO DHYHORSPHQW㸸D$5D）┬ࡃとඹにാ࢕ࢸ

の能力強化ࡀ㔜要࡛࠶るࠋ 

௨上の背景かࡽ、同ᅜの㎰業㎰村㛤発┬（MLQLVWU\ RI $JULFXOWXUH DQG 5XUDO DHYHORSPHQW㸸

M$5D）森林⥲ᒁ（9LHWQDP )RUHVW $GPLQLVWUDWLRQ㸸91)25(67）ࡣ、᪥ᮏ政府に対し࡚、໭

す㒊におけるᣢ⥆ྍ能な森林管理を目的としたᢏ⾡༠力プロジェクトを要ㄳし、ࠕ໭す㒊Ỉ

※地ᇦにおけるᣢ⥆ྍ能な森林管理プロジェクト（௨ୗ、25(686ࠕM�12:ࠖと記す）ࠖ ࡀ

2010 ᖺ 8 ᭶かࡽ 5 ᖺ間のண定࡛㛤ጞされたࡲࠋた、࣋トࢼ政府࡛ࡣ、Ẽೃኚ動⦆࿴策の୍

環とし ᅜᐙࠕ࡚ 5(DD�1アクションプログラ࣒（1DWLRQDO 5(DD� $FWLRQ PURJUDPPH㸸15$P）ࠖ

を策定し、森林ῶᑡやຎ化をపῶするたࡵのດ力ととࡶに、森林㈨※のᣢ⥆ྍ能な管理と、

森林Ⅳ⣲ストࢵクのಖ඲と強化を㏻し࡚、 ᐊ効果ガス᤼ฟ㔞の๐ῶにྲྀࡾ組࠸࡛ࢇるࠋ 

P$15、ࡣ┬ン࢚ンビ࢚࢕ࢹ の 2011 ᖺ㹼2020 ᖺの期間の活動計⏬や、ࠕ森林ಖㆤ・㛤発

計⏬（)RUHVW PURWHFWLRQ DQG DHYHORSPHQW PODQ㸸)PDP）ࠖ（2011̺2020）を㐙行するたࡵ、⊂❧

行政法ேᅜ㝿༠力ᶵ構（-DSDQ ,QWHUQDWLRQDO &RRSHUDWLRQ $JHQF\㸸-,&$）のᢏ⾡༠力プロジェ

クト࢚࢕ࢹࠕンビ࢚ン┬ 5(DDࣃ�イロࢵトプロジェクト（5(DD� PP）ࠖ（2012 ᖺ㹼2013 ᖺ）

のᨭ᥼をཷけ࡚、ࠕ┬ 5(DD�アクションプラン（PURYLQFLDO 5(DD� $FWLRQ PODQ㸸P5$P）ࠖ を

策定したࠋ 

2010 ᖺ 8 ᭶かࡽ㛤ጞされた 686)25M�12: 2013、ࡣ࡛ ᖺ 1 ᭶に中間レビューࡀ実施さ

れ、P5$P のࣃイロࢵト的実施にࡼる生計向上と森林管理を行࠺᪉向にプロジェクト目標の

ኚ᭦ࡀᥦ᱌されたࡇࠋのᥦ᱌ࡣ合同調ᩚဨ会（-RLQW &RRUGLQDWLQJ &RPPLWWHH㸸-&&）にࡾࡼᢎ

ㄆされ、プロジェクトࡣᚋ༙の活動を㛤ጞしたࠋ 

プロジェクトの終了を 2 た࠼᭶ᚋに᥍࢝ 2015 ᖺ 6 ᭶、686)25M�12: の終了時評価を

プロジェクトの成果を評価し、ᩍ（1）ࡣの終了時評価ࡇࠋ政府と合同࡛実施した࣒ࢼト࣋

カをᑟࡁฟすࡇとと、（2）ᑗ᮶の同ᵝのプロジェクトのたࡵのᥦゝをᑟࡁฟすࡇとを୺要

                                                        
1 㛤発㏵上ᅜにおける森林ῶᑡ・ຎ化➼に⏤᮶する᤼ฟの๐ῶ➼（5HGXFLQJ (PLVVLRQV IURP DHIRUHVWDWLRQ DQG )RUHVW 
DHJUDGDWLRQ LQ GHYHORSLQJ FRXQWULHV� DQG WKH UROH RI FRQVHUYDWLRQ� VXVWDLQDEOH PDQDJHPHQW RI IRUHVWV DQG HQKDQFHPHQW RI IRUHVW 
FDUERQ VWRFNV LQ GHYHORSLQJ FRXQWULHV㸸5(DD�） 
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な目的とし࡚実施されたࠋ 

 

㸯㸫㸰 プロジェクトのᴫせ 

-&& ࡀ 2013 ᖺ 1 ᭶にᢎㄆしたプロジェクト・ࢨࢹイン・マトリࢵクス（PURMHFW DHVLJQ 

MDWUL[㸸PDM）4 ∧（ῧ௜㈨ᩱ 1、$QQH[ 1㸸PDM）にᇶࠕࡃプロジェクトの概要ࠖࡣ表１の

とおࡾとなっ࡚࠸るࠋ 

 

⾲㸯 プロジェクトのᴫせ（P'0 のせ約） 

㡯目 概要 

᱌௳ྡ 
࿴ᩥ㸸 ໭す㒊Ỉ※地ᇦにおけるᣢ⥆ྍ能な森林管理プロジェクト 
ⱥᩥ㸸 PURMHFW IRU 6XVWDLQDEOH )RUHVW MDQDJHPHQW LQ WKH 1RUWKZHVW :DWHUVKHG 

$UHD �686)25M�12:� 
事業期間 2010 ᖺ 8 ᭶ 15 ᪥㹼2015 ᖺ 8 ᭶ 14 ᪥（5 ᖺ間） 
プロジェクト 
 ン┬（DLHQ %LHQ PURYLQFH）࢚ンビ࢚࢕ࢹ イトࢧ

ターࢵࢤト 
地ᇦ 

当ึࣃイロࢵトプロジェクトࢧイト㸸2 㒆（DLVWULFWV）と 1 ᕷに࠶る、合計
15 村（2010 ᖺにタ定） 
㏣ຍࣃイロࢵトプロジェクトࢧイト㸸2 㒆の、合計 36 村（2013 ᖺにタ定）ࠋ
 （とࡇᮏሗ࿌᭩、表７にリストをᥖ㍕したの࡛ཧ↷の、ࡣト村ࢵイロࣃ）

ターࢵࢤト 
グループ 実施ᶵ関の⫋ဨと、ࣃイロࢵトࢧイトのఫ民 

実施యไ 

実施ᶵ関ࡣ（࢚࢕ࢹンビ࢚ン）┬㎰業㎰村㛤発ᒁ（D$5D） 
┬、㒆、ᕷ、コニューン、༊（ZDUG）な࡝のレ࣋ルかࡽ、プロジェクト管理
ࣘニࢵト（PURMHFW MDQDJHPHQW 8QLW㸸PM8）ࡀ組⧊され、プロジェクト実施
を行っ࡚࠸る（現ᅾ 31  ࠋ（ྡ

上఩目標 

イトに㢮ఝした᮲ࢧトࢵイロࣃン┬ෆのプロジェクトの㏣ຍ࢚ンビ࢚࢕ࢹ
௳地にお࡚࠸、┬ 5(DD�アクションプラン（P5$P）の実施を㏻࡚ࡌ、ཧຍ
ᆺにࡼる森林管理と生計向上ࡀ㐍ࠋࡴ 
PDUWLFLSDWRU\ IRUHVW PDQDJHPHQW DQG OLYHOLKRRG GHYHORSPHQW DUH SURPRWHG LQ WKH 
DUHDV ZLWK VLPLODU FRQGLWLRQV WR WKH DGGLWLRQDO SURMHFW SLORW VLWHV LQ DLHQ %LHQ 
PURYLQFH WKURXJK WKH LPSOHPHQWDWLRQ RI WKH PURYLQFLDO 5(DD� $FWLRQ PODQ 
�P5$P�. 

プロジェクト 
目標 

┬ 5(DD�アクションプラン（P5$P）の実施を㏻࡚ࡌ、ཧຍᆺにࡼる森林管
理とఫ民の生計向上ࡀ㐍ࠋࡴ 
PDUWLFLSDWRU\ IRUHVW PDQDJHPHQW DQG OLYHOLKRRG GHYHORSPHQW DUH SURPRWHG LQ WKH 
SURMHFW SLORW VLWHV WKURXJK WKH LPSOHPHQWDWLRQ RI WKH P5$P. 

成果 

1. ㏣ຍࣃイロࢵトࢧイトにおける 5(DD�アクションプランの有効性・実現
ྍ能性᳨ࡀドされるࠋ 

2. 実施ᶵ関（中᰾ᶵ関、ᨭ᥼ᶵ関）の┬ 5(DD�アクションプラン（P5$P）
実施のたࡵにᚲ要なᢏ⾡・ไ度的能力ࡀ強化されるࠋ 

┬、࡚࠸ン┬にお࢚ンビ࢚࢕ࢹ .3 5(DD�実施のたࡵにᚲ要な計⏬とᢏ⾡㈨
ᩱࡀస成されるࠋ 

1. 7KH HIIHFWLYHQHVV DQG IHDVLELOLW\ RI WKH &�5$PV LQ WKH DGGLWLRQDO SURMHFW SLORW 
VLWHV DUH YHULILHG. 

2. 7HFKQLFDO DQG LQVWLWXWLRQDO FDSDFLWLHV RI H[HFXWLQJ DQG SDUWQHU DJHQFLHV LQ 
LPSOHPHQWLQJ WKH P5$P DUH VWUHQJWKHQHG. 

3. 1HFHVVDU\ SODQV DQG WHFKQLFDO GRFXPHQWV DUH SUHSDUHG IRU WKH LPSOHPHQWDWLRQ 
RI WKH SURYLQFLDO 5(DD� LQ DLHQ %LHQ PURYLQFH. 

ฟ඾㸸 PDM ージョンࣂ 4 
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㸯㸫㸱 合同終了時評価の┠ⓗ 

௒ᅇの᪥㉺合同にࡼる終了時評価の目的ࡣ௨ୗのとお࠶࡛ࡾるࠋ 

�1� 事業計⏬時及び中間レビュー時点࡛の計⏬とẚ㍑し࡚、ᮏプロジェクトの投入実

績・活動の㐍ᤖ状況➼実施プロセス・管理᪉法を☜ㄆするࠋ 

�2� 効果発現に貢献した要因、問題点及び問題を惹起した要因を☜ㄆするࠋ 

�3� -,&$ 事業評価ガイドライン（改訂∧）にᇶ࡙ࡁ、評価 5 㡯目（妥当性、有効性、効

率性、インࣃクト、ᣢ⥆性）及びᶓ᩿的ど点（政策、ᢏ⾡、環境、社会・ᩥ化、組

⧊ไ度・管理㐠Ⴀ、⤒῭・㈈政）かࡽプロジェクトを評価するࠋ 

�4� 評価結果をࡶとに、関係するプロジェクトや、௒ᚋண定され࡚࠸る᪂プロジェクト

（ᣢ⥆的⮬↛㈨※管理プロジェクト）のᙧ成、実施、㐠Ⴀ管理にཧ⪃となるᩍカや

ᥦゝをᢳฟするࠋ 
 
㸯㸫㸲 調ᰝᅋᵓ成 

�1� ᪥ᮏഃ（-,&$）調査団 
Ặྡ ศ㔝 ᡤᒓ 期間 

ᐑⷵᾈᶞ ⥲ᣓ -,&$ ᅜ㝿༠力ᑓ㛛ဨ 6��㹼6�18

Ⳣཎ㕥㤶
㈋ᅔ๐ῶ� 

セーࣇガード -,&$ ᅜ㝿༠力ᑓ㛛ဨ 6�4㹼6�18

⚄ᒣ真࿃ 森林行政 ㎰林Ỉ⏘┬、林㔝ᗇ 6��㹼6�18

ቑྂᜨ㒔Ꮚ ௻⏬༠力 -,&$ 地⌫環境㒊 森林・⮬↛環境グループ
⮬↛環境第୍ࢳー6 ࣒��㹼6�18

ᆏ஭ⱱ㞝 評価ศᯒ （ᰴ）᪥ᮏ㛤発ࢧービス 調査㒊 5�2�㹼6�18
 
 ഃ調査団࣒ࢼト࣋ �2�

Ặྡ ᙺ๭ ᡤᒓ 
MU. PKDP 9DQ .KLHQ 団㛗 9LFH +HDG ࣈࢧ森林ಖㆤᒁ（6XE�)PD） D$5D 
MV. MDL +XRQJ 団ဨ 9LFH +HDG ࣈࢧ森林ಖㆤᒁ（6XE�D2)） D$5D 
MU. PKDP 9DQ PKXF 団ဨ 2IILFHU RI WKH D$5D RIILFH� D$5D 

MU. 7UDQ ;XDQ 7KDQJ 団ဨ 9LFH DLUHFWRU RI &HQWUH IRU $JULFXOWXUH�)RUHVWU\ PODQQLQJ DQG 
DHVLJQ� D$5D 

 
㸯㸫㸳 評価ᡭἲとスࢣジューࣝ 

�1� ウ㆟㆟事録（5HFRUG RI DLVFXVVLRQV㸸5�D）にᇶ࡙ࡁ、ඛ᪉政府との合同評価としたࠋ

᪥ᮏഃと࣋ト࣒ࢼഃ࡛合同評価団࣓ンࣂーを㑅定し、ᙺ๭と㈐௵を༠㆟し࡚Ỵ定し

たࠋ 

�2� 評価グリࢵド（ῧ௜㈨ᩱ 4）をస成し、評価㡯目を≉定するととࡶに、㈨ᩱレビュー

や㉁問⚊にࡼる⪺ࡾྲྀࡁ調査、現地どᐹ・ほᐹな࡝、評価㡯目ࡈとの評価手法をỴ

定したࠋ評価グリࢵドをᇶに㉁問⚊をస成し、㉁問⚊をࡶとにした⪺ࡾྲྀࡁを行࠸、

㠃ㄯ࣓モとし࡚記録したࡾྲྀ⪺ࠋ結果概要ࡣῧ௜㈨ᩱ 3 とし࡚ῧ௜したࠋ 

�3� プロジェクトの実績をศᯒし、表２の評価 5 㡯目をᇶに評価を実施したࠋ 
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⾲㸰 評価 5㡯┠の評価ෆᐜ 

評価㡯目 評価ෆᐜ 

妥当性 

 プロジェクトの目指し࡚࠸る効果（プロジェクト目標や上఩目標）ࡀ、
評価を実施する時点にお࡚࠸妥当か࣋）ࠋト࣒ࢼの社会⤒῭㛤発計⏬・
ᡓ略及び᪥ᮏの᥼ຓ政策、-,&$ の᥼ຓ᪉㔪とのᩚ合性࠶ࡣるか、ཷ┈
者のニーࢬに合⮴し࡚࠸るかなࠋ（࡝ 

 プロジェクトのᡓ略㺃᪉法ࡣ妥当か、な࡝を評価するࠋ 

有効性 
 プロジェクト目標達成の見込み࠶ࡣるか、プロジェクト目標に対し成果

（ア࢘トプࢵト）ࡣ㐺ษか、目標達成の貢献・㜼ᐖ要因࠶ࡣるかな࡝を
評価するࠋ 

効率性 

 投入（インプࢵト）に見合った成果（ア࢘トプࢵト、定性・定㔞的）ࡀ
⏘ฟされ࡚࠸るか、活動スケジュールと投入のタイミング・㉁・㔞ࡣ成
果⏘ฟにࡣ㐺ษࡔったかな࡝を評価するࠋ 

 ࡲた、᭱ ௚のアプ、ࡵ᥇⏝されたかを☜ㄆするたࡀ効率的なプロセスࡶ
ローࢳとのẚ㍑ࡶヨみるࠋ

インࣃクト 

 上఩目標達成の見込み࠶ࡣるか、ࡑの௚、プラスのインࣃクト࠶ࡣるか
（ண されるか）、ண期し࡚࠸なかったマイࢼスのインࣃクト࠶ࡣるか
（ண されるか）、マイࢼスのインࣃクト࠶ࡀるሙ合、ࡑれに対する対
策ࡣㅮࡽࡌれ࡚࠸るかを評価するࠋ 

 インࣃクトࡣ、┤᥋的ࡲたࡣ間᥋的なࡶの、ព図的ࡲたࡣព図的࡛な࠸
 ࠋのをྵみ、ṇ・㈇のኚ化をᢕᥱするࡶ

 ࡲた、インࣃクトࡣプロジェクトࡀ、ᅜ඲య、地ᇦ社会・⤒῭・環境な
 ࠋࡴす୺要なᙳ㡪や効果をྵࡽたࡶに࡝

ᣢ⥆性  現時点にお࡚࠸、プロジェクト࡛発現した効果ࡀᣢ⥆する見込みに࠸ࡘ
࡚、組⧊ไ度㠃、㈈政㠃、ᢏ⾡㠃かࡽ評価するࠋ 

 
�4� 現地調査期間中、合同評価団ࡣῧ௜㈨ᩱ 2 に࠶る㠃ㄯ者と༠㆟を行った（୺要な༠

㆟㆟事録ࡣῧ௜㈨ᩱ ⱥᩥの合同評価ሗ࿌᭩をస成し、᪥ᮏഃ及、ࡣ合同評価団ࠋ（3

び࣋ト࣒ࢼഃの⥲ᣓࡀ⨫ྡしたࠋሗ࿌᭩ࡣ、プロジェクトの -&& にᥦฟされ、ጤဨ

㛗（D$5D のᒁ㛗）ཷࡀ入れたࠋ 

�5� ᪥ᮏഃ評価団࣓ンࣂー2013、ࡣ ᖺ 5 ᭶ 2� ᪥に現地へὴ㐵され、6 ᭶ 18 ᪥࡛ࡲ⁫ᅾ

したࠋ評価団のスケジュールࡣῧ௜㈨ᩱ 1、$QQH[3 のとお࠶࡛ࡾるࠋ 
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第２章 プロジェクトの実績 

 

㸰㸫㸯 ᢞධのᐇ⦼ 

᪥ᮏഃ及び࣋ト࣒ࢼഃの投入実績に関する評価結果概要ࡣ、表３のとお࠶࡛ࡾるࠋ 
 

⾲㸱 ᢞධᐇ⦼ 

投入 評価�☜ㄆの結果 
᪥ᮏഃ㸸 
D. 㛗期ᑓ㛛ᐙ 
E. ▷期ᑓ㛛ᐙ 
F. 業ົ実施ᑓ㛛ᐙ 
G. ᶵᮦ౪୚ 
H. 研修ဨཷ入（ᮏ㑥研

修、第୕ᅜ研修） 
I. 現地活動㈝ 

 㛗期ᑓ㛛ᐙࡣ、合計࡛ 6 ྡὴ㐵された（ヲ⣽ࡣ、ῧ௜㈨ᩱ 1、
$QQH[ 4）ෆヂࡣ、チー䝣䜰䝗䝞䜲䝄ー�᳃ᯘィ⏬、チー䝣䜰䝗
䝞䜲䝄ー、ཧຍᆺ᳃ᯘ⟶⌮、⏕ィྥ上、ᴗົ調ᩚと䛺䛳てい
る。 

 ▷期ᑓ㛛ᐙとし࡚、合計 6 ῧ௜、ࡣὴ㐵された（ヲ⣽ࡀྡ
㈨ᩱ 1、$QQH[ 4）ෆヂࡣ、生計向上、࢓ࣇシリࢸーション
ᢏ⾡、ཧຍᆺほᐹศᯒ、業ົ調ᩚ 2 となっ࡚࠸るࠋ 

 2 組の業ົ実施（コンࢧルタント）ᑓ㛛ᐙࢳーࡀ࣒ὴ㐵され
た（ヲ⣽ࡣ、ῧ௜㈨ᩱ 1、$QQH[ 4）ෆヂࡣ、生計向上と、
┬森林モニタリングシス࣒ࢸとなっ࡚࠸るࠋ 

 ㈨ᶵᮦの౪୚ࡀ行ࢃれた（ヲ⣽ࡣ、ῧ௜㈨ᩱ 1、$QQH[ 6）ࠋ
 現地活動㈝ࡀᨭฟされた（ヲ⣽ࡣ、ῧ௜㈨ᩱ 1、$QQH[ 7）ࠋ
 ᮏ㑥研修ࡀ実施された（ヲ⣽ࡣ、ῧ௜㈨ᩱ 1、$QQH[ 10）ࠋ

 ഃ㸸࣒ࢼト࣋
D. ࢘࢝ンターࣃート

（&�P） 
E. 施タ・タഛ、ᶵᮦ 
F. ロー࢝ルコスト㈇ᢸ 

 &�P（プロジェクト࢕ࢹレクター、プロジェクトマࢿージࣕ
ー及び、௚の &�P と事ົスタࡀ（ࣇࢵ配⨨された（ヲ⣽ࡣ、
ῧ௜㈨ᩱ 1、$QQH[ 5�1、5�2、5�3）ࠋ 

 PM8 ࡣ 2 ᅇ෌⦅成され、2012 ᖺ 12 ᭶ࡣ࡛ࡲ 23 ྡ、2012
ᖺ 12 ᭶かࡣࡽ 30 ྡ、2014 ᖺ 7 ᭶かࡣࡽ 31 ྡ配⨨されたࠋ
ࡀ（ࡏ上஌）プࢵプアࢵᩱのト⤥、ࡣの政府⫋ဨにࡽれࡇ
┦手ᅜ地᪉政府ࡾࡼ 20㹼30㸣ᨭᡶࢃれたࠋ 

 施タ・タഛとし࡚、プロジェクト࢕ࣇ࢜スや会㆟ᐊ➼のᥦ
౪࠶ࡀったࠋ 

 ロー࢝ルコストとし࡚、実施ᶵ関（D$5D）にࡾࡼ、᪥当
やฟᙇ᪑㈝ࡀ &�Pにᨭᡶࢃれた（ヲ⣽ࡣ、ῧ௜㈨ᩱ 1、$QQH[ 
 ࠋ（7

 ᑓ㛛ᐙᇳົᐊ➼の౪୚࠶ࡀった（ヲ⣽ࡣ、ῧ௜㈨ᩱ 1、$QQH[ 
 ࠋ（8

 
㸰㸫㸰 άືのᐇ⦼ 

2013 ᖺ 1 ᭶の中間レビュー࡛、プロジェクト目標や成果・活動の計⏬見┤しࡀ行ࢃれ、

PDM（上఩目標、プロジェクト目標、成果、成果を生みฟす活動）と、活動計⏬（PODQ RI 

2SHUDWLRQV㸸P2）ࡀ改訂・ᢎㄆされた（ῧ௜㈨ᩱ 1、$QQH[1、$QQH[2）ࠝࠋ ᪂ PDM（ࣂージ

ョン 4）、᪂ P2（ࣂージョン 4）（改訂᱌）ࡣ 2013 ᖺ 2 ᭶ 1 ᪥かࡽ有効となったࠞࠋ  

௒ᅇの終了時評価࡛ࡣ、PDM ージョンࣂ 4、P2 ージョンࣂ 4 と、実㝿の事業活動をẚ㍑

したࠋ 

評価とし࡚、኱ࡁな㱈㱒や問題ࡣなࡰ࡯、ࡃす࡚࡭の活動ࡀ実施されたࡇとを☜ㄆした

ࠝ၏୍、実施されなかった（延期された）活動にࡣ࡚࠸ࡘ、理⏤とඹに次㡯࡛㏙࡭る  ࠋࠞ

ᕫ評価表（ⱥᩥ）ࠖ（ῧ௜㈨ᩱ⮬ࠕた、現地ሗ࿌にῧ௜のࡲ 1、$QQH[ 11）࡛ࡣ、活動のヲ
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⣽をみるࡇとࡁ࡛ࡀるࠋ 

୺な活動実績ࡣ、次㡯࡛㏙࡭る㏻࠶࡛ࡾるࠋ 

 

２－２－１ 実施されなかった（延期になった）活動 
活動 3�5  ࠋる࠸となっ࡚ࡾ次のとおࡣ⏤理、ࡀ実施されなかった（延期になった）、ࡣ

 

実施されなかった活動と理⏤ 
活動 3�� 実施されなかった理⏤ 

ᚲせ䛻ᛂ䛨┬ 5(DD�䜰
䜽ション䝥䝷ン䠄P5$P䠅䜢
ᨵゞ䛩る。 

P5$P の改訂ࡣ延期されたࠋ理⏤とし࡚、P5$P ࡣᢎㄆされたのࡀ
2014 ᖺ࡛、-&& し、改訂ࡔたࠋ時期ᑦ᪩とุ᩿したࡣ改訂するにࡣ
する௦ࡾࢃに、プロジェクトࢳーࡣ࣒（ᑗ᮶᝿定される）P5$P の
改訂時へのࠕᥦゝࠖをࡲとࡵ、プロジェクト終了࡛ࡲに D5$D と
┬ே民ጤဨ会（PP&）にᥦฟするࡇととしたࠋ 

 
２－２－２ 政府行政官や、村民に対する能力強化・研修 

プロジェクトの活動とし࡚、表４に♧すとお（1）、ࡾ政府行政官及び（2）村ேに対す

る研修コースࡀ実施されたࠋ 

政府関係者へ࢓ࣇ（1）、ࡣシリࢸーションᢏ⾡、（2）計⏬策定能力、（3）生計向上、（4）┬

森林モニタリングシス࣒ࢸ（PURYLQFLDO )RUHVW MRQLWRULQJ 6\VWHP㸸P)M6）な࡝の研修ࡀ、

45 コース௨上実施され、㏙࡭ 626  ࠋ研修をཷけたࡀྡ

村民に対する研修とし࡚、（1）生計向上活動と、（2）森林管理・モニタリングᢏ⾡の

研修ࡀ実施され、延࡭ 10�136  ࠋ研修にཧຍしたࡀྡ

 
⾲㸲 プロジェクトがᐇ᪋した◊ಟコースのࡲとめ 

研修コース（඲య）のࡲと2012）ࡵ ᖺ㹼） 

✀㢮 
村民 政府行政官 

研修コー
スのᩘ 研修者ᩘ 研修コー

スのᩘ 研修者ᩘ 

生計向上（/LYHOLKRRG GHYHORSPHQW） 506 7�718 13 1�6 
森林管理（)RUHVW PDQDJHPHQW） 111 2�418 28 243 
103 7 0�の௚（2WKHU） 10 2ࡑ 
合計（7RWDO） 627 ����26 �� ��2 
ฟ඾㸸 プロジェクトࢳー࣒㈨ᩱ 
 

村民に対する研修コースのࡲと2012）ࡵ ᖺ㹼） 
研修の✀㢮 研修コースのᩘ 研修者ᩘ 

生計向上 ��6 7�7�� 
ᐙ␆㣫⫱ 8 185 
㣴∵ 5 136 
㣴㇜ 58 �22 
㣴㭜 17 232 
㣴㨶 47 728 
果ᶞ᱂ᇵ 63 1�73� 
 ᱂ᇵ 142 1�733ࡇのࡁ
ᐙ␆㣫ᩱ᱂ᇵ 2� 425 
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㔝⳯᱂ᇵ 23 631 
改Ⰻ）ࣈス・ストー࢜ガス�ラ࢜イࣂ
ᘧか168 16 （࡝ࡲ 

村ⴠᇶ㔠（9)）�⼥㈨ 81 608 
 の௚ 17 211ࡑ

森林管理 ��� 2���� 
合計 6�7 ����36 

ฟ඾㸸 プロジェクトࢳー࣒㈨ᩱ 
 
行政官に対する研修コースのࡲと2012）ࡵ ᖺ㹼） 

研修の✀㢮 研修コースのᩘ 研修者ᩘ 
 �� � ⾡ーションᢏࢸシリ࢓ࣇ
生計向上 �3 ��6 
森林管理 2� 2�3 

*P62、ࣃトロール、௚ 12 85 
┬森林モニタリングシス࣒ࢸ（P)M6） 16 158 

 の௚ 7 ��3ࡑ
合計 �2 626 

ฟ඾㸸 プロジェクトࢳー࣒㈨ᩱ 
 

２－２－３ 森林管理に関する活動 

村ⴠにおけるプロジェクトの森林管理活動とし （࡚1）ᅵ地と森林ศ୚（/DQG DQG )RUHVW 

DOORFDWLRQ㸸/)$）調査へのᨭ᥼を㏻した森林ಖㆤ༊ᇦの≉定、（2）ኳ↛᭦᪂のᨭ᥼、（3）森

林෌生（᳜林、㐀林）のᨭ᥼、（4）森林ࣃトロールࢳー࣒結成とモニタリングᢏ⾡のᨭ

᥼を行ったࠋ森林管理の実績を㠃✚࡛表したࡶのࡣ表５のとおࡾとなっ࡚࠸るࠋ 

 
⾲㸳 ᳃林⟶⌮άື（㠃✚）のࡲとめ 

プロジェクト
 イトྡࢧ

ストリ࢕ࢹ
クト（㒆） コミューン

森林ಖㆤ
㠃✚（KD）

ኳ↛᭦᪂
（5HJHQHUDWLRQ）

㠃✚（KD） 

森林෌生
（5HIRUHVWDWLRQ）

㠃✚（KD） 

当ึࣃイロࢵ
トࢧイト
（,P6） 

DLHQ %LHQ 
PKX &LW\ 

7D /HQJ 103.0 103.0 10�.0 
1RRQJ %XD 

:DUG 0.0 0.0 121.0 

1DP 7KDQK 
:DUG 0.0 0.0 1�.4 

DLHQ %LHQ 
DLVWULFW 

7KDQK $Q 0.0 0.0 76.7 
+H MXRQJ 133.0 30.0 58.7 

DLHQ %LHQ 
DRQ DLVWULFW 

1D 6RQ 61.0 30.0 4.0 
.HR /RP 331.0 0.0 3.4 

㏣ຍࣃイロࢵ

トࢧイト

（$P6） 

DLHQ %LHQ 
DLVWULFW 

MXRQJ 
PKDQJ 1�1�5.6 206.� 22�.2 

MXRQJ &KD MXRQJ 
MXRQ 3�280.5 343.3 58.8 

計 5�104.1 713.2 680.2 
ὀ 1� ,P6 の森林ಖㆤ㠃✚5、ࡣ ᖺ間の実施計⏬にࡼるࠋ 
ὀ 2� 2015 ᖺのࠕ森林෌生（5HIRUHVWDWLRQ）㠃✚ࠖࡣ、計⏬್にࡼるࠋ 
ฟ඾㸸 プロジェクトࢳー࣒㈨ᩱ 
                                                        
2 ඲地⌫ ఩シス࣒ࢸ 
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２－２－４ 生計向上に関する活動 

生計向上活動のෆᐜࡣプロジェクトの๓༙（,P6）とᚋ༙（,P6 と $P6）࡛ⱝᖸ␗なる

 ࠋる࠶࡛ࡾ次のとおࡣ実施された活動、ࡀ

 

,P6㸸（1）㣴㇜、（2）∵の㣫⫱（㣴∵）、（3）㣴㨶、（4）果ᶞ᳜᱂、（5）ᐙ␆㣫ᩱの᱂ᇵ、（6）࢟

�）、ガス࢜イࣂ（8）、（࡝ࡲ改Ⰻᘧか）ࣈス・ストー࢜コ᱂ᇵ、（7）ラࣀ）㔝⳯᱂ᇵ（10）

➼㧗⥺᱂ᇵ、（11）㣴㭜、（12）ࡑの௚3ࠋ 

$P6㸸当ึࢧイト࡛の生計向上活動とࡰ࡯同ࡌ活動࡛࠶った（10）、ࡀ➼㧗⥺᱂ᇵ、（11）㣴

㭜、（12）ࡑの௚の活動ࡣ行ࢃなかったࠋ 

 

プロジェクトࢳー࣒にࡼる୺な生計向上活動の実績ࡣ、表６の㏻࠶࡛ࡾるࡇࠋの表࡛ࡣ、

（1）㣴㇜、（2）∵の㣫⫱、（3）果ᶞ᱂ᇵ（ⱑᮌのᥦ౪）、（4）ラ࢜ス・ストーࣈの 4 のࡘ

活動をᢳฟしたࠋ 
 

⾲㸴 ⏕ィྥୖάືのᐇ⦼のࡲとめ（�άືのࡳᢳฟ） 

,P6 

 イトྡ 村ྡ ᐙ᪘ᩘࢧ
㣴㇜グループ ∵㣫⫱グループ 果ᶞ（᱂ᇵ） 

ラ࢜

ス・スト

ーࣈ 
か࡝ࡲ 

ᐙ᪘ᩘ ㇜ᩘ ᐙ᪘ᩘ ∵ᩘ ᐙ᪘ᩘ ⱑᮌᩘ ᐙ᪘ᩘ

+XRL M XD $ +XRL M XD $ 37 5 5 6 6 32 330 26
7LD *KHQK & 7LD *KHQK & 35 12 12 � � 3� 380 33
1D PKDW $ 1D PKDW $ 54 � � 4 4 33 330 43
+DQJ 7UR % +DQJ 7UR % 35 3 3 6 6 25 26� 31
PKLHQJ %DQ PKLHQJ %DQ 64 15 15 � � 3� 345 57
6DL /XRQJ 6DL /XRQJ 44 12 12 � � 47 470 31
7D /HQJ .H 1HQK 50 4 4 � � 52 518 �

1D 1JKH 4� 4 4 � � 42 420 32
/RQJ +RP 1� � � � � 14 140 �
7D /HQJ �1 5 5 � � 5� 5�0 48
PKLHQJ %XD 62 2 2 � � 54 287 67
+RQJ /LX 74 4 4 � � 40 400 23
.KH &KLW 32 3 3 � � 5 50 34
1RRQJ %XD �5 � � � � 63 630 76
PRP /RL 75 7 7 � � 68 680 31

合計（15村） ��6 76 76 �6 �6 6�2 ���3� �32
ฟ඾㸸 プロジェクトࢳー࣒㈨ᩱ 

                                                        
 ࠋれるࡲྵࡀ࡝㓅の改Ⰻ、⟨生⏘な↝࣌の௚の活動とし࡚、≉定の村ⴠにおける、モンࡑ 3
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$P6 

イトྡ 村ྡ ᐙ᪘ࢧ

ᩘ 
㣴㇜グループ ∵㣫⫱グループ 果ᶞ（᱂ᇵ） 

ラ࢜

ス・スト

ーࣈ 
か࡝ࡲ 

ᐙ᪘ᩘ ㇜ᩘ ᐙ᪘ᩘ ∵ᩘ ᐙ᪘ᩘ ⱑᮌᩘ ᐙ᪘ᩘ

MXRQJ PKDQJ %DQK 54 6 6 � � 53 530 46
%XD 60 4 4 � � 64 385 31
&DQJ 1 46 4 4 � � 43 258 46
&DQJ 2 28 4 4 � � 30 262 28
&DQJ 3 40 4 4 � � 3� 3�0 40
&DQJ 4 24 5 5 � � � � 24
&KH &DQ 63 6 6 � � 5� 630 67
&R /LX 20 4 4 � � 23 432 23
&R .KR 2� 4 4 � � 27 415 28
&R /XRQJ 34 � � 2 2 35 524 35
&R M DQ 1 46 5 5 � � 3� 313 48
&R M DQ 2 26 6 6 � � 2� 2�0 26
.KDX &DP 30 7 7 � � 30 340 2�
/RQJ +D\ 57 3 3 � � 27 301 32
/RQJ /XRQJ 1 46 4 4 � � 4 85 17
/RQJ /XRQJ 2 30 3 3 � � 25 446 32
/RQJ 1JKLX 34 5 5 � � 18 260 37
PKDQJ 1 4� 5 5 � � 45 641 46
PKDQJ 2 43 7 7 � � 42 650 43
PKDQJ 3 34 4 4 � � 38 562 20
<HQ 1 40 5 5 � � 37 383 1�
<HQ 2 50 � � � � 46 4�2 31
<HQ 3 18 � � 1 1 1� 1�0 1�
.KD 37 5 5 3 3 23 400 27
7DQ %LQK 32 4 4 � � 30 404 24

ᑠ計（2�村） �7
� ��3 ��3 6 6 �2� ����3 ���

M XRQJ M XRQ +XRL +R 28 � � 4 4 2� 2�0 24
+XRL M HR 83 � � 6 6 47 470 3
+XRL 1KD 22 � � 3 3 22 220 21
+XRL 9DQJ 88 1 1 3 3 16 160 24
.HW 7LQK 21 � � 3 3 14 140 12
M XRQJ M XRQ 1 77 14 14 2 2 4� 4�0 80
M XRQJ M XRQ 2 81 � � 4 4 30 300 107
PX &KD 26 � � � � � � � 
PX M XD 64 � � 5 5 28 280 54
PXQJ *LDW 1 77 � � 4 4 26 260 27
PXQJ *LDW 2 85 � � 4 4 30 300 67

ᑠ計（��村） 6�
2 �� �� 3� 3� 2�� 2���� ���

合計（36村） ��6
22 �2� �2� �� �� ����6 �2���3 ��237

ฟ඾㸸 プロジェクトࢳー࣒㈨ᩱ 
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２－２－５ ガイドラインやマニュアルの策定 

プロジェクトࢳーࡣ࣒、ᩘከࡃのガイドラインやマニュアルの策定や改訂を行ったࠋ

୺な成果ရࡣ次のとお࠶࡛ࡾるࠋ 

 

（1） ㎰村計⏬㸭生計向上 

 7HFKQLFDO JXLGHOLQHV IRU SDUWLFLSDWRU\ OLYHOLKRRG DQG VRFLR�HFRQRPLF VXUYH\ LQ 

YLOODJHV �2011� 

 7HFKQLFDO JXLGHOLQHV IRU IRUPXODWLRQ RI SLORW DFWLYLWLHV LQ UXUDO DUHDV XVLQJ WKH 

SDUWLFLSDWRU\ PHWKRGV �2011� 

 7HFKQLFDO JXLGHOLQHV IRU IRUPXODWLRQ RI D OLYHOLKRRG GHYHORSPHQW SODQ DQG D IRUHVW 

PDQDJHPHQW SODQ XVLQJ WKH SDUWLFLSDWRU\ PHWKRGV �2011� 

 7HFKQLFDO JXLGHOLQHV IRU SDUWLFLSDWRU\ IRUHVW PDQDJHPHQW DQG OLYHOLKRRG GHYHORSPHQW 

SODQQLQJ DW YLOODJH OHYHO �2012� 

 ,PSOHPHQWDWLRQ SURFHVV PDQXDO IRU SLORW DFWLYLW\ LPSOHPHQWDWLRQ 9ROXPH 1� PODQQLQJ 

DQG LPSOHPHQWDWLRQ �2013� 

 ,PSOHPHQWDWLRQ SURFHVV PDQXDO IRU SLORW DFWLYLW\ LPSOHPHQWDWLRQ 9ROXPH 2� 

,PSOHPHQWLQJ SURFHVV RI VHOHFWHG SLORW DFWLYLWLHV �2013� 

 *XLGHOLQHV IRU YLOODJH PHHWLQJV IRU 5(DD� SODQQLQJ 9ROXPHV 1�3 �2013�. 

 MDQXDO RQ ORDQ SURYLVLRQ SURFHGXUH DQG YLOODJH IXQG ILQDQFLDO PDQDJHPHQW �2014� 

 ,PSOHPHQWDWLRQ JXLGH IRU OLYHOLKRRG GHYHORSPHQW DFWLYLW\� ,QWURGXFWLRQ RI H[SHULHQFH 

LQ MXRQJ PKDQJ DQG MXRQJ MXRQ &RPPXQHV XQGHU 686)25M�12: �2015� 

 

（2） 森林管理㸭┬森林モニタリングシス࣒ࢸ 

 7UDLQLQJ PDQXDO IRU YLOODJH�EDVHG IRUHVW SDWUROOLQJ WHDPV �2015� 

 P)M6 LPSOHPHQWDWLRQ KDQGERRN �2015� 

 MDQXDO RI IRUHVW FKDQJH PRQLWRULQJ RSHUDWLRQ� 8VLQJ WKH WDEOHW�EDVHG -,&$ VXUYH\ 

DSSOLFDWLRQ �2015� 

 8VHU PDQXDO� MDQLSXODWLRQ DQG UHSRUWLQJ RI IRUHVW FKDQJH GDWD DW GLVWULFW OHYHO �2015� 

 8VHU PDQXDO� MDQDJHPHQW RI IRUHVW FKDQJH GDWD DW SURYLQFLDO OHYHO �2015� 

 P)M6 YHULILFDWLRQ PDQXDO �2015� 

 6DWHOOLWH LPDJH LQWHUSUHWDWLRQ PDQXDO �2015� 

 

 ア㸭アプリケーション࢚࢘トࣇࢯ （3）

 P)M6 WDEOHW�EDVHG GDWD FROOHFWLRQ VRIWZDUH �YHU.2� 

 P)M6 4*,6�EDVHG GDWDEDVH 

 4*,6 9LHWQDPL]DWLRQ SDFNDJH 
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㸰㸫㸱 成ᯝのᐇ⦼と㐩成ᗘ 

PDM ージョンࣂ 4 に࠶る成果ࡈとの指標にᇶ࡙ࡁ、プロジェクトの実績を評価したࠋ結

果ࡣ、次のとおࡾとなったࠋ 

 

２－３－１ 成果 1 の実績と、指標に対する達成度 
成果 1㸸 ㏣ຍࣃイロࢵトࢧイトにおける 5(DD�アクションプランの有効性・実現ྍ能性ࡀ

᳨ドされるࠋ 
達成度㸸 達成される見込み࡛࠶るࠋ 

指 標 達 成 度 
1.1 プロジェクト㛤ጞᚋ 6 ࡛ࡲ᭶目࢝

に、当ึࣃイロࢵトࢧイトにお࠸
࡚、ཧຍᆺ森林管理計⏬と生計向
上計⏬ࡀ、プロジェクト関係者及
びఫ民の間࡛合ពされるࠋ 

 
評価結果㸸達成されたࠋ 

 村の森林管理計⏬（)MP）と生計向上計⏬（/DP）
P6,、ࡣ の඲ 7 ᡤ（15࢝ 村）にお࡚࠸、ཧຍᆺ手
法࡛策定されたࠋ 

 ࡇれࡽす࡚࡭の計⏬ࡣ、ṇᘧにᢎㄆされたࠋ 

1.2 プロジェクト㛤ጞᚋ 37 ࡲ᭶目࢝
࡛に、㏣ຍࣃイロࢵトࢧイトにお
ࡀDD�アクションプラン)5、࡚࠸
地᪉政府にࡾࡼᢎㄆされるࠋ 

 
評価結果㸸達成されたࠋ 

 ஧ࡘの$P6におけるコミューン5(DD�アクショ
ンプラン（&�5$P）の状況ࡣ次のとお࠶࡛ࡾるࠋ

ン࢓ࣇン࣒࢜ �1 &�5$P 2014、ࡣ ᖺ 6 ᭶ 10 ᪥と
15 ᪥に、地᪉政府にࡼっ࡚ᢎㄆされたࠋ 

ン࣒࢜ン࣒࢜ �2 &�5$P ࡣ 2014 ᖺ 11 ᭶ 18 ᪥に
地᪉政府にࡼっ࡚ᢎㄆされたࠋ 

1.3 プロジェクトの終了時࡛ࡲに、㏣
ຍプロジェクトࢧイトの 80㸣௨
上の村にお࡚࠸、村ⴠにࡼる森林
管理活動ࡀ、森林レンジࣕーとඹ
に実施されるࠋ 

 
評価結果㸸達成される見込み࡛࠶るࠋ

 $P6 の 35 村4す࡚࡭にお࡚࠸、村ⴠ森林ࣃトロー
ルࢳーࡀ࣒森林レンジࣕーにࡼっ࡚カ⦎されたࠋ

 森林ࣃトロール活動ࡣ㛤ጞされたࠋ 
 35 村のࡕ࠺ 16 村にお࡚࠸、森林のኳ↛᭦᪂地を☜

ಖしたࠋ 
 35 村のࡕ࠺ 30 村にお࡚࠸、森林෌生を㛤ጞしたࠋ

1.4 プロジェクトの終了時࡛ࡲに、༙
ᩘ௨上の村にお࡚࠸、生計向上活
動のたࡵの村ⴠᇶ㔠ࡀ㈚し௜け�
↓ൾ㈨㔠ᥦ౪を㛤ጞし、森林管理
活動をᨭ᥼するࠋ 

 
評価結果㸸達成されたࠋ 

 50 村5のࡕ࠺ 27 村にお࡚࠸、村民への⼥㈨ࡀ㛤ጞ
されたࠋ 

 森林生ែ⣔ࢧービスに対するᨭᡶ࠸（P)(6）かࡽ
9) へのᨭᡶࡀ࠸㐜れたࡇとにࡾࡼ、森林管理活
動への㈨㔠ᥦ౪ࡀ㝈定され࡚࠸るࠋ 

1.5 プロジェクトの終了時࡛ࡲに、ࢹ
実現ྍࡘン┬࡛有効か࢚ンビ࢚࢕
能な 5(DD�の手ẁと実施プロセ
スࡀ≉定されるࠋ 

 
評価結果㸸達成されたࠋ 

 686)25M�12: かࡽの投入とඹに、5(DDࣃ�イ
ロࢵトプロジェクトにࡼっ࡚、P5$P と &�5$P
への୺要な手ẁࡀ≉定されたࠋ 

 ࡇれࡽの手ẁࡣ、現地の実᝟にᇶ࡙࡚࠸修ṇさ
れ、2 ヨ㦂࡚࠸イトにおࢧトࢵイロࣃᡤの㏣ຍ࢝
的に実施され࡚࠸るࠋ 

                                                        
4 ㏣ຍࣃイロࢵトプロジェクトࢧイト 36 村のࡕ࠺ PX &KD 村ࡣプロジェクト活動の実施をᕼᮃしなかったたࡵ 35 村ࠋ 
5 当ึࣃイロࢵトプロジェクトࢧイト 15 村、㏣ຍࣃイロࢵトプロジェクトࢧイト 35 村の計 50 村ࠋ 
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２－３－２ 成果 2 の実績と、指標に対する達成度 

成果 2㸸 実施ᶵ関（中᰾ᶵ関、ᨭ᥼ᶵ関）の┬ 5(DD�アクションプラン実施のたࡵにᚲ要
なᢏ⾡・ไ度的能力ࡀ強化されるࠋ 

達成度㸸 達成される見込み࡛࠶るࠋ 
指 標 達 成 度 

2.1 研修プログラ࣒のෆᐜに࡚࠸ࡘの
理ゎ度ࡀ 80㸣௨上に達するࠋ 

 
評価結果㸸ࡰ࡯達成されたࠋ 

 プロジェクトࢳーࡣ࣒、さࡲࡊࡲな研修コースを実施し
たࠋ 

 PM8 の࣓ンࣂーや政府⫋ဨ向けの研修と、村ே
のたࡵの研修の୍ぴࡣ、表６のとお࠶࡛ࡾるࠋ 

 政府⫋ဨ向け研修コースの成果を評価するたࡵ
に、2015 ᖺ 5 ᭶にアンケート調査を行ったࠋ結
果ࡣ、研修ཧຍ者の኱㒊ศࠕࡀ研修ෆᐜの 60㸣
௨上を理ゎしたࠖとᅇ⟅したࠋ 

 ࡑの௚の調査結果とし࡚、研修ཧຍ者の 80㸣௨
上ࠕ、ࡀ研修ᚋの業ົの実㊶を㏻࢓ࣇ、࡚ࡌシリ
 ࠋ向上したࠖとᅇ⟅したࡀーション能力ࢸ

2.2 有効かࡘ実現ྍ能な┬森林モニタ
リングシス࣒ࢸ（P)M6）ࡀ、ヨ㦂
的実施や、森林レンジࣕー୺యと
⾨ᫍࢹータ୺యのモニタリング手
法のẚ㍑にࡾࡼ、≉定されるࠋ 

 
評価結果㸸達成される見込み࡛࠶るࠋ

 ᪂し࠸ P)M6 手法とし࡚、タࣈレࢵト P& を౑っ
たࢹータ཰㞟シス࣒ࢸと4*,6を౑ったࢹータ࣋
ースシスࡀ࣒ࢸタ計され、ヨ㦂的に実施されたࠋ

 ᪂ P)M6 シスࡀ࣒ࢸヨ㦂的に㐠⏝され、プロジェ
クト終了࡛ࡲに評価されるண定࡛࠶るࠋ 

 上記の評価の୍環とし࡚、␗なる P)M6 シス࣒ࢸ
の実施コストࡀẚ㍑されるண定࡛࠶るࠋ 

 上記の活動ࡣ、プロジェクト終了࡛ࡲに᏶了する
ண定となっ࡚࠸るࠋ 

2.3 プロジェクト終了࡛ࡲに、P5$P
を実施するに࠶たっ࡚のไ度的、
能力的なࢵࣕࢠプࡀศᯒされ、
P5$P 実施のたࡵの㐺ษな組⧊的
ᥐ⨨ࡀ≉定されるࠋ 

 
評価結果㸸達成される見込み࡛࠶るࠋ

 プロジェクト終了に向け࡚、ไ度と能力のࢵࣕࢠ
プに関するᥦゝࡲࡀとࡽࡵれるண定となっ࡚࠸
るࠋ 

 ୺要な㡯目とし࡚、)PDP、P)(6、生計向上、P)M6
なࡲྵࡀ࡝れるண定࡛࠶るࠋ 
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２－３－３ 成果 3 の実績と、指標に対する達成度 
成果 3㸸 ࢚࢕ࢹンビ࢚ン┬にお࡚࠸、┬ 5(DD�実施のたࡵにᚲ要な計⏬とᢏ⾡㈨ᩱࡀస成

されるࠋ 
達成度㸸 達成される見込み࡛࠶るࠋ 

指 標 達 成 度 
3.1 プロジェクトの終了時࡛ࡲに、ᚲ

要にᛂ࡚ࡌ┬ 5(DD�アクション
プランࡀ改訂され、┬政府にᢎㄆ
されるࠋ 

 
評価結果㸸達成されたとみなされる（ᚲ
要性ࡀなࡃ、改訂に向け࡚の実㉁的な
స業ࡀ行ࢃれるண定となっ࡚࠸る）ࠋ 

 P5$P 2014、ࡣ ᖺにබᘧにᢎㄆされたࡀ、P5$P
の改訂ࡣ時期ᑦ᪩࡛ᚲ要性ࡀな࠸と、D$5D のุ
 ࠋった࠶ࡀ᩿

 たࡔし、改訂をする௦ࡾࢃに、P5$P 改訂のたࡵ
のᥦゝ事㡯をྲྀࡲࡾとࡵ、プロジェクトの終了ࡲ
࡛に D$5D と PP& にᥦฟするண定となっ࡚࠸
るࠋ 

 ࡇの改訂∧ࡣ、指標 2.3 と組み合ࢃされ࡚行ࢃれ
るࠋ 

3.2 プロジェクトの終了時࡛ࡲに、┬
5(DD�アクションプラン実施の
たࡵのᢏ⾡㈨ᩱࡲࡀとࡽࡵれるࠋ

 
評価結果㸸達成されると見込ࡲれるࠋ

 P5$P 実施のたࡵのᢏ⾡的なガイドラインやマ
ニュアルのྲྀࡲࡾとࡵ�改訂ࡀ次のࢸーマ࡛行ࢃ
れ࡚࠸る（1）ࠋP)M6、（2）村ⴠ࣋ースの森林ࣃ
トロール、（3）生計向上、（4）9) 管理ࠋ 

 ࡇれࡽのྲྀࡲࡾとࡣࡵ、プロジェクト終了࡛ࡲに
᏶了するண定となっ࡚࠸るࠋ 

3.3 プロジェクトの⤒㦂をᬑ及するた
࡛➼プࢵー�࣡ークショࢼセミ、ࡵ
の発表᭱ࡀప 5 ᅇ行ࢃれるࠋ 

 
評価結果㸸達成されたࠋ 

 ୺要なセミࢼーや࣡ークショࢵプにお࡚࠸、プロ
ジェクトの⤒㦂をᬑ及・ᗈሗするたࡵに、ᑡなࡃ
とࡶ 8 ᅇ発表されたࠋ 

 

㸰㸫㸲 プロジェクト┠ᶆの㐩成≧ἣ（㐩成ぢ㎸ࡳ） 

プロジェクト目標に関し࡚、プロジェクト終了࡛ࡲにࠕ達成の見込みࡀ㧗ࠖ࠸とุ᩿され

たุ᩿ࠋの᰿ᣐࡣ次のとお࠶࡛ࡾるࠋ 

 

（1） プロジェクトの終了時࡛ࡲに、$P6 にお5、࡚࠸(DD�アクションプランにᇶ࡙ࡃ森林

管理計⏬ࡀ 80㸣௨上達成されるࠋ 

（2） プロジェクトの終了時࡛ࡲに、,P6 にお࡚࠸、ཧຍᆺ森林管理計⏬にἢっ࡚森林管理

計⏬ࡀ 80㸣௨上達成されるࠋ 

（3） プロジェクトの終了時࡛ࡲに、,P6 にお5、࡚࠸(DD�アクションプランにᇶ࡙࡚࠸生

計向上計⏬を実施したୡᖏの80、ࡕ࠺㸣௨上のୡᖏにお࡚࠸現㔠཰入ࡀቑຍするࠋ 

（4） プロジェクトの終了時࡛ࡲに、,P6 にお࡚࠸、生計向上計⏬を実施したୡᖏのࡕ࠺、

80㸣௨上のୡᖏにお࡚࠸現㔠཰入ࡀቑຍするࠋ 

 

プロジェクト目標の指標に対する達成度 
プロジェクト目標㸸 ┬ 5(DD�アクションプラン（P5$P）の実施を㏻ࣃ、࡚ࡌイロࢵトࢧイ

トにおけるཧຍᆺにࡼる森林管理とఫ民の生計向上ࡀ㐍ࠋࡴ 
達成度㸸 達成される見込み࡛࠶るࠋ 

指 標 達 成 度 
当ึプロジェクトࢧイトの指標 
1 プロジェクトの終了時࡛ࡲに、（当  生計向上活動ࡣ、,P6 ඲村࡛実施されたࠋ 
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生（࡚࠸イトにおࢧトࢵイロࣃึ
計向上活動を㏻し࡚、ᐙ᪘の 80㸣
௨上ࡀ森林管理をಁ㐍するࠋ 

 
評価結果㸸 達成度のุ᩿ࡣᅔ㞴࡛࠶

るࡀ、ୡᖏへのインタビュ
ー調査の結果、⯆࿡῝࠸発
見࠶ࡀったࠋ 

 2015 ᖺ 5 ᭶にロー࢝ルコンࢧルタントにࡼっ࡚行
れた村ⴠ࡛のインタビュー結果とし࡚、（プロジࢃ
ェクトにࡼる）生活改ၿへのᨭ᥼ࡀ、森林管理活
動を行࠺୺な理⏤としたୡᖏࡣ 42㸣࡛࠶ったࠋ（ῧ
௜㈨ᩱ 1 の $QQH[ 13、)LJXUH 6）ࠋ 

 同ୡᖏ調査࡛ࡣ、ᑗ᮶的に生活を向上さࡏるᮌᮦ
や㠀ᮌᮦ林⏘≀（17)P）の฼⏝ྍ能性ࡀ、森林管
理活動を行࠺୺理⏤とし࡚࠸るୡᖏとし࡚、ᮌᮦ
ࡣ �3㸣、17)P ࡣ 60㸣との結果になった（ῧ௜㈨
ᩱ 1 の $QQH[ 13、)LJXUH 6）ࠋ 

㏣ຍプロジェクトࢧイトの指標 
2 プロジェクト終了࡛ࡲに、㏣ຍࣃ

イロࢵトࢧイトにお2013、࡚࠸ ᖺ
とẚ㍑し、（1）現Ꮡするኳ↛林ࡀ
�0㸣௨上ಖ඲される、（2）㐀林地
と᳜林地の合計ࡀ、ᑡなࡃとࡶኳ
↛林のῶᑡ㠃✚と同ࡌになる（㐀
林地と᳜林地の合計㠃✚Ӎኳ↛林
のῶᑡ㠃✚）ࠋ 

 
評価結果㸸達成されたࠋ 

 $P6 ࢚࢕ࢹ）ン・コミューン࢓ࣇン࣒࢜（1）、ࡣ
ンビ࢚ン㒆）と、࣒࢜ン࣒࢜ン・コミューン（࣒
㒆）のࣕࢳン࢜ 2  ࠋった࠶イト࡛ࢧ

 プロジェクトࡣ 2013 ᖺึ㢌と 2015 ᖺึ㢌におけ
る、⾨ᫍ⏬ീを౑ったゎᯒの結果とし࡚、୧ࢧイ
トにお࡚࠸指標を達成し࡚࠸るࡇとุࡀ᫂したࠋ

 調査結果ࡲࡶとࡵとし࡚、次の࠺ࡼになったࠋ 
�1� 森林ಖㆤ率（100̺森林ῶᑡ率�）࣒࢜ࡣンࣇ

約ࡀン・コミューン࢓ �8㸣、࣒࢜ン࣒࢜ン・
コミューンࡀ約 �5�となったࠋ 

�2� 㐀林地と᳜林地の合計࣒࢜、ࡣン࢓ࣇン・コ
ミューンࡀ 436.4 KD、࣒࢜ン࣒࢜ン・コミュ
ーン 402 KD となࡾ、同時期のኳ↛林ῶᑡ㠃✚
を上ᅇった436.4）ࠋ KD! 2�.3 KD、及び 402.0 KD 
! 270.4 KD） 

࢓ࣇン࣒࢜ 
ン 

࣒ン࣒࢜
 ン࢜

1. 森林ῶᑡ率 1.�4 � 
�2�.3 KD� 

4.48 � 
�270.4 KD� 

2. 森林ಖㆤ率 ��.�6 � ��.�2 � 
3. 森林᭦᪂㠃✚ 

（5HJHQHUDWLRQ） 206.� KD 343.3 KD 

4. ᳜林㠃✚ 
（5HIRUHVWDWLRQ） 22�.5 KD 58.7 KD 

3 と 4 の合計㠃✚ 436.4 KD 402.0 KD 



   

3 プロジェクト終了࡛ࡲに、㏣ຍࣃ
イロࢵトࢧイトにお࡚࠸、ୡᖏの
ᖹᆒ的現㔠཰入ࡀ（インࣇレ率を
調ᩚした、実㉁࡛）5㸣௨上ቑຍす
るࠋ 

 
評価結果㸸達成されたࠋ 

 2015 ᖺ 5 ᭶にロー࢝ルコンࢧルタントにࡼっ࡚行
ると、2012ࡼれたୡᖏのインタビューにࢃ ᖺかࡽ
2014 ᖺの間に $P6 ࡛ᖹᆒୡᖏ現㔠཰入45.1、ࡣ �
ቑຍした（ῧ௜㈨ᩱ 1、$QQH[13、)LJXUH.2 をཧ↷
のࡇと）ࠋ 

 インࣇレ率の調ᩚࠝ 2013 ᖺ（6.6�）、2014 ᖺ（4.1�）ࠞ
の結果、2012 ᖺかࡽ 2014 ᖺの間に཰入ࡣ 31 �ቑ
ຍしたࠋ 

 なお、ᮏ཰入ቑࡣᮏプロジェクト௨እの要因ࡶᐤ୚
し࡚࠸ると⪃ࡽ࠼れるࠋ 

 
㸰㸫㸳 ஦ᴗᑐ㇟ᆅ 

2010ᖺ 11᭶の᭱ึの -&&会㆟にお࡚࠸、ᮏプロジェクト࡛ࣃ、ࡣイロࢵトࢧイトとし࡚、

7 7ࠋỴ定されたࡀとࡇᡤ㑅定する࢝ ࡣイトࢧイトの㑅定ᚋ、7D /HQJ（タレン）のࢧ � 村の

㎰民にࡾࡼ⪔సされ࡚࠸るࡇとุࡀ᫂し、結果とし࡚ ,P6 7）ࡣ 村の᝿定15（ࡀ 村となったࠋ 
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中間レビューのᚋ、PDM のኚ᭦ࡀ行ࢃれ、P5$P 実施のたࡵの $P6 㑅定ࠋ㑅定されたࡀ

にࡣ 4 ࡣプロジェクト、ࡀった࠶ࡀ‽の㑅ᢥᇶࡘ 2013 ᖺ 1 ᭶に 2 コミューンを $P6 とし࡚

㑅ᢥし、合計 36 村を᪂たに㑅ᢥしたࠋ 

,P6 と $P6  ࠋる࠶࡛ࡾ表７のとおࡣ
 

⾲㸵 ,P6 と AP6 のリスト 

 イトྡ 村ྡࢧ ストリクト㸭ᕷ コミューン㸭༊࢕ࢹ
�1� 当ึࣃイロࢵトࢧイト（,1,7,7$/ P,/27 6,7(6㸸,P6） 
DLHQ %LHQ DRQJ DLVWULFW .HRQ /RP &RPPXQH +RL MDX $  +RL MDX $ 9LOODJH 

7LD *KHQK &  7LD *KHQK & 9LOODJH 
1D 6RQ &RPPXQH 1D PKDW $  1D PKDW $ 9LOODJH 
PX 1KL &RPPXQH +DQJ 7UR %  +DQJ 7UR % 9LOODJH 

DLHQ %LHQ DLVWULFW 7KDQK $Q &RPPXQH PKLHQJ %DQ  PKLHQJ %DQ 9LOODJH 
+H MXRQJ &RPPXQH 
�IRUPHU 1XD 1JDP� 6DL /XRQJ  6DL /XRQJ 9LOODJH 

DLHQ %LHQ PKX &LW\ 

7D /HQJ &RPPXQH 

7D /HQJ .r 1rQK 
1j 1JKq 
/RQJ +ӓP 
7j /qQJ 

1RRQJ %XD :DUG 

PKLrQJ %XD 
+ӗQJ /tX 
.KH &KtW 
1RRQJ %XD 

1DP 7KDQK :DUG PRP /RL 
�2� ㏣ຍࣃイロࢵトࢧイト（$DD,7,21$/ P,/27 6,7(6㸸$P6� 
DLHQ %LHQ DLVWULFW MXRQJ PKDQJ &RPPXQH MXRQJ PKDQJ %DQK 

%XD 
&DQJ 1 
&DQJ 2 
&DQJ 3 
&DQJ 4 
&KH &DQ 
&R /LX 
&R .KR 
&R /XRQJ 
&R MDQ 1 
&R MDQ 2 
.KDX &DP 
/RQJ +D\ 
/RQJ /XRQJ 1 
/RQJ /XRQJ 2 
/RQJ 1JKLX  
PKDQJ 1 
PKDQJ 2 
PKDQJ 3 
<HQ 1 
<HQ 2 
<HQ 3 
.KD 
7DQ %LQK 
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 イトྡ 村ྡࢧ ストリクト㸭ᕷ コミューン㸭༊࢕ࢹ
MXRQJ &KD DLVWULFW MXRQJ MXRQ &RPPXQH MXRQJ MXRQ +XRL +R 

+XRL MHR 
+XRL 1KD 
+XRL 9DQJ 
.HW 7LQK 
MXRQJ MXRQ 1 
MXRQJ MXRQ 2 
PX &KD 
PX MXD 
PXQJ *LDW 1 
PXQJ *LDW 2 

 

㸰㸫㸴 プロジェクトᐇ᪋プロࢭスとᯟ⤌ࡳ 

２－６－１ プロジェクト関係者間のコミュニケーションと連携 

プロジェクトの &�P とし࡚、PM8 ࢧトࢵイロࣃ、成され、プロジェクト実施中に⦆ࡀ

イトのቑຍ࡚ࡵྵࡶ 2 ᅇ෌⦅されたࠋPM8 と᪥ᮏேᑓ㛛ᐙ、プロジェクト・スタࣇࢵ、

㟁Ꮚ࣓ール、携ᖏ㟁ヰ、会㆟やබᘧᩥ᭩࡛、ࡣの௚の関係者間のコミュニケーションࡑ

෇⁥に行ࢃれ、問題とされる事象ࡣ見ࡘかࡽなかったࠋ 

プロジェクトを᥎㐍するた2010、ࡵ ᖺ � ᭶ࡾࡼ PM8 ࣓ンࣂーを㞟࡚ࡵの᭶౛会㆟ࡀ㛤

ദされたࠋプロジェクトᚋ༙࡛（1）、ࡣ当ึプロジェクトࢧイト、（2）࣒࢜ン࢓ࣇン・

コミューン、（3）࣒࢜ン࣒࢜ン・コミューンと（4）P)M6 の 4 、れࢃ行ࡀの᭶౛会㆟ࡘ

プロジェクトの現ሙレ࣋ルの᭱ࡶ㔜要なコミュニケーションとពᛮỴ定のᶵ能を果たし

たࠋ会㆟࡛࣋、ࡣト࣒ࢼのプロジェクト・スタࣇࢵ（PM8 ࣓ンࣂーや森林レンジࣕーを

ヰしࡀ⏬に、⩣᭶の活動計ࡶト村࡛の活動の成果をሗ࿌するととࢵイロࣃるࡼに（ࡴྵ

合ࢃれたࠋ 

ഃの࣒ࢼト࣋ PM8 ࣓ンࣂーにࡼっ࡚ࡣ、プロジェクト実施に✚ᴟ的࡛な࠸者ࡶおࡾ、

᭶౛会㆟へのฟᖍ率ࡀప࠸者ࡶᏑᅾしたࠋ 
 
２－６－２ プロジェクト活動のモニタリングと記録 

プロジェクト活動のモニタリングと記録に関し࡚ࡣ、プロジェクトの๓༙（当ึࣃイ

ロࢵトࢧイト）࡛ࡣ、Ꮫ生➼࣎ラン࢕ࢸアを活⏝したࠕཧ୚ほᐹࠖと࿧ࡤれるࠕఫ民の

ෆ発的発ᒎのモニタリング ヨ行された（2011ࡀࠖ ᖺ㹼2013 ᖺ）ࡇࠋのモニタリングに関し

ࡀータの定性的ศᯒ6ࠖࢹཧ୚ほᐹࠕるࡼ中間レビュー๓に▷期ᑓ㛛ᐙに、ࡣ࡚ 2012 ᖺ

11 ᭶㹼12 ᭶に実施されたࡀ、ሗ࿌᭩を見る㝈ࡑࡾの有効性ࡣ☜ㄆ࡛ࡁなかったࠋ 

プロジェクト活動の記録に関し࡚、2012 ᖺ௨㝆ࡣ活動や成果、࣋ースラインࢹータ➼

の記録࢚ࡀクセル表な࡝のᵝᘧにࡾࡼ᏶⎍にྲྀࡽれ࡚࠸たࡇとを☜ㄆしたࠋ௒ᅇの評価

調査࡛ࡑ、ࡣれࡽの記録にࡾࡼ時間㍈をక࠺定㔞的なኚ化な࡛࡝終了時評価を෇⁥に行

 ࠋたࡁ࡛ࡀとࡇ࠺
                                                        
6 ▷期ᑓ㛛ᐙ業ົ᏶了ሗ࿌᭩ࠕཧ୚ほᐹࢹータの定性的ศᯒࠖ業ົὴ㐵期間㸸2012ᖺ11᭶10᪥㹼12᭶22᪥、ὠ᭤真ᶞ 

㸫 16 㸫



㸫 17 㸫

 

たࡔし、2012 ᖺ௨๓に関し࡚࣋、ࡣースラインࢹータをྵࡵ、活動の記録ࡀヲ⣽にࡲ

とࡽࡵれ࡚おࡎࡽ、౛ࡤ࠼森林管理に関する成果（㠃✚）➼ࡣ、ᨭ᥼したⱑᮌのᮏᩘか

 ࠋったࡲ࡝林㠃✚を᥎定し、活動実績を᥎定するにと᳜ࡽ

௒ᅇの評価調査࡛ࡣ、プロジェクト活動のモニタリングと記録に関し࡚、ᒓே的なモ

ニタリングや記録࡛ࡣなࡃ、標‽化のᚲ要性ࡀ☜ㄆされたࠋ 

 

２－６－３ 社会環境への配慮 

ᮏプロジェクトの目的ࡣ㈋ᅔ⦆࿴࡛ࡣなࡀ࠸、村ⴠにお࡚࠸生計向上活動ࡀ実施され

たࡇとかࣃ、ࡽイロࢵトࢧイトにおける⤒῭状況改ၿࡀ、森林ಖ඲のたࡵの୍ࡘの᪉策

㈋ᅔラ、ࡣの村ⴠ࡛ࡃᒃఫするከࡀトグループࢵࢤたプロジェクトのターࡲࠋった࠶࡛

イン௨ୗのୡᖏのẚ率ࡀ㧗ࡃ、同時にᑡᩘ民᪘ࡀከࡃ、社会的ᙅ者ࡀከ࠸地ᇦࡀ対象と

なっ࡚࠸たࠋ 

ࠖ࡝ࡲ改Ⰻᘧかࠕすࡽのᾘ㈝㔞をῶ⸅、ࡣれた村ⴠ࡛ࢃ行ࡀトプロジェクトࢵイロࣃ

ࠖ（࡝ࡲ改Ⰻᘧか）ࣈス・ストー࢜ラࠕ᪂たにᑟ入された、ࡀ௓された⤂ࡀ ዪ性にዲ評ࡣ

村࡝な⸄の཰㞟にᚲ要な時間やປ力な࠺ࡼのࡇ、ࡣプロジェクト活動の୍㒊ࠋった࠶࡛

ⴠのዪ性のస業㈇ᢸを㍍ῶしたࡇとࡀ☜ㄆされ、ዪ性に対し࡚ṇのᙳ㡪࠶ࡀったࠋ同時

に、ラ࢜ス・ストーࣈ（改Ⰻᘧか࡝ࡲ）ࡣ⸄のᾘ㈝㔞をపῶするࡇとかࡽ、森林に対す

るᅽ力を⦆࿴、森林ಖ඲に対し࡚ṇのᙳ㡪࠶ࡶったࠋ 

結ㄽとし࡚、ᮏプロジェクトࡣ、社会の㈋ᅔᒙやዪ性グループな࡝のࠕ社会的ᙅ者ࠖ

へのཧຍをಁし、社会・環境の୧㠃へのṇのᙳ㡪ࡀ☜ㄆされたࠋ 
 
２－６－４ 中間レビューにおける PDM の改訂 

ᮏプロジェクト2010、ࡣ ᖺ 8 ᭶に㛤ጞされ、当ึのプロジェクト目標ࣃࠕࡣイロࢵト

 ࠋった࠶の࡛ࡶイトにおけるཧຍᆺ森林管理と生計向上ࠖを目指すࢧ

2013ᖺ 1᭶に行ࢃれた中間レビュー時に PDMの改訂ࡀ行ࢃれ、プロジェクト目標ࠕࡣ┬

5(DD�アクションプラン（P5$P）の実施を㏻ࣃ、࡚ࡌイロࢵトࢧイトにおけるཧຍᆺに

の㏣ຍコࡘ஧、࠸のኚ᭦にకࡇࠋにኚ᭦されたࠖࡴ㐍ࡀる森林管理とఫ民の生計向上ࡼ

ミューン࡛ࡣ、඲ᅜึのコミューン 5(DD�アクションプラン（&�5$P）の実施ࡀ኱ࡁな

ᰕとなࡾ、結果とし࡚ᮏプロジェクトࡣ、P5$P 実施と森林管理に㔜点ࡀ⛣された7ࠋ 

PDM のኚ᭦ᚋ、プロジェクトの᪂たなྲྀ組みとし࡚、P)M6 の改Ⰻを行࠸、タࣈレࢵ

ト P& を౑った᝟ሗ཰㞟と地理᝟ሗシス࣒ࢸ（*HRJUDSKLF ,QIRUPDWLRQ 6\VWHP㸸*,6）を౑

った᝟ሗ管理シス࣒ࢸ、᭦に村ⴠࣃトロールࢳー࣒かࡽの࣎ト࣒アࢵプ᝟ሗを組み合ࢃ

 ࠋなったࡇの改Ⰻをお࣒ࢸたシスࡏ

ࡣた、ᮏプロジェクトࡲ /)$ へのᨭ᥼を行࠸、結果とし࡚࣒࢜ン࣒࢜ン・コミューン

ࡣ࡛ P)(6 のᨭᡶࡀ࠸㛤ጞされ、森林管理の᭦なる強化ࡀ行ࢃれ࡚࠸るࠋ 
                                                        
7 PDM のኚ᭦に関し࡚ࡣ、ᮏプロジェクトのࠕ中間レビュー調査ሗ࿌᭩、ᖹ成 26 ᖺ 2 ᭶ࠖ第７章、PDM㺃P2 の修ṇ 

（P28㹼）にヲ⣽ࡀ᭩かれ࡚࠸るࠋ 
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㸰㸫㸵 ຠᯝ発⌧に㈉⊩したせᅉ 

௒ᅇの評価調査࡛、効果発現に貢献した要因とし࡚、次の㡯目を≉定した（1）ࠋと（2）

をࣈ࢕ࢸ村民の森林管理や森林ಖ඲へのインセン、ࡾ࠶࡛࣒の政策プログラ࣒ࢼト࣋、ࡣ

㧗ࡵる効果࠶ࡀるࠋ 
 

�1� /)$ 

$(/、࡛࣒政府のプログラ࣒ࢼト࣋ の調査ࡀ実施され࡚おࡾ、ᅵ地の฼⏝༊ศとと

ࡀ森林ಖㆤ༊ᇦ、ࡾࡼに࣒のプログラࡇࠋる࠸᥎㐍され࡚ࡀにᅵ地౑⏝ᶒの᫂☜化ࡶ

᫂☜になると同時に、ᅵ地฼⏝ᶒをᚓた村におࡣ࡚࠸、᳜ 林や森林ಖ඲へのព㆑やモ

トコミューンにࢵイロࣃ㏣ຍ、ࡶ࡚࠸ᮏプロジェクトにおࠋったࡲ㧗ࡀーション࣋ࢳ

お࡚࠸、ᅵ地ศ୚のᨭ᥼を行࣒࢜、࠸ン࣒࢜ン・コミューン࡛ࡣබᘧに⏦ㄳࡀㄆࡽࡵ

れたࠋたࡔし、࣒࢜ン࢓ࣇン・コミューン࡛ࡣ、ᢎㄆ手⥆ࡀࡁᘬࡁ⥆ࡁ⥅⥆し࡚おࡾ、

 ࠋ࠸な࠸ᢎㄆされ࡚ࡔࡲ࠸
 
�2� P)(6 

࠸ービスへのᨭᡶࢧの㞟Ỉᇦの環境࡝Ỉ力発㟁ᡤな、࡛࣒政府のプログラ࣒ࢼト࣋

ࡀ 2011 ᖺに㛤ጞされ、/)$ ࡛ᢎㄆされた森林生ែ⣔ࢧービスに対するᨭᡶࡀ࠸ᮏᖺ

度ࡾࡼ㛤ጞされたࡇࠋのプログラࡣ࣒、P)(6 にヱ当する地ᇦఫ民に、森林ಖ඲の⤒

῭的インセンࣈ࢕ࢸをႏ起し、森林の環境と⤒῭の୧㠃における㔜要性をㄆ㆑さࡏ、

ព㆑ኚ㠉を起ࡇしたࡲࠋた、P)(6 へのᨭ᥼࣒ーࢳトロールࣃ村ⴠにおける森林、ࡣ

をྵࡵ、森林ಖ඲の㈈※をᥦ౪するࡇとࡀ期ᚅされ࡚࠸るࠋ 
 
�3� 㧗ศゎ能（50 セン࣓ࢳートル）⾨ᫍ⏬ീ�マࢵプのᑟ入 

ᮏプロジェクト࡛ࡣ、㏣ຍࣃイロࢵトࢧイト（2 コミューン）の㧗ศゎ能⾨ᫍ⏬ീ

を㉎入し、⏬ീをᇶにした *,6 プを森林管理計⏬やモニタリングにヨ㦂ࢵジタルマࢹ

的にᑟ入したࢹࠋジタル地図のᑟ入にࡾࡼ、村ⴠにおࡣ࡚࠸、村ேࡀ森林�ᅵ地฼⏝

状況を理ゎするととࡶに、村ேࡀ )MP 策定や森林ಖ඲、᳜林༊ᇦを計⏬するࡇとに

ᐤ୚したࠋ 

 

㸰㸫㸶 ၥ㢟Ⅼཬࡧၥ㢟をច㉳したせᅉ 

௒ᅇの評価調査࡛、問題点及び問題を惹起した要因とし࡚次の㡯目を≉定したࠋ 
 
�1� プロジェクト実施に関し࡚ 

 プロジェクトの๓༙とᚋ༙࡛、ࣃイロࢵトࢧイトとし࡚合計 51 村ࡀ㑅定されたࡀ、

のປࡃにከࡵた࠺れたண⟬࡛生計向上活動を行ࡽ㝈、ࡃከࡀイトのᩘࢧトࢵイロࣃ

力とスタࣇࢵをᚲ要としたࠋ≉に๓༙ࡣ、モࢹル構⠏のたࡵのࣃイロࢵトࢧイト࡛

7）、ࡀった࠶ 村のண定ࡀ）結果的に 15 村㑅定されたࡇとにࡾࡼ、プロジェクト実施

の㈇Ⲵࡀቑ኱したࠋ 
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 ࣃイロࢵトࢧイトࡀከかったたࡵ、ᚲ↛的にPM8ࡶ⫧኱化し、᭱ 終的にࡣ&�P31ྡࡀ

となったࠋPM8 ࣓ンࣂー（2）、┬（1）ࡣ㒆�ᕷ、（3）コミューン�༊レ࣋ルな࡝のレ

構成され、ලయ的な組⧊とし࡚、（1）D$5D、（2）6XE�D2)、（3）㒆やᕷのࡽルか࣋

ே民ጤဨ会、（4）コミューンや༊のே民ጤဨ会、（5）㎰業ᬑ及事ົᡤと 6XE�D)P な

ࡲࠋቑ኱したࡀプロジェクト実施のコスト、ࡵ構成されたたࡽな㒊ᒁかࡲࡊࡲさ࡝

た、ᩘከ࠸ PM8 ࣓ンࣂーの中に20ࠥ30、ࡣ�の⤥୚のトࢵプアࢵプ（≉ู手当）ࡀ

௜࠸たにࡶ係ࡎࡽ、プロジェクト実施に活発にྲྀ組ࡎࡲ、᭶౛会㆟へのฟᖍ率ࡀప

 ࠋᏑᅾしたࡶーࣂン࣓࠸
 
 の地᪉政府の問題࣒ࢼト࣋ �2�

 㒆にࡼる/)$のᢎㄆ࣒࢜ࡀン࢓ࣇン・コミューンな࡛࡝㐜れ࡚おࡾ、結果とし࡚P)(6

のᨭᡶࡀ࠸㛤ጞされࡎ、森林ಖ඲に対する⤒῭的なインセンࣈ࢕ࢸや、森林管理（村

ⴠࣃトロールࢳー࣒活動な࡝）の㈈※ࡀ☜ಖ࡛ࡁな࠸状況となっ࡚࠸るࠋ 

 ㏣ຍࣃイロࢵトࢧイトの࣒࢜ン࢓ࣇン・コミューン࡛ࡣ、森林の約 75㸣ࠕࡀ≉ู฼

⏝林ࠖとし࡚指定されたたࡵ、村民達の森林の฼⏝や฼┈ࡀไ㝈されるᙧになࡾ、

森林ಖ඲へのインセンࡀࣈ࢕ࢸ㝈定され、森林管理活動の᥎㐍ࡀ᝿定㏻ࡾ㐍ࡲなか

ったࠋD5(D のㄝ࡛᫂ࡣ、≉ู฼⏝林ࡶ、ᑗ᮶的にࡣ P)(6 な࡛࡝村民へのᜠᜨࡀ

 ࠋ࠸な࠸ᶵ能し࡚ࡣ現時点࡛、ࡀる࠶と࡛ࡇるとの࠶

 ࣋ト࣒ࢼ໭す㒊ࡣ、ᑡᩘ民᪘のẚ率ࡀከࡃ、㈋ᅔ率ࡶ㧗ࡇ࠸とかࡽ、ୡ⏺㖟行な࡝

の㈋ᅔ๐ῶプログラࡀ࣒実施され࡚おࡾ、村ேたࡣࡕ↓ᩱの㣗⣊ᥦ౪な࡝の⤒㦂を

し࡚࠸るࡇࠋの࠺ࡼな⤒㦂にࡾࡼ、ᮏプロジェクト࡛実施したึࠕ期投㈨のリ࣎ル

ビングシス࣒ࠖࢸな࡝、ᨭ᥼のᅇ཰を村ேࡀ理ゎࡎࡏ、実施ࡀ計⏬㏻ࡾに㐍࠸࡛ࢇ

な࠸活動࠶ࡶる（౛とし࡚、㣴㨶ࡣ、終了時評価時点࡛のࠕ⛶㨶のコストᅇ཰ࠖࡀ

ࡰ࡯ 0㸣となっ࡚࠸る）ࠋ≉に、࢚࢕ࢹン・ビ࢚ン・ドン㒆ࡣ、඲ᅜレ࣋ルの㈋ᅔ㒆

に指定され、ࠕプログラ࣒ 30Dࠖな࡝村ேへの↓ᩱ࡛のᨭ᥼ࡀ඘実し࡚おࡇ、ࡾれࡽ

のᨭ᥼をཷける村民の୍㒊にࡣ、㏉῭ዎ約を⥾結したᮏプロジェクトの生計向上活

動࡛ࡶ㏉῭を῰る�ඛ延ࡤしする㎰民ࡀ見ཷけࡽれるࠋ結果とし࡚、9) への㏉῭率

 ࠋとになるࡇ࠸⵳✚されなࡀᇶ㔠、ࡃపࡀ

 村ⴠにお᳜࡚࠸林活動を実施するたࡵの、政府の政策プログラ࣒ண⟬にࡣ㝈⏺࠶ࡀ

 ࠋる࠸㝈定され࡚ࡀ⟭ᖺ間ண、ࡾ
 

�3� 地ᇦの状況 

 ᳜林のたࡵのࠕⱑᮌࠖの౪⤥に࡚࠸ࡘ、地ᇦの民間ⱑᮌ業者の能力に㝈⏺ࡾ࠶ࡀ、

ရ✀、㔞と㉁の㠃࡛ไ㝈ࡀከࡲࠋ࠸た、ⱑᮌ業者ࡣ、時とし࡚ⱑᮌのရ㉁に対し࡚

㈐௵をᅇ㑊するࡇと࠶ࡶるࠋ 
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�4� 村の状況 

 生計向上活動を実施したࡀ、動≀の⑌⑓ࠝලయ的にࡣ、㇜⦾Ṫ・࿧྾㞀ᐖ⑕ೃ⩌

（SRUFLQH UHSURGXFWLYH DQG UHVSLUDWRU\ V\QGURPH㸸P556）、や㫽インࣇル࢚ンࢨ（$YLDQ 

,QIOXHQ]D㸸$,）ࠞ、⮬↛⅏ᐖࠝලయ的にࡣ、ὥỈ、㞿（࠺ࡻࡦ）、ᐮ෭、ᑡ㞵、ᐖ⹸ 、ࠞ

及びᕷሙ価᱁のኚ動ࡀ発生し、活動の成果発現に㈇のᙳ㡪を୚࠼たࠋ 

 ࣃイロࢵト村にࡼっ࡚ࡣ、㈍኎するᕷሙࡀ㝈定され࡚࠸るࡇとや、஺㏻インࣇラࡀ

ᩚഛされ࡚おࡎࡽ、マーケ࢕ࢸングにไ㝈࠶ࡀったࠋ 

 ࣒࢜ン࢓ࣇン・コミューンの 6 村ࡣ、㌴୧࡛のアクセスࡎࡁ࡛ࡀ、生計向上活動へ

のᨭ᥼ࡀไ㝈されたࠋ 
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第３章 評価結果 

 

 ㄆしたプロジェクトの実績を、⤒῭༠力㛤発ᶵ構（2UJDQL]DWLRQ IRU (FRQRPLF☜࡛ࡲれࡇ

&RRSHUDWLRQ DQG DHYHORSPHQW㸸2(&D）の 5 㡯目評価ᇶ‽（ࠕ妥当性 有効性ࠕࠖ 効率性ࠕࠖ イࠕࠖ

ンࣃクト ᣢ⥆性ࠕࠖ ）ࠖのほ点かࡽ評価したࡑࠋれࡒれのほ点にࠕ、࡚࠸ࡘ㧗࠸ ẚ㍑的㧗ࠕࠖ

࠸ 中⛬度ࠕࠖ ࠸ややపࠕࠖ ࠺࠸とࠖ࠸పࠕࠖ 5 ẁ㝵の᱁௜け評価を行ったࠋ 

 

㸱㸫㸯 ጇ当ᛶ 

ᮏプロジェクトの妥当性ࠕࡣ㧗࠸  ࠋࠖ

 

評価の要約㸸 ᮏプロジェクトࡣ、中間レビュー࡛ࡣ妥当性ࠕࡣ㧗ࠖ࠸とุ᩿され࡚࠸るࠋ

中間レビュー௨㝆、࣋ト࣒ࢼ政府のࠕ社会⤒῭㛤発政策 森林管理ࠕࠖ ㎰村ࠕࠖ

㛤発 同時に᪥ᮏ、ࡃなࡣなኚ化ࡁDD�ࠖに関する政策やඃඛㄢ題に኱)5ࠕࠖ

の対࣋ト࣒ࢼ政府㛤発᥼ຓ（2IILFLDO DHYHORSPHQW $VVLVWDQFH㸸2D$）政策にࡶ

ኚ᭦ࡣなࠋ࠸ 

 

 の㛤発計⏬や森林政策とのᩚ合性࣒ࢼト࣋ �1�

プロジェクトの඲య的な目標や目的࣋、ࡣト࣒ࢼの社会⤒῭㛤発ᡓ略（6(D6、2011

㹼2020 ᖺ）、社会⤒῭㛤発計⏬（6(DP、2011㹼2015 ᖺ）、࣋ト࣒ࢼ森林㛤発ᡓ略（2006

㹼2020 ᖺ）と合⮴し࡚࠸るࡲࠋた、P)(6 ࡣ 2014 ᖺに㛤ጞされ、プロジェクト対象

地の୍㒊ࡣ P)(6 の㞟Ỉᇦに࠶るࠋ௨上かࡽ、ᮏプロジェクトࡣ、ᅜᐙ社会⤒῭㛤発

計⏬や࣋ト࣒ࢼの森林政策とᩚ合し࡚࠸るࠋ 

 

�2� ᪥ᮏの対࣋ト࣒ࢼ᥼ຓ政策とのᩚ合性 

᪥ᮏの対࣋ト࣒ࢼᅜู᥼ຓ᪉㔪8（ᖹ成 2012 ᖺ 12 ᭶）࡛3、ࡣ の㔜点ศ㔝をタ定しࡘ

ᙅ性への対ᛂࠖとし࡚、環境問題（⮬↛環境）、⅏⬤ࠕࡣᮏプロジェクト、ࡀる࠸࡚

ᐖ・Ẽೃኚ動➼の⬣ጾへの対ᛂのᨭ᥼と、㈋ᅔ๐ῶを図るたࡵ社会的ᙅ者ᨭ᥼、᭦に

㎰村・地᪉㛤発のᨭ᥼と合⮴し࡚おࡾ、ᮏプロジェクト࣋ࡣト࣒ࢼへの᪥ᮏの 2D$

政策をල現化するࡶのとなっ࡚࠸るࠋ 

 

�3� ターࢵࢤトグループのニーࢬへの㐺ᛂ 

プロジェクトのターࢵࢤトグループࡣ、プロジェクト実施ᶵ関な࡝行政⫋ဨや、ࣃイ

ロࢵトࢧイトの村ேとなっ࡚࠸るࠋ実施ᶵ関の⫋ဨࡣ、地᪉政府やே民ጤဨ会の⫋ဨ

                                                        
8 KWWS���ZZZ.PRID.JR.MS�PRIDM�JDLNR�RGD�ILOHV�000072247.SGI 
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な࡝、さࡲࡊࡲなレ࣋ルのேたࡲྵࡀࡕれ࡚࠸るࠋᮏプロジェクト࡛ࡣ、ྛ政府⫋ဨ

のᙺ๭（┬レ࣋ル⫋ဨࡣプロジェクト管理、コミューンな࡝現ሙレ࣋ル⫋ဨ࢓ࣇࡣシ

リࢸーション、モニタリング、森林官ࡣ森林管理➼）にᛂࡌた研修を行っ࡚おࡾ、ྛ

政府⫋ဨの研修ニーࢬに合⮴し࡚࠸るࡲࠋた、村ⴠ࡛の活動࡛ࡣ会㆟をࡶとに、村ே

のニーࢬを᥀ࡾ起ࡇし、プロジェクト活動を計⏬し࡚おࡾ、活動ࡣ村ேのニーࢬに合

⮴し࡚࠸るࠋ௨上かࡽ、ᮏプロジェクトࡣ、政府と村ேの୧᪉のニーࢬに対ᛂし࡚お

 ࠋ࠸㧗ࡣ妥当性、ࡾ

 

㸱㸫㸰 ᭷ຠᛶ 

ᮏプロジェクトの有効性ࡣẚ㍑的㧗ࠋ࠸ 

 

評価の概要㸸 （1）プロジェクト目標ࡣ、プロジェクト終了࡛ࡲに達成される見込み࡛ࡾ࠶、

（2）プロジェクト目標ࡣ 3 プ、ࡽとかࡇㄽ理的に達成されるࡾࡼの成果にࡘ

ロジェクトの有効性ࡣẚ㍑的㧗ࠋ࠸ 

 

�1� プロジェクト目標の達成の見㏻し 

プロジェクト3、ࡣ プロジェクト目、࠸な活動を行ࡲࡊࡲのさࡵの成果をฟすたࡘ

標の୺要な㒊ศ࡛࠶るࠕཧຍᆺ森林管理ࠖとࠕ生計向上ࠖの成果ࡣす࡛に達成され࡚

 ࠋる࠸

ཧຍᆺ手法࡛、ࡾࡼにࣈ࢕ࢸ村ⴠの合ពとイニシア、ࡣイトの森林࡛ࢧトࢵイロࣃ

森林管理ࡀ㛤ጞされたࠋ生計向上活動の結果、村ⴠにお࡚࠸現㔠཰入のቑຍࡀ発現し

 ࠋる࠸࡚

たࡔし、ࣃイロࢵトࢧイトにおける成果の発現や、プロジェクトの実績の度合ࡣ࠸

୍ᵝ࡛ࡣなࣃ、ࡃイロࢵトࢧイトの⮬↛᮲௳や地理的఩⨨にࡼる（P)(6 な࡝の）ไ

度的インセンࣈ࢕ࢸ、村の指ᑟ者の能力やពḧ、村ⴠグループの࣓ンࣂーの活動への

ྲྀ組みや࢜ーࢼーシࢵプにࡾࡼᕪ␗࠶ࡀるࠋ 

 

�2� P)M6 の改Ⰻ 

プロジェクトࡣ、┬森林モニタリングシス࣒ࢸ（P)M6）の改Ⰻを行ったࠋ改ၿし

たモニタリング手法（1）、ࡣ᝟ሗ཰㞟にタࣈレࢵト P& を౑（2）、࠸᝟ሗ管理に *,6

を౑（3）、࠸現ሙかࡽの᝟ሗᥦ౪ࡣ村ⴠのࠕ森林ࣃトロールࢳー࣒ࠖをᇶに構成され

㏆᭱、ࡾ࠶と࡛ࡇ࠺プࠖの᝟ሗ཰㞟を行ࢵア࣒ト࣎ࠕᇶᮏ的に、ࡣの手法ࡇࠋる࠸࡚

㌟㏆にな࠶ࡘࡘࡾる、*P6、*,6、及び写真⏬ീな࡝のᢏ⾡を౑ࡾࡼ、࠸ṇ☜࡛ಙ㢗

性の㧗࠸モニタリングシス࣒ࢸを構⠏したࠋ 
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�3� ⾨ᫍ⏬ീとマࢵプを౑⏝した村ⴠ森林管理計⏬の策定 

プロジェクト࡛ࡣ、地ඖఫ民のཧຍをࡶとに、す࡚࡭のࣃイロࢵトࢧイトにお࡚࠸、

)MP を策定したࠋ$P6 の )MP 策定時にࡣ、⾨ᫍ⏬ീをᇶにしたマࢵプをࡶとに村民

と森林ಖ඲地༊、森林の᭦᪂や᳜林地༊➼のࢰーニングを行ったࡲࠋた、⾨ᫍ⏬ീࡣ、

$P6 の /)$ の調査を実施するのにࡶ有効࡛࠶ったࠋ 

 

㸱㸫㸱 ຠ⋡ᛶ 

ᮏプロジェクトの効率性ࡣẚ㍑的㧗ࠋ࠸ 

 

評価の概要㸸 ᮏプロジェクトࡣ、成果を生みฟすたࡵの投入ࡀ㐺ษ࡛࠶ったࠋ投入のタイ

ミングࡣ、生計向上活動な୍࡝㒊の㐜れࡀ見ࡽれたࡀ、おおࡡࡴ㐺ษ࡛࠶っ

たࠋプロジェクト活動ࡣ඲య的に、計⏬㏻ࡾ㐍み、投入ࡣ㐺ษに฼⏝・⥔ᣢ

されたࠋ 

 

�1� 㐺ษな投入 

プロジェクトの成果をฟすたࡵの投入ࣃ、ࡣイロࢵトࢧイトࡀከᩘ࠶ったࡇとや、

活動ࡀከᒱにࢃたったにࡶかかࡎࡽࢃ、タイミングと㔞の㠃࡛㐺ษ࡛࠶ったࠋ 

 

�2� ロー࢝ルコンࢧルタントの投入 

ᮏプロジェクト࡛ࡣ、᪥ᮏのᑓ㛛ᐙの投入を⿵᏶するたࡵに、現地コンࢧルタント

を有効かࡘ効果的に投入したࠋしかし、୍㒊の PM8 かࡣࡽ、生計向上活動な࣋࡝ト

と⏝㈝、ࡀを౑った᪉࡝の地ඖのᬑ及ဨなࡃከࡾࡼ、ࡣる活動࠶の࢘ࣁ࢘ࣀࡶに࣒ࢼ

౽┈の㠃࡛ࡾࡼ効率的࡛࠶ったとの♧၀࠶ࡀったࠋ 

 

イトの㑅ᢥ㸸 51ࢧトプロジェクトࢵイロࣃ �3� 村 

ᮏプロジェクト࡛ࡣ、,P6 とし࡚ 15 村を㑅び、$P6 とし࡚、36 村を㑅ࡔࢇ（合計

ࡣ࡛ 51 村࡛の活動となった）ࠋ 

,P6 に当ึࡵのたࡾルをసࢹモ、ࡣ 7 村を᝿定し࡚࠸たࡀ、結果とし࡚ 15 村を㑅

定したࡇとにࡾࡼ、村ⴠへの投入㔞の⫧኱化を生ࡌさࡏたࠋ生計向上の㛗期ᑓ㛛ᐙの

ὴ㐵ࡀ㐜れたࡇとࡾ࠶ࡶ、生計向上活動ࠕࡣ業ົ実施ࢳー࣒ࠖにࡾࡼ行ࢃれたࠋ 

᭱終的に 51 村にお࡚࠸、生計向上活動を行ったࡀ、プロジェクトࡣண᝿እの㏣ຍの

㈝⏝とປ力を㈇ᢸࡊࡏるをᚓなかったࠋ 

 

㸱㸫㸲 インࣃクト 

ᮏプロジェクトのインࣃクトࡣẚ㍑的㧗ࠋ࠸ 

評価の概要㸸 ᮏプロジェクト࡛（1）ࡣ森林管理シス࣒ࢸの改ၿや、（2）森林管理に関
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するさࡲࡊࡲなレ࣋ルの関係者のព㆑向上と能力㛤発➼࡛、さࡲࡊࡲなプラスのインࣃク

トࡀ☜ㄆされたࠋ 

 

�1� 上఩目標の達成見込み 

ᮏプロジェクトのࣃイロࢵトࢧイト࡛の⤒㦂をࡶとに、P5$P ┬ン࢚ンビ࢚࢕ࢹࡀ

ෆ௚地ᇦにお࡚࠸実施され、さࡽにࡣ࿘㎶ 3 ┬にἼ及される見込み࡛࠶るࡇとかࡽ、

上఩目標ࡣ達成される見込み࡛࠶るࠋ 

 

�2� 森林管理モニタリングシス࣒ࢸの強化や改ၿ、Ἴ及 

ᮏプロジェクト࡛ࡣ、効率的な森林管理のたࡵのモニタリングシス࣒ࢸの改ၿࡀ行

能力強化࠸プを行ࢵた、森林レンジࣕーに対し࡚研修コースや࣡ークショࡲࠋれたࢃ

に貢献したࠋ村ⴠレ࣋ル࡛ࡣ、村ேのたࡵに森林ࣃトロールのカ⦎を行ったࡇࠋれࡽ

の活動を㏻࡚ࡌ、森林管理のたࡵの枠組みの㛤発ࡀ実現されたࠋ᪂しࡃ改Ⰻされた森

林モニタリングシスࡣ࣒ࢸ、඲ᅜ的なᒎ㛤ࡶ期ᚅされ࡚࠸るࠋ 

 

�3� 森林ಖ඲とၨ発とព㆑の向上 

ࠋ村ⴠ森林管理計⏬ࠖを策定したࠕ地ඖ࡛の会㆟を㏻し࡚、࡚࠸ト村におࢵイロࣃ

管理計⏬へのྲྀ組みの度合ࡣ࠸、村ⴠにࡼっ࡚␗なるࡀ、現ᅾ࣋ト࣒ࢼ政府ࡀ᥎㐍し

のࡑࠋる࠸なཎ動力となっ࡚ࡁ኱ࡀࢳのアプローࡘ地ඖ民を中ᚰとしたࠖ஧ࠕる࠸࡚

஧ࡣࡘ、/)$ と P)(6 ☜ᅵ地฼⏝ᶒの᫂ࡣ村ே、ࡾࡼに࣒のプログラࡽれࡇ、ࡾ࠶࡛

化と森林管理への⤒῭的なインセンࡀࣈ࢕ࢸᚓࡽれ、森林管理への地ᇦఫ民のཧຍࡀ

่⃭されたࠋ 

㏣ຍࣃイロࢵトࢧイトの 2 コミューンࡣ、（Ỉ力発㟁ᡤの）㞟Ỉᇦに఩⨨し࡚࠸る

たࡵ、P)(6 のᨭᡶ࠸対象地となっ࡚おࡾ、村ேの森林管理のព㆑ࡀ向上したࠋ 

 

�4� ᅜᐙ 5(DD�ᙧ成プロセスへのプロジェクト⤒㦂のインࣃクト 

プロジェクトࡣ、ᅜෆ࡛ึ࡚ࡵᢎㄆされた P5$P を策定したたࡵ、プロジェクト⤒

㦂ࡣ、ᅜᐙ 5(DD�ᙧ成プロセスに強࠸ᙳ㡪を୚࠼たࠋさࡽに、プロジェクトのモニ

タリングシス࣒ࢸな࡝の結果ࡣ、-,&$ の᪂プロジェクトにࡾࡼ໭す㒊の 3 ┬にἼ及

されるࡇとࡀ計⏬され࡚࠸るࠋ 

 

㸱㸫㸳 ᣢ⥆ᛶ 

ᮏプロジェクトのᣢ⥆性ࡣ中⛬度と評価されるࠋ 

 

評価の概要㸸 ࢚࢕ࢹンビ࢚ン┬におけるプロジェクト活動のᣢ⥆性の見㏻しࡣ、実施ᶵ関

る࠶࡛ D$5D のไ度㠃、㈈政㠃、ᢏ⾡㠃࡛のᣢ⥆性に౫Ꮡするࡇとになるࠋ
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た、プロジェクトの終了ᚋのࡲ 5(DDࡶ�しࡣࡃ P5$P の⥅⥆実施࢕ࢹ、ࡣ

ン┬の࢚ンビ࢚ PP& のุ᩿（コミࢵト࣓ント）に౫Ꮡするࠋ 

 

�1� ไ度㠃࡛のᣢ⥆性 

P5$P における┬、ࡵるた࠶࡛⏬ṇᘧにᢎㄆされた行動計࡚࠸にお┬、ࡣ 5(DD�

活動を᥎㐍するࡇとࡣไ度的枠組みとし࡚☜❧し࡚おࡾ、実施の⩏ົࡀ生࠸࡚ࡌるࠋ 

 

�2� ㈈政㠃のᣢ⥆ྍ能性 

P5$P をࡶとにした、࢚࢕ࢹンビ࢚ン┬における 5(DD�活動の᥎㐍ࡣ、┬の当ᒁ

ࡀ )PDP の P)(6、プログラ࣒ 30D、プログラ࣒ 135 な࡝の᪤Ꮡの㈈政的ᇶ┙となるプ

ログラ࣒を 5(DD�や P5$P の実施に᣺ࡾ向け、㈈※を☜ಖするかにࡼるࠋ 

 

�3� ᢏ⾡㠃のᣢ⥆性 

5(DD�、P)M6、生計向上や࢓ࣇシリࢸーションな࡝のᢏ⾡に関し࡚ࡣ、୺要な政

府関係者への能力強化ࡀす࡛に行ࢃれ࡚࠸るࠋ 

P5$P や &�5$P の策定と実施能力に関し࡚ࡣ、┬の行政シス6）࣒ࢸXE�D2) や

6XE�)PD な࡝）に対する࣡ークショࢵプや研修コースを㏻࡚ࡌ㔊成され࡚࠸るࡀ、බ

ົဨࡣே事␗動࠶ࡶるたࡵ、௒ᚋとࡶ能力強化を⥆け、ᢏ⾡を⩦ᚓさࡏるᚲ要࠶ࡀるࠋ 

P)M6 に関し࡚ࡣ、)PD ⫋ဨへの㛗期にࢃたるᢏ⾡的カ⦎にࡾࡼ森林ኚ化 定な࡝

のᢏ⾡ࡀ⩦ᚓされ、ᑗ᮶のトレーࢼーになるレ࣋ルに࡛ࡲ฿達し࡚࠸るࠋ 

生計向上のᢏ⾡ࡣ、㎰業ᬑ及ဨへのᐙ␆㣫⫱やࣀ࢟コ᱂ᇵ、果ᶞ᱂ᇵ、9) な࡝の

研修にࡾࡼ、༑ศな▱㆑とᢏ⾡の⵳✚ࡾ࠶ࡀ、௒ᚋの᪥ᖖ業ົ࡛活⏝されるࡇとࡀ期

ᚅされるࠋ 

 

�4� 地ඖの村民のᢏ⾡㠃࡛のᣢ⥆性 

地ඖの村民のᢏ⾡㠃࡛のᣢ⥆性ࡣ、ᙼࡽの生計向上のᢏ⾡⩦ᚓレ࣋ルや 9) 管理の

理ゎ度や能力に౫Ꮡするࡀ、村㛗や村に୍ࡾࡼᵝ࡛ࡣなࠋ࠸≉に、9) にࡣ࡚࠸ࡘ、

ᇶ㔠を管理する村㛗ࡀᇶ㔠の㐠⏝を⤒㦂したࡇとࡀな࠸者ࡶከࡃ、༑ศなカ⦎ࡀ行ࢃ

れたと᩿ࡣゝ࡛ࡁなࠋ࠸ 
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第４章 結ㄽ 

 

ᮏプロジェクトࡣ 2010 ᖺ 8 ᭶に㛤ጞされ、2013 ᖺ 1 ᭶の中間レビュー時にプロジェクト

目標ࡀኚ᭦されࠕ（࢚࢕ࢹンビ࢚ン）┬ 5(DD�アクションプラン（P5$P）の実施にࡼるཧ

ຍᆺ森林管理と生計向上のಁ㐍ࠖとなったࠋしたࡀっ࡚、PDM のኚ᭦ᚋࡣ、当ึのࣃイロ

᪂たな࠼イトにຍࢧトࢵ 2 コミューンにおࠕ、࡚࠸コミューン 5(DD�行動計⏬（&�5$P）の

実施を㏻し࡚森林管理活動を行ࡇࠖ࠺とに㔜点ࡀ⨨かれるࡇととなったࠋ 

プロジェクトࡣ実施期間を㏻ࣃ、࡚ࡌイロࢵト村࡛生計向上のたࡵに、ᐙ␆㣫⫱や㎰業

生⏘な࡝のさࡲࡊࡲな活動を行࠸、村ேのᡤᚓỈ‽を向上さࡏたࠋ 

、の௚ࡑࠋな研修を実施した（表４をཧ↷）ࡲࡊࡲ村ேに対し࡚さ、ࡣたプロジェクトࡲ

村ࡈとに )MP や /DP を策定し、9) をタ❧したࡲࠋた、コミュニ࢕ࢸをᇶ┙とした森林管

理や、࣎ト࣒アࢵプの森林モニタリングシス࣒ࢸのᇶ┙となるࠕ村ⴠ森林ࣃトロールࢳー

 ࠋを⦅成した࣒ࠖ

活動の中࡛ࡶ P)M6 、ࡾ࠶㠉᪂的࡛ࡣ࣒ࢸのシスࡇࠋる࠸となっ࡚ࡘな成果の୍ࡁ኱、ࡣ

タࣈレࢵト P& を౑ったࢹータ཰㞟、*,6 トローࣃ村ⴠ森林、࣒ࢸータ管理シスࢹースの࣋

ルࢳー࣒（現ሙ）かࡽの᝟ሗを⤫合するࡶの࡛ࡾ࠶、森林レンジࣕー、森林管理ጤဨ会と

村のே間との連携関係ࡀ強化され࠶ࡘࡘるࠋ 

プロジェクトࡲࡣた、/)$ へのᨭ᥼を行࠸、村ேࡀ P)(6 のᨭᡶ࠸をཷけࡽれる࠺ࡼにᨭ

᥼したࡇࠋれࡽの஧ࡘの政策ࡣ、環境と⤒῭の୧㠃࡛村ேࡀ森林ಖ඲の㔜要性を理ゎする

たࡵの強力なཎ動力になっ࡚࠸るࠋ 

௨上、プロジェクト結果の概要をิ記したࡀ、結ㄽとし࡚、プロジェクト終了࡛ࡲにプ

ロジェクト目標ࡀ達成される見込みࡣ㧗࠸とุ᩿されるࠋ 
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第５章 ᮏプロジェクトのᩍカ 

 

ᮏプロジェクトの成果2015、ࡣ ᖺ 8 ᭶に㛤ጞண定のࠕᣢ⥆的⮬↛㈨※管理プロジェクトࠖ

（௨ୗ、ࠕ᪂プロジェクトࠖと記す）とし࡚、໭す㒊࿘㎶ 3 ┬にᗈࡆるࡇとࡀண定され࡚࠸

るࠋᮏ評価調査࡛ࡣ、ᮏプロジェクトの⤒㦂にᇶ࡙࠸たᩍカを、᪂プロジェクト及び௚プ

ロジェクトに㐺⏝࡛ࡁるᙧ࡛௨ୗの㏻ᩚࡾ理し、合同評価ሗ࿌᭩にお࣋、࡚࠸ト࣒ࢼഃプ

ロジェクト関係者と☜ㄆしたࠋ 

 

㸳㸫㸯 プロジェクトの᫂ᛌなビジࣙンとᡓ␎のᚲせᛶ 

５－１－１ ᫂☜なビジョンとᡓ略の㔜要性 

プロジェクトの⤒㦂 

 プロジェクトの୺な目的ࡣ、生活の改ၿを㏻࡚ࡌ森林ಖ඲とᣢ⥆ྍ能な森林管理をಁ

㐍するࡇと࡛࠶ったࠋしかし、生計向上と森林管理の間の連携強化の㞴しさࡶ、プロ

ジェクト活動の実施を㏻し࡚ほᐹされたࠋ 

 ຍ࡚࠼、プロジェクトのᚋ༙࡛5、ࡣ(DD�のコンセプトࡾࡼࡀ強調されたたࡵに、関

係者間࡛プロジェクトのඹ㏻ビジョンとᡓ略をඹ有するのに時間ࡀかかったࠋ 

 

ᩍカ 

 プロジェクト㛤ጞ時にࡣ、関係者間࡛᫂☜なビジョンとᡓ略をඹ有し࡚活動を実施す

るࡇとࡀ㔜要࡛࠶るࠋ≉に、᪂プロジェクトにおࡣ࡚࠸、プロジェクトの୍␒の目標

 ࠋ࠸なࡽなࡤ༑ศに理ゎされ、ඹ有されなけれࡀDD�のಁ㐍ࠖ)5ࠕ、る࠶࡛

 プロジェクトのึ期ẁ㝵࡛ࡣ、森林ಖ඲と管理にᙳ㡪を୚࠼るཎ因（ドライࣂー）ศ

ᯒを行࠸、森林ಖ඲と管理に㈨する生計向上策をྵࡵた対策を≉定するࡇとࡀᚲ要࡛

 ࠋる࠶

 

５－１－２ 5(DD�に関連する政策・法ᚊを⪃慮したプロジェクトࢨࢹイン 

プロジェクトの⤒㦂 

 森林ಖㆤとᅵ地に関する政策や法ᚊとし࡚、P)(6、)PDP、᪂ᅵ地法なࡣ࡝、森林管

理を行࠺コミュニ࢕ࢸのேࠎに኱ࡁなᙳ㡪を୚࠼るࠋプロジェクト࡛ࡣ、ᰂ㌾に /)$

స業のᨭ᥼を行ࡑ、࠸の結果とし࡚ P)(6 に࠺ࡼれるࢃにᨭᡶࠎのே࢕ࢸコミュニࡀ

したࠋたࡔし、࣋ト࣒ࢼにおけるࡑの࠺ࡼなプログラ࣒へのᨭ᥼ࡣ、プロジェクトの

ඖࠎのタ計やコンセプトに⤫合され࡚おࡎࡽ、中間レビュー時ࡑ、ࡣ࡛ࡲの㔜要性ࡣ

༑ศにㄆ㆑され࡚࠸なかったࠋ 
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ᩍカ 

 ᅵ地や森林管理に関連する政策と法ᚊࡣ、プロジェクトのタ計ẁ㝵࡛ៅ㔜に᳨ウする

ᚲ要࠶ࡀるࠋプロジェクトの実施ẁ㝵࡛ࡇ、ࡣれࡽの政策や法ᚊの㐍ᤖをᢕᥱし、活

動を実施する㝿にࡣᚲ要にᛂ࡚ࡌ཯ᫎし、活⏝される࠶࡛ࡁ࡭るࡲࠋた、࣋ト࣒ࢼ政

府ࡇ、ࡣれࡽの政策や法ᚊの実施を強化するととࡶに、実施にᚲ要な㈈※を☜ಖする

ᚲ要࠶ࡀるࠋ 

 

㸳㸫㸰 ᳃林⟶⌮ 

５－２－１ ≉ู฼⏝林に関連する政策と実施の෌᳨ウのᚲ要性 

プロジェクトの⤒㦂 

 ㏆ᖺ、࣋ト࣒ࢼ඲ᅵにお࡚࠸≉ู฼⏝林（6SHFLDO�8VH )RUHVW㸸68)）ᣑᙇの動࠶ࡀࡁ

る࢚࢕ࢹࠋンビ࢚ン┬におࡶ࡚࠸、生⏘林やಖㆤ林ࡀ 68) に෌ศ㢮される౛ࡀ見ࡽ

れる68ࠋ) のᣑᙇ࣋、ࡣト࣒ࢼ政府にࡼるኳ↛林のಖ඲やಁ㐍の強化࡛ࡾ࠶、森林ಖ

඲のほ点かࡣࡽḼ㏄すࡇࡁ࡭と࡛࠶る୍ࠋ᪉、68) とし࡚෌ศ㢮された༊ᇦ࡛௨๓か

స地や㈨※へ⪓、ࡣた地ᇦఫ民にとっ࡚࠸のᅵ地を฼⏝し࡚生計活動をし࡚ࡽれࡇࡽ

のアクセスをኻࡇ࠺とをព࿡するたࡵ、マイࢼスのᙳ㡪を⦆࿴する࠺ࡼな手࡚ࡔをㅮ

 Ẽೃኚ動枠組᮲約（8QLWHG 1DWLRQV )UDPHZRUN &RQYHQWLRQ RQ、ࡣれࡇࠋる࠶ࡀるᚲ要ࡌ

&OLPDWH &KDQJH㸸81)&&&）第 16 ᅇ⥾約ᅜ会㆟（&2P16）の࢝ンクン合ព࡛ᅜ㝿的に

☜ㄆされた 5(DD�の 7 ࡶࡽガード事㡯や、リーケージを㜵Ṇするほ点かࣇのセーࡘ

㔜要࡛࠶るࠋ 

 

ᩍカ 

 68) への෌指定ࡣ、実㝿のᅵ地฼⏝を༑ศ⪃慮し࡚行ࢃれる࠶࡛ࡁ࡭るࡲࠋた 68)

管理の政策や実施にࡣ、฼┈ศ配࣓࢝ニ࣒ࢬを௜ᖏする࠶࡛ࡁ࡭るࠋ 

 地ᇦࡀ P)(6 ᨭᡶ対象となっ࡚࠸る地༊࡛ࡣ、≉ู฼⏝林管理ጤဨ会ࡣ森林ಖ඲の業

ົを地ᇦのఫ民との森林ಖ඲ዎ約とし࡚⥾結する࠶࡛ࡁ࡭るࠋ 

 68) にお࡚࠸森林のᢥఆをㄆࡵる政策࠶ࡀるの࡛、関連ᶵ関ࡣ実㝿に森林のᢥఆに関

するガイドラインをᩚഛするととࡶに㈈※の☜ಖを行࠶࡛ࡁ࡭࠺るࠋ 

 タケࣀコ᥇ࡾな࡝の 17)P の฼⏝ᶒࡣ地ඖのேたࡕに☜約する࠶࡛ࡁ࡭る68ࠋ) ࡛㐀

林ࡀᚲ要なሙ合にࡣ、ᅾ᮶✀のリンࢦな࡝ 17)P ࡭れるᶞ✀の㑅ᢥを⪃慮するࡽᚓࡀ

 ࠋる࠶࡛ࡁ

 

５－２－２ ᳜林・㐀林とኳ↛᭦᪂の᥎㐍 

プロジェクトの⤒㦂 

 ໭す㒊࡛のᗈ࠸Ⲩᗫ地を修᚟し、ᮌᮦの㟂要ቑを‶たすたࡵに、᳜林や㐀林、ኳ↛᭦

᪂のニー࠶ࡀࢬるࡲࠋた、中ኸ㧗地や中ኸἢᓊ地ᇦとࡣ␗なࡾ森林ῶᑡ率ࡀ㧗ࡃな࠸

㸫 28 㸫



㸫 29 㸫

 

໭す㒊࡛ࡣ、᳜林や㐀林、ኳ↛᭦᪂にࡼる森林Ⅳ⣲㔞のቑ強にࡼる 5(DD�の᥎㐍の

たࡵに㔜要࡛࠶るࠋ 

 

ᩍカ 

 ᪂プロジェクト࡛ࡣ、᳜林や㐀林、ኳ↛᭦᪂をಁ㐍するࡇとࡀ㔜要࡛࠶るࠋ同時に、

᳜林や㐀林、ኳ↛᭦᪂の計⏬を❧࡚るሙ合ࡣ、中・㛗期の投㈨計⏬、ᕷሙ性、ᶞ✀の

組合ࡏや㑅ᢥ、ⱑᮌ生⏘、地ᇦのニーࢬや≉性を⪃慮する࠶࡛ࡁ࡭るࠋ 

 

５－２－３ ┬森林モニタリングシス࣒ࢸ（P)M6）の活⏝ 

プロジェクトの⤒㦂 

 ᮏプロジェクト࡛ࡣ、P)M6 の改ၿのたࡵに、タࣈレࢵト P& を౑ったࢹータ཰㞟と

స、ࡣの手法ࡇࠋを㛤発した࣒ࢸをᑟ入した᝟ሗ管理シス（ースࢯープン࢜）6,*4

業㈇Ⲵとコストを㍍ῶし、⢭度とᣢ⥆性を㧗ࡵると᝿定され࡚࠸るࠋ 

 プロジェクトࡣ、P)M6 とし࡚、森林レンジࣕーと村ⴠの森林ࣃトロールࢳー࣒との

間の連携を強化したࠋ結果とし࡚、森林モニタリングシス࣒ࢸの効率性を改ၿし、

5(DD�の計 ・ሗ࿌・᳨ド（MHDVXUHPHQW� 5HSRUWLQJ DQG 9HULILFDWLRQ㸸M59）にᐤ୚す

るྍ能性࠶ࡀるࠋ 

 

ᩍカ 

 森林モニタリングシス࣒ࢸを効果的に㐠⏝するたࡵに、ࡇの P)M6 手法をᣑᙇするࡇ

とࡀ᥎⸀されるࠋP)M6 ࡀに、඲ᅜ的に᥇⏝されるྍ能性࠼ࡺの⢭度と効率性ࡑ、ࡣ

 㛤発プロジェクト（DHYHORSPHQW RI MDQDJHPHQW࣒ࢸ森林セクター管理᝟ሗシスࠋる࠶

,QIRUPDWLRQ 6\VWHP LQ )RUHVWU\ 6HFWRU㸸)25M,6）（࢕ࣇンランドのᨭ᥼にࡼる森林セク

ターの᝟ሗ管理シス࣒ࢸ）や、5(DD�をᨭ᥼する௚のドࢼーとの᭦なる༠力や᝟ሗඹ

有ࡀᮃࡲれるࠋ 

 

㸳㸫㸱 ⏕ィྥୖάື㸸άືෆᐜの⤠り㎸ࡳ、㑅ᐃᇶ‽の෌⪃ 

プロジェクトの⤒㦂 

 ロー࢝ルコンࢧルタントにࡼるୡᖏ調査の結果とし࡚、森林管理のモ࣋ࢳーションࡣ、

森林管理を実㊶するࡇとにࡼっ࡚ᚓࡽれる฼┈に┤᥋結び࠸࡚࠸ࡘるࠋ౛ࡤ࠼、Ỉの

ಖ඲やᮦᮌへのアクセス、17)P、ᅵ地の฼⏝ᶒと P)(6 る（ῧ௜㈨ᩱ࠶࡛ 1、$QQH[ 13、

)LJXUH 6 と 8 をཧ↷のࡇと）ࠋ 

 プロジェクト࡛ࡣ生計向上活動へのᨭ᥼を行ったࡑ、ࡀれࡀ森林管理実㊶のモ࣋ࢳー

ションに結び௜࠸࡚࠸るか࠺࡝かࡣ㝈定的࡛࠶るࠋ 
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ᩍカ 

 ᪂プロジェクトにࡼる村民へのᨭ᥼ࡣ、ᮦᮌの฼⏝ᶒ฼や 17)P の᥇㞟、ᅵ地฼⏝ᶒ

や P)(6 のᨭᡶ࠸な࡝、森林かࡽの┤᥋的な฼┈をᚓࡽれる活動に↔点を合ࡏࢃるࠋ 

 ᪂プロジェクトにお࡚࠸、森林に関係な࠸生計向上活動のᑟ入ࡣ、地ᇦの状況や㈝⏝

と効果、ఫ民の能力に合࡚ࡏࢃ㑅ᢥす࠶࡛ࡁ࡭るࡲࠋた、㑅ᢥᇶ‽の୍ࡘとし࡚、ラ

࠸な活動と࠺ࡼする┈⿻ࡀのୡᖏ࡚࡭に、す࠺ࡼの（࡝ࡲ改Ⰻᘧか）ࣈス・ストー࢜

れる（ῧ௜㈨ᩱࡽࡆᣲࡀとࡇ࠺ 1、$QQH[ 13、)LJXUH 3 と  ࠋ（4

 

㸳㸫㸲 9) のᶵ⬟の᫂☜໬と、ᇶ㔠㐠⏝のᨵၿ 

プロジェクトの⤒㦂 

 現時点࡛9、ࡣ) ࡣࡘ୍ࠋる࠸のᙺ๭を果たし࡚ࡘ஧ࡣ P)(6 の入㔠とศ配࡛、஧ࡘ

目ࡣ生計向上のたࡵのリ࣎ルビングの⼥㈨となっ࡚࠸るࠋᮏプロジェクトࡣ、ᇶ㔠の

᭱ప㝈の㐠⏝と管理能力強化を行ったࠋしかし、ᇶ㔠のᶵ能と管理に࡚࠸ࡘ᫂☜化す

るᚲ要࠶ࡀるࠋ 

 9、ࡎࡲ) P)(6、ࡣ村ⴠᇶ㔠ࠋる࠶ࡀるᚲ要࠼⪄かࡁ࡭の村࡛タ❧する࡚࡭すࡣ のᨭ

ᡶ࠸のཷけ─になると同時に、村ⴠࣃトロールの㈈※管理のᶵ能とし࡚ࡶ౑ࡇ࠺とࡀ

 ࠋるࡁ࡛

 次に、9) の目的とᶵ能に関し࡚、森林ಖㆤのಁ㐍のたࡵか、生計向上のたࡵୡᖏへ

のᑠཱྀ⼥㈨な࡝の㔠⼥ࢧービスᥦ౪のたࡵか、ࡑれࡽの୧᪉かと࠺࠸␲問࠶ࡀるࠋ 

 第3␒目9ࡣ)のᶵ能ࡀᑠつᶍな㔠⼥ࢧービスのᥦ౪をྵࡴの࡛࠶れࡤ、タ計や㐠⏝、

ᇶ㔠管理にࡣ改ၿࡀᚲ要࡛࠶るࠋ改ၿ点とし࡚、㔠⼥つᚊのḞዴ、⼥㈨の↔ࡆ௜ࡁへ

の対ฎ、㐠⏝コストや㏉῭能力を⪃慮しな࠸㔠฼のタ定ࡾ࠶ࡀ、村ⴠᇶ㔠の目ῶࡀࡾ

ᠱᛕされ、ᣢ⥆性ࡀ☜ಖ࡛ࡁなࠋ࠸ 

 

ᩍカ 

 9) をプロジェクト࡛ᑟ入する㝿に9、ࡣ) の目的とᶵ能を᫂☜化するᚲ要ࡾ࠶ࡀ、期

ᚅされるᶵ能と、ࡑの௚の㑅ᢥ⫥をྵྫྷ࡚ࡵ࿡するᚲ要࠶ࡀるࠋ 

 9) ᐙ計を改ၿࡣービスࢧな࠺ࡼのࡇ、ࡾを‶たし࡚おࢬ村࡛のᑠཱྀ㔠⼥のニー、ࡣ

するたࡵの第 1 Ṍ࡛࠶るࠋᇶ㔠ࡀᑠつᶍ⼥㈨をᥦ౪するሙ合ࡣ、ᣢ⥆性を㧗ࡵるᑓ㛛

的なᨭ᥼ࡀᚲ要࡛࠶るࠋ᪂プロジェクト࡛ࡣ、マイクロ࢓ࣇイࢼンスᶵ関との༠ാの

ྍ能性を᥈るᚲ要࠶ࡀるࡇࠋれࡽの組⧊ࡣ、村ⴠのୡᖏに対し࡚、ᐙ計管理やお㔠に

関する▱㆑（ILQDQFLDO OLWHUDF\）のᇶᮏ的な研修をᢸ当するࡇとྍࡶ能࡛࠶るࠋ 
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㸳㸫㸳 ࡑの௚ 

５－５－１ ロー࢝ルリࢯースの活⏝ 

プロジェクトの⤒㦂 

 5(DD࢚࢕ࢹࡣ�ンビ࢚ン┬にࡣ᪂し࠸概ᛕ࡛ࡾ࠶、᪥ᮏேᑓ㛛ᐙやࣀࣁイかࡽの現地

ᑓ㛛ᐙࡀ、プロジェクトの実施のたࡵにᚲ要࡛࠶ったࠋしかし、村ⴠ࡛の活動࡛ࡣ、

 ࠋった࠶能࡛ྍࡀ⏝の活（ースࢯリ）※の地ඖの㈨࡝ン┬の政府⫋ဨな࢚ンビ࢚࢕ࢹ

 

ᩍカ 

 ᪂プロジェクト࡛ࡣ、ᮏプロジェクトにࡼっ࡚カ⦎された࢚࢕ࢹンビ࢚ンの地ඖのே

的㈨※をプロジェクト実施に効果的に活⏝する࠶࡛ࡁ࡭るࠋ 

 

５－５－２ 民間セクターとの連携 

プロジェクトの⤒㦂 

 ᮏプロジェクトࡣ、᪥ᮏ௻業 3 社（ఫ཭林業、アスクル、ࣖンマー㈨※ᚠ環ᶵ構）の

௻業の社会的㈐௵（&RUSRUDWH 6RFLDO 5HVSRQVLELOLW\㸸&65）とし࡚、2013 ᖺ 8 ᭶かࡽᨭ

᥼をཷけ࡚おࡾ、森林管理の┳ᯈ、森林ࣃトロールࢳー࣒のไ᭹、P)M6 ⏝のタࣈレ

トࢵ P&、ⱑᮌのᥦ౪ࡀ行ࢃれた࢚࢕ࢹࠋンビ࢚ン┬と -,&$ にとっ࡚、5(DD�実施

のたࡵの民間㒊㛛かࡽのᨭ᥼ࡣ㔜要࡛࣋、ࡾ࠶ト࣒ࢼと᪥ᮏ࡛࢘ェࢧࣈイト࡛のᗈሗ

にࡶ活⏝されたࠋ 

 

ᩍカ 

 ᪂プロジェクト࡛5、ࡶ(DD�ಁ㐍のたࡵに民間セクターとの᭦なる連携を、関係者間

のࡾࡼⰋ࠸調ᩚと管理を⪃慮しなࡽࡀ᥎㐍する࠶࡛ࡁ࡭るࠋ 
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第６章 ᡤឤ 

 

㸴㸫㸯 ᅋ長ᡤឤ（ᐑⷵᾈ樹） 

�1� -,&$ ᨭ᥼のインࣃクトの強化 

࡛ࡲれࡇ -,&$  、ࡣ࡛

ձ ₯ᅾ的㐺地調査にࡼるཧ↷᤼ฟレ࣋ル（5(/）�ཧ↷レ࣋ル（5/）➼の㛤発、 

ղ 5(DD� PLORW PURMHFW にࡼる࢚࢕ࢹンビ࢚ン┬ P5$P の策定、 

ճ 686)25M�12:にࡼる P5$P実施ᨭ᥼と࣋ト࣒ࢼの5(DD�᥎㐍にᚲ要なᢏ⾡ᨭ

᥼をẁ㝵的に実施し࡚࡚ࡁおࡇ、ࡾれࡽの成果࣋ࡣト࣒ࢼ政府のみなࡎࡽ௚ドࢼーᶵ

関➼にとっ࡚ࡶᴟ࡚ࡵ㔜要な᝟ሗࢯース、ࡲたレ࢓ࣇレンスとなっ࡚࠸るࠋ 

౛ࡤ࠼、ձのࢹータࡣᅜᐙレ࣋ルの 5(/�5/ ⟬定及びୡ⏺㖟行森林Ⅳ⣲ࣃートࢼー

シࢵプᇶ㔠（)RUHVW &DUERQ PDUWQHUVKLS )DFLOLW\㸸)&P)）の࢝ー࣎ン࢓ࣇンド対象 6 ᕞの

᤼ฟ๐ῶ㔞・྾཰㔞のࢸ࣏ンシࣕル⟬定のたࡵのᇶ♏ࢹータとし࡚活⏝され、ղの

P5$P 策定中のࡀ中ኸ政府ࡣ P5$P ガイドラインの࣋ースとなっ࡚おࡾ、ճ࡛㛤発・改

ၿされた P)M6 ࢸた௒ᚋ中ኸのᅜᐙ森林モニタリングシスࡲ、ࡃ㧗ࡶ௚┬の関ᚰ、ࡣ

 ࠋる࠸期ᚅされ࡚ࡀとのリンク（1DWLRQDO )RUHVW MRQLWRULQJ 6\VWHP㸸1)M6）࣒

᪂プロジェクトの≺࠸の୍ࡇ、ࡣࡘれࡽの成果を活⏝・発ᒎさࡏなࡽࡀᅜ・‽ᅜレ

ルの࣋ 5(DD�᥎㐍に貢献し࡚ࡇࡃ࠸と࡛࠶るࡑ、ࡀのたࡵにࡣ、政府関係者、௚ドࢼー

➼への✚ᴟ的なアࣆール及びാࡁかけととࡶに、ドࢼー間のコーࢿ࢕ࢹーションࡇࡀ

れ࡛ࡲ௨上にᚲ要となっ࡚ࡃるࠋ 

 

�2� ໭す㒊 4 ┬における᪂プロジェクトのスコープ 

ᅜ඲యとし࡚ࡣ、森林㠃✚ࡀቑຍഴ向にࡾ࠶、༢఩㠃✚当たࡾのኳ↛林のⅣ⣲スト

ンに࣎ー࢝森林ῶᑡ・ຎ化に起因する、࡚࠸にお࣒ࢼト࣋࠸なࡃࡁỴし࡚኱ࡶク㔞ࢵ

ㄆ㆑ࡀの関係者ࡃከࡣとࡇ࠸なࡃỴし࡚㧗ࡣンシࣕルࢸ࣏DD�の)5、ࡶけ╔目し࡚ࡔ

し࡚࠸ると࠶࡛ࢁࡇるࠋ 

る໭す㒊࠶᪂プロジェクトの対象地࡛、ࡶル࡛見たሙ合࡛࣋た、‽ᅜレࡲ 4 ࢯ）┬

ンラ、ライࢳョ࣍、࢘アビン、࢚࢕ࢹンビ࢚ン）ࡣ中㒊ᾏᓊ、中㒊㧗ཎな࡝とẚ㍑し

࡚森林ῶᑡ率ࡣ㧗ࡃなࡇࠋ࠸のたࡵ、同地ᇦ࡛ 5(DD�を㐍ࡃ࠸࡚ࡵሙ合、࠸かにⅣ⣲

ストࢵクのቑ኱を図っ࡚ࡃ࠸かࡀ኱ࡁな㘽となࡾ、᳜林及びኳ↛᭦᪂のಁ㐍ࡀ㔜要と

なっ࡚ࡃるࠋたࡔし、᳜林にࡑ、ࡶ࡚࠸ࡘれࡀᮌᮦ生⏘を目的とするሙ合、ఆ᥇イコ

ール᤼ฟとなるࡇとか5、ࡽ(DD�のア࢘࢝ン࢕ࢸング期間のタ定࠸かࢇにࡼっ࡚ࡣⅣ

⣲ストࢵクのቑ኱㔞を࢘࢝ント࡛ࡁなࡃなるྍ能性ࡶฟ࡚ࡃるࡇとに␃ពするᚲ要ࡀ

 ࠋる࠶

ン࢚࢕ࢹ࠺࠸の森林ಖㆤ㛤発計⏬（)PDP）の᥎㐍に㈨するࠖと┬ࠕ、ࡣのほ点࡛ࡑ
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ビ࢚ン┬ P5$P のᇶᮏコンセプトࡣᴟ࡚ࡵ妥当なࡶの࡛ࡾ࠶、௚ 3 ┬における P5$P

の策定・実施に当たっ࡚࢝、ࡶー࣎ンかࡽ期ᚅされる౽┈のみなࡎࡽ、P)(6、ᮌᮦ生

⏘な࡝森林かࡽᚓࡽれるከᵝな౽┈を⪃慮しࡑ、ࡘࡘのෆᐜを᳨ウし࡚ࡇࡃ࠸とࡀ㔜

要となっ࡚ࡃるࠋ 

 

�3� ᪂つண定෇೉Ḱ（໭す㒊ᣢ⥆的森林管理事業）にࡼる活動のスケールアࢵプに࡚࠸ࡘ 

᪂プロジェクト࡛ࡑ、ࡣの成果を໭す㒊ᣢ⥆的森林管理事業を㏻࡚ࡌスケールアࢵ

プし࡚ࡃ࠸構᝿࡛࠶るࡑ、ࡀのほ点かࡽ௨ୗに࡚࠸ࡘ␃ពするᚲ要࠶ࡀるࠋ 

 ᪂プロジェクト࡛25(686、ࡣM�12: のྛ✀手法・活動をࡑのࡲࡲ㋃くするの࡛な

に、生計向上活動に関し、4≉ࠋとࡇ᪉を᳨ウするࡾ⡆⣲化したやࡾࡼ、ࡃ ┬を対象

とする᪂プロジェクト࡛ࡣ 686)25M�12: ース的にᅔ㞴࡛ࢯリࡣᨭ᥼࠸な手ཌ࠺ࡼ

 ࠋ（ࡾᩍカ・ᥦゝのとお）る࠶ࡀプションを⤠るᚲ要࢜、ࡾ࠶

 ୍᪉࡛、生計向上にࡘなࡀる活動の࢜プションとし࡚、現ᅾ実施中のಖ඲林㐀林・ᣢ

⥆的管理事業の活動（℺₅施タ、㐨㊰な࡝のᑠつᶍインࣇラ、ⱑ⏿ᩚഛ➼）をཧ⪃と

するࡇとࡶ㔜要࡛࠶るࠋ≉に、ࣃイロࢵトࢧイトにお᳜࡚࠸林・ኳ↛᭦᪂のಁ㐍を図

っ࡚ࡃ࠸ሙ合、ࡑれに┤結するᨭ᥼ࡣఱかとࡇ࠺࠸とを༑ศに⪃慮するᚲ要࠶ࡀるࠋ 

 

�4� Ẽೃኚ動対策ᨭ᥼プログラ࣒（6P�5&&）、ಖ඲林㐀林・ᣢ⥆的管理事業をྵࡵたໟᣓ

的な対ᛂ 

᪂プロジェクトのᇶᮏコンセプトࡣ、-,&$ の森林・⮬↛環境ಖ඲ศ㔝のྲྀ組みを୍

య化し、ࡾࡼ効果的・効率的なᨭ᥼をᒎ㛤し࡚ࡇࡃ࠸と࡛ࡑ、ࡾ࠶のほ点࡛ࡣ現ᅾ実

施中の 6P�5&&、ಖ඲林㐀林・ᣢ⥆的管理事業との連携をࡃ࠸࡚ࡵ῝ࡾࡼᚲ要࠶ࡀるࠋ 

現ᅾの 6P�5&& の㈨㔠をࡑ、ࡣ 5(DD�活動や≉定の対象࢚リアにイࣖーマーク࡛ࡁ

る௙組みにࡣなっ࡚おࡎࡽ、ྍ能࡛࠶れࡑࡤの௙組みをኚ࠼るࡇとࡀᮃࡲし࠸と⪃࠼

るࡑ、ࡀれࡀ㞴し࠸ሙ合࡛࠶っ࡚ࡶ、౛ࡤ࠼ 6P�5&& の㐍ᤖモニタリングの対象とし

࡚᪂プロジェクトを᫂☜に఩⨨࡙けるࡇとࡣ -,&$ ᨭ᥼の୍య化のಁ㐍にࡘࡶなࡾࡀ、

ࡶഃ࣒ࢼト࣋、と࡛ࡇのࡑたࡲ 6P�5&& 及び᪂プロジェクトを」合的にᤊ࠼る࠺ࡼに

なると࠸った効果ࡶ期ᚅ࡛ࡁると⪃ࡽ࠼れるࠋ 

ಖ඲林㐀林・ᣢ⥆的管理事業におࡣ࡚࠸、森林モニタリングに 686)25M�12: ࡀ

㛤発した P)M6 のᑟ入を᳨ウするな࡝᪤に┦஌効果ࡀ発᥹され࠶ࡘࡘるࡑ、ࡀの▱見・

⤒㦂をᑗ᮶の໭す㒊ᣢ⥆的森林管理事業に活⏝し࡚ࡃ࠸たࡵにࡶ᭦なる連携強化ࡀ㔜

要࡛࠶るࠋ 

&&6P�5、ࡣのほ点࡛ࡑ、たࡲ の༠調⼥㈨者࡛ࡾ࠶、ಖ඲林㐀林・ᣢ⥆的管理事業と

同࢚ࡌリアを対象とし࡚࠸る )&P) ࡣンドを㐠Ⴀするୡ⏺㖟行との連携࢓ࣇン࣎ー࢝

ᴟ࡚ࡵ㔜要となっ࡚ࡃるࠋ 
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�5� 中ኸ政府及び地᪉政府関係者の 5(DD�に対する理ゎのಁ㐍 

における࣒ࢼト࣋ 5(DD2012、ࡣ� ᖺに策定された 15$P を࣋ースに、┬（༢⊂ࡲ

たࡣ」ᩘ┬）を༢఩とした‽ᅜ࣋ース࡛㐍ࡃ࠸࡚ࡵ᪉法をྲྀっ࡚おࡣ࡛ࡇࡑ、ࡾ実施

୺యとなる地᪉政府（PP&、D$5D ➼）の 5(DD�に対する༑ศな理ゎࡀᚲ要୙ྍḞ࡛

 ࠋる࠶

ࡣ࡚࠸ン┬にお࢚ンビ࢚࢕ࢹ 686)25M�12: にࡼるᨭ᥼を㏻࡚ࡌ┬政府関係者の

理ゎ୍ࡣ定⛬度῝ࡲっ࡚࠸ࡣるࡶのの、ࡔࡲ༑ศとࡣゝ࠸㞴୍ࠋ࠸᪉࡛、௚ 3 ┬にࡘ

地ࡽ㛤ጞ時かࡣ᪂プロジェクト࡛、ࡽとかࡇのスタートとなるࡽⓑ⣬かࡰ࡯、ࡣ࡚࠸

᪉政府関係者の理ゎಁ㐍ࡀ図ࡽれる࠺ࡼᕤኵし࡚ࡃ࠸ᚲ要࠶ࡀるࠋලయ的にࡣ、ձྍ

能な㝈ࡾシンプル化したෆᐜ࡛ㄝ᫂を行࠺、ղ5(DD�のᅔ㞴なഃ㠃ࡶ㐺ษにㄝ᫂する

（㐣๫な期ᚅឤをᢪかࡏな࠸）、ճロー࢝ルリࢯース（中ኸ政府及び࢚࢕ࢹンビ࢚ン┬

政府関係者）を㏻ࡌたㄝ᫂をᚰ᥃けるなࡀ࡝㔜要となっ࡚ࡃると⪃ࡽ࠼れるࠋ 

たࡔし、現状࡛ࡣ中ኸ政府におࡶ࡚࠸ 5(DD�を理ゎし࡚࠸る者ࡣ㝈ࡽれ࡚おࡾ、᪂

プロジェクト࡛ࡑ、ࡣの㒊ศのࣃࣕ࢟シ࢕ࢸビル࢕ࢹングࡶᚲ要となっ࡚ࡃるࠋ≉に、

໭す㒊 4 ┬を対象としたコン࣏ーࢿント 2 の &�P ᶵ関となる森林プロジェクト管理ጤ

ဨ会ࡇ、ࡣれ࡛ࡲ 5(DD�関連事業の⤒㦂ࡀὸࡇ࠸とࡇࡎࡲ、ࡾ࠶ࡶの㒊ศのࣃࣕ࢟シ

 ࠋる࠶要࡛⫢ࡀとࡇࡃ࠸ングを᪩ᛴに図っ࡚࢕ࢹビル࢕ࢸ

 

�6� 5(DD�をྲྀࡾᕳࡃ状況のኚ化に対するᰂ㌾な対ᛂ 

-,&$ ᨭ᥼にࡼる࢚࢕ࢹンビ࢚ン┬ P5$P 策定・実施࣋ࡀト࣒ࢼの 5(DD�඲యに対

し࡚኱ࡁなインࣃクトを୚࠸࡚࠼るࡇとࡣ政府関係者、௚ドࢼー➼ࡶㄆ㆑し࡚࠸ると

┬ン࢚ンビ࢚࢕ࢹࡣ67࡛)25(91、ࡾ࠶࡛ࢁࡇ P5$P及びラ࣒ドン┬ P5$P（81�5(DD

プログラ࣒�ᨭ᥼）を࣋ースに඲ᅜඹ㏻の P5$P 策定ガイドラインをస成中࡛࠶るࠋ 

における࣒ࢼト࣋の࡛ࡲれࡇ 5(DD�඲యの㐍ᤖ状況にࡣ࡚࠸ࡘ、P5$P の࠺ࡼに୍

定の㐍ᤖࡀ見ࡽれる㒊ศ࠶ࡶれ�5/)5、ࡤ/ の࠺ࡼに行ࡘࡁᡠࡘࡾの⧞ࡾ㏉し࡛なかな

か㐍ࡲな࠸㒊ศ࠶ࡶるのࡀ現実࡛࠶るࡑࠋの要因の୍ࡘに、ᅜ඲యの 5(DD�の⤫ᣓᙺ

をᢸ࣋ࡁ࡭࠺ト࣒ࢼ 5(DD࢕ࣇ࢜�ス（9LHWQDP 5(DD� 2IILFH㸸952）ࡀ༑ศなᶵ能を

果たし࡚࠸なࡇ࠸と࠶ࡀるࡑ、ࡀれととࡶに、ドࢼーᶵ関のᛮᝨの㐪ࡲ、࠸た、5(DD�

に関するᅜ㝿動向や௚ᅜの動向ࡶᵝᏊ見しなࡽࡀ次のアクションを起ࡇさࡊるをᚓな

 ࠋる࠶ࡶった背景࠸と࠸

事業を計⏬的ࡣ᪂プロジェクト࡛、ࢁࡇれるとࡽ࠼⪄とࡃ⥆当㠃ࡣな状況࠺ࡼのࡇ

に㐍ࡃ࠸࡚ࡵと同時に、ࡑの時ࠎの状況に合ࡏࢃたᰂ㌾な対ᛂࡶᚲ要となっ࡚ࡃるࠋ 

 

                                                        
� ᅜ連森林ῶᑡ・ຎ化に起因する ᬮ化ガスの᤼ฟとࡑのᢚไ᪉策計⏬（8QLWHG 1DWLRQV &ROODERUDWLYH PURJUDPPH RQ 

5HGXFLQJ (PLVVLRQV IURP DHIRUHVWDWLRQ DQG )RUHVW DHJUDGDWLRQ LQ DHYHORSLQJ &RXQWULHV） 
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㸴㸫㸰 ㈋ᅔ๐ῶ�5(''ࢭ�ー࢞ࣇーࢻᅋ員ᡤឤ（Ⳣཎ㕥㤶） 

 5 ᖺ間にࢃたる༠力ᨭ᥼に25(686、ࡾࡼM�12: ࡃᗈࡣの⤒㦂ࡑ、の成果をฟしࡃከࡣ

᪤にࡣ࡚࠸ࡘの成果にࠎಶࠋたࡁーに発ಙ・ඹ有され࡚ࢼ中ኸ・地᪉政府や௚ド࣒ࢼト࣋

評価ሗ࿌᭩に記され࡚࠸るࡣ࡛ࡇࡇࠋ、生計向上、9)、5(DD�セーࣇガードのഃ㠃にࡁࡘ、

評価ሗ࿌᭩のᥦゝの⿬௜けをᥦ♧するととࡶに、௒ᚋの㢮ఝ᱌௳に♧၀をᥦ౪するとᛮࢃ

れる事㡯に関し、⪃ᐹをຍ࠼たࠋ࠸ 

 

��� 生計向上ᨭ᥼に࡚ࠝ࠸ࡘマイクロ࢓ࣇイࢼンスᶵ関（0),）や民間連携ྵࠞࡴ 
1� 生計向上ᨭ᥼の᪉向性㸸プロジェクト࡛ࡣ生計向上に関しከ✀ከᵝかࡘ手ཌ࠸ᨭ᥼

を行っ࡚ࡁたࠋしかし、同手法の次期᱌௳への㐺⏝にࡣ࡚࠸ࡘ、㈝⏝対効果、ᣢ⥆

性、ᬑ及ྍ能性の㠃࡛␲問࠶ࡀるࠋ௒ᚋの生計向上に関し࡚ࡣ、ձ森林政策・ไ度・

業ົの改ၿを㏻ࡌたఫ民へのインセンࣈ࢕ࢸ௜けの強化とࡑれにࡼる生計のᏳ定・

向上、ղ森林セクターእの生計向上ᨭ᥼の஧者にศけ᳨࡚ウし、次期᱌௳に関し࡚

ᚲࡀࢳ㑅ᢥ的・ᡓ略的なアプローࡾࡼࡣし、ղに関し࡚ࡃከࡾࡼձのẚ㔜を現ᅾࡣ

要࡛࠶るࠋ 

2� ձの森林政策・ไ度の改ၿにࡼる生計Ᏻ定・向上ᨭ᥼㸸≉に、ఫ民のᅵ地・林⏘≀

の฼⏝をཝ᱁につไする≉ู฼⏝林政策・管理業ົに関し、次期᱌௳࡛ࡣ中ኸ政府

への政策ᥦゝࡶᑕ⛬に入れた᳨ウࡀᚲ要࡛࠶るࠋ≉ู฼⏝林地の指定ࡣᣑ኱ഴ向に

࠺ࡑ、௚᪉࡛ࠋる࠶の࡛ࡶࡁ࡭Ḽ㏄すࡣࡽ森林ಖㆤのほ点かࡣしたഴ向࠺ࡑ、ࡾ࠶

した地ᇦを័⩦的に⪔సし、ࡲたࡇࡑに࠶る林⏘≀を฼⏝し࡚ࡁたᑡᩘ民᪘や地ᇦ

ఫ民の生活に㈇のᙳ㡪を及ࡰすࡇとྰࡶ定࡛ࡁなࡼࠋ࠸っ࡚、࠺ࡇしたఫ民への㈇

のᙳ㡪を᭱ᑠ㝈にし、森林ಖㆤの౽┈をఫ民ࡶᚓࡽれる᪉策（බṇなࢵ࢕ࣇࢿ࣋ト

シェア）ࡀ≉ู฼⏝林管理政策や業ົに組み込ࡲれるᚲ要࠶ࡀるࠋලయ的にࡣ、�L� 

P)(6 ฼⏝林管理ጤဨ会と地ᇦఫ民の間の森林ಖㆤู≉、ࡎࡽれる地ᇦに㝈ࡲ見込ࡀ

ዎ約を᥎㐍し、森林をಖㆤする対価とし࡚ఫ民ࡀ⤒῭的（㔠㖹的）౽┈をཷけࡽれ

る࠺ࡼなᥐ⨨をㅮࡑ、ࡌのたࡵのண⟬を政府ࡀ☜ಖする、�LL� ≉ู฼⏝林の୍㒊に

お࡚࠸㏆㞄ఫ民に間ఆᮦの୍㒊やタケࣀコ、⮬生✀の果実➼ 17)P の฼⏝をチྍす

る政策ࡀ実施される࠺ࡼ┬レ࣋ル࡛のガイドラインのᩚഛや、୍㒊地ᇦෆ࡛の↝ࡁ

⏿௦᭰生計活動の᥎㐍➼ࡀᮃࡲれるࠋ 

3� ղの森林セクター௨እの活動にࡼる生計のᏳ定・向上ᨭ᥼の᪉向性㸸�L� 対象地に関

ࡑ、たࡲ、ᑟ入しࡃれる活動をᗈࡲ見込ࡀ生計のᏳ定と森林ಖ඲効果の発現ࡎࡽࢃ

の௚にࡣ࡚࠸ࡘ �LL� 対象地ᇦや㞟団の≉性やẚ㍑ඃ఩性を⪃慮した上࡛活動を㑅

定するࡇとࡀ⫢要࡛࠶るࠋ 

4� ㈋ᅔᒙの生活を改ၿする⡆᫆ᢏ⾡のᬑ及㸸�L� の௦表的なࡶのとし࡚ラ࢜ス・ストー

ᑟ入した生計向上ࡀプロジェクトࡣࣈス・ストー࢜ラࠋる࠶ࡀ（࡝ࡲ改Ⰻᘧか）ࣈ

活動の中୍࡛ࡶ␒౽┈をᚓた活動とし࡚ఫ民にㄆ㆑され࡚おࡲ、ࡾた、対象村の࡯
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と࡝ࢇのୡᖏ࡛฼⏝され࡚࠸たࠋラ࢜ス・ストーྛࡣࣈୡᖏの⸄のᾘ㈝㔞をῶࡽし

森林ಖ඲をᚋᢲしするのみなࡎࡽ、⸄㐠びのປ力㍍ῶや調理の手間や時間をῶࡽす

効果をᣢࡲ、ࡕさに㈋ᅔᒙの生活改ၿニーࢬに合⮴したࡀᨾに、ᗈࡃᬑ及したと᥎

ᐹするࡲࠋた、ᐙ␆㣫⫱な࡝にẚし、⤒῭的効果発現࡛ࡲの時間ࡲ、ࡃ▷ࡀた㡰␒

ᚅࡀࡕな࠸点、リスクᅇ㑊ഴ向に࠶る㈋ᅔᒙの行動ᵝᘧにࡶ㐺合したࠋ௒ᚋの㢮ఝ

᱌௳におࡣ࡚࠸、ラ࢜ス・ストーࣈの࠺ࡼに༶時効果ࡾ࠶ࡀ、ከࡃのୡᖏࡀ౽┈を

ᚓࡽれる⡆᫆生活改ၿᢏ⾡のᑟ入᳨ウࡀᮃࡲしࠋ࠸㢮ఝのࡶのとし࡚、ࡺࢃ࠸る%2P

（%DVH RI WKH (FRQRPLF P\UDPLG）〇ရとし࡚㛤発・ᬑ及され࡚࠸るࢯーラーランタン

（㟁Ẽへのアクセスࡀ㝈ࡽれる地ᇦ対象－ࢧンࣚーࡀリード）のᬑ及、ࢁ㐣ᘧライ

➼⨨のᏛᰯへのタ（ࢁࡇれるとࡽ㝈ࡀΎ₩なỈへのアクセス）ストロー・タンクࣇ

 ࠋる࠼⪄しと࡭ウす᳨ࡶᬑ及ྍ能性及びᑟ入に㝿し࡚の民間連携のྍ能性、ࡾ࠶ࡀ

5� 0), との連携にࡼる┦஌効果㸸上記の࠺ࡼな生活改ၿ⡆᫆ᢏ⾡のᑟ入に࠶たࡾ、〇

ရやᢏ⾡の価᱁ࡀ┦対的に㧗࠸ሙ合にࡣ、୍㒊を⿵ຓ㔠、ṧࡾを M), ➼と連携し、

ఫ民にࡼる๭㈿㏉῭とする࠺ࡼな௙組みを組み入れるࡇと᳨ࡶウに್するࡑࠋれに

ービスへのࢧ⼥㈋ᅔ⦆࿴の第୍Ṍとし࡚㔜要な⠇約�㈓⵳᥎㐍、㔠⼥ᩍ⫱、㔠、ࡾࡼ

アクセス改ၿを図ࡾ、ྛ ୡᖏの生計Ᏻ定・向上のᇶ♏となるᐙ計管理能力を強化し、

ᢚไすると同時に、P)(6ࡶをᑡし࡛ࢬ౫Ꮡ・ᣑ኱ニー⏿ࡁ↝ の有効活⏝を図るࠋ 

6� 対象地ᇦや㞟団の≉性⪃慮の㔜要性㸸㐲㝸地に఩⨨し、㈋ᅔ率ࡀ㧗ࡃ、ఫ民のỈ⏣

へのアクセスࡀ㝈ࡽれる（↝ࡁ⏿౫Ꮡ度ࡀ㧗࠸）㧗地のコミュニࠎ ）࢕ࢸにし࡚

+PRQJ ᪘ࡀᒃఫ）に関し࡚ࡣ、中⭡㒊のコミュニ࢕ࢸとࡣ␗なったアプローࡀࢳᚲ

要と᥎ᐹするࠋ中ᅜと㞄᥋する地の฼を生かし、㧗地にのみ⮬生する᳜≀（⸆ⲡ、

㤶㎞ᩱとし࡚価್をᣢࡘᶞ✀）の⫱成ಁ㐍やၟရ⤒㊰にのࡏるྍ能性➼ࡶሙ合にࡼ

っ᳨࡚ࡣウのవ地࠶ࡀるࠋ 

�2� 9) 

1� 現状のᶵ能㸸9) ル࡛の࣋ձ村レࡣ P)(6 のཷけྲྀࡾ・配ศ、ղ生計向上ಁ㐍のたࡵ

㈨ᶵᮦのᅇ㌿ࢧービス・ᑠཱྀローンのᥦ౪と࠺࠸஧ࡘのᶵ能を果たし࡚࠸るࠋ 

2� 9) のᚲ要性とᶵ能の᳨ウ㸸9) をす࡚࡭の村࡛ᑟ入すࡁ࡭か、ࡲた࡝の࠺ࡼなᶵ能

をᢸࡏࢃるࡁ࡭か᳨ウࡀᚲ要࡛࠶るࡾࡲࡘࠋ、P)(6 のᨭᡶࡀ࠸な࠸村࡛ࡶ 9) ᚲࡀ

要か࠺࡝か、࠶るࡣ࠸、P)(6 ࡲᙺ๭࠺࠸ービスᥦ౪とࢧ⼥ᑠཱྀの㔠、ࡶる村࡛࠶ࡀ

࡛ᢸࡏࢃるのか࠺࡝か᳨ウࡀᚲ要࡛࠶るࠋ 

3� ձの 3)(6 のཷྲྀ・配ศᶵ能ഃ㠃㸸プロジェクトࡀ᥎㐍し࡚࠸るとおࡎࡲ、ࡾ、P)(6

の୍㒊をࣃトロールやᒣⅆ事対策な࡝村レ࣋ル࡛の森林ಖ඲活動㈝に඘当し、ṧࡾ

を௚の活動に඘࡚るࡇとࡀ⫢要࡛࠶るࡲࠋたࣃトロールをྵࡴ森林ಖ඲活動㈝の඘

当に関し࡚ࡣ、地ᇦにࡼっ࡚ࡣ（≉に P)(6 ᨭᡶの見込みのな࠸村）、行政ண⟬や

ఫ民かࡽのᑡ㢠ᚩ཰なࡶ࡝⪃慮の上、9) のᚲ要性を᳨ウするࡇとࡀ㔜要࡛࠶るࠋ 

4� ղの㈨ᶵᮦのᅇ㌿・ᑠཱྀローンのᥦ౪ᶵ能ഃ㠃㸸現状࡛ࡣ、活動のᣢ⥆性をᢸಖす
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る㈈ົ೺඲性㠃に対するㄆ㆑や手ࡀ࡚ࡔ手࡛ⷧ࠶るࠋලయ的にࡣ、฼⏝ᩱのᅇ཰や

ローンの㏉῭㠃をྵࡵ㔠⼥つᚊの☜❧ࡀ୙༑ศ、ᅇ㌿さ࠸࡚ࡏるᐙ␆のṚやമົ୙

ᒚ行にࡼる࣏ート࢛ࣇリ࢜ロスに対する手࡚ࡔのḞዴ、上記ロスや㐠Ⴀコストを⪃

慮ࡎࡏに฼Ꮚ率ࡀ᜛ព的にタ定され࡚࠸る➼の問題࠶ࡀるࡇࠋれࡽの問題ࡣᨺ⨨す

れࡤ、中㛗期的にࡣ 9) ཎ㈨の目ῶࡾをᣍࡁ、ఫ民ࡀᚲ要とするࢧービスをᣢ⥆的

なᙧ࡛ᥦ౪するࡇとをᅔ㞴にするࠋ 

5� 9) のྍ能性と 0), との連携㸸9) ービスをᥦ౪ࢧᑠཱྀの㈓⵳・⼥㈨࠸฼౽性の㧗ࡣ

するࡇとにࡾࡼ、生計のᏳ定・向上のたࡵに୙ྍḞなఫ民の㔠⼥ࢧービスニーࢬを

඘㊊するྍ能性をᣢࠋࡘ≉に、཰✭期とࡑれ௨እの時期の間࡛、཰入ࡀ୙Ᏻ定な㎰

村の㈋ᅔᒙにとっ࡚ࡣ、཰入向上௨๓に୍ᖺを㏻ࡌたᾘ㈝のᖹ‽化ࡀ㔜要࡛ࡾ࠶、

ᮏഃ㠃࡛ᑠཱྀ㔠⼥ࢧービスࡣ኱ࡁなᙺ๭を果たすྍ能性ࡀ㧗ࠋ࠸しかし、᪤㏙のࡼ

上㉁ࡘᑓ㛛的▱見をᣢ、ࡣղのᶵ能に関し࡚、ࡵるた࠶ࡀなㄢ題に対ฎするᚲ要࠺

な M), との連携をᶍ⣴し、9) に࠺ࡇしたᶵ能をᢸࡏࢃるのか࠺࡝か、࠶るࡣ࠸ M),

にᮏ㒊ศを᭱ึかࡽᢸっ࡚࠼ࡽࡶるྍ能性࠶ࡀるか࠺࡝か᳨ウするととࡶに、9)

にղのᶵ能をᣢたࡏるሙ合にࡣ、㔠⼥つᚊの☜❧に向け強ไ㈓⵳のᑟ入や฼⏝ᩱ、

ローンのᅇ཰㠃࡛のᕤኵ9、ࡵྵࡶ) のࢨࢹイン、管理・㐠⏝上の改ၿ策にࡁࡘຓゝ

をࡇ࠺ࡽࡶとࡀ⫢要࡛࠶るࠋ 

6� 0), 㑅定に࠶たっ࡚の␃ព点㸸M), との連携ᶍ⣴に࠶たっ࡚ࡣ、ᑠཱྀ⼥㈨のみなࡽ

ク対ᛂ力をୗࢵる⑓Ẽや事ᨾ➼に対する㈋ᅔᒙのショࡀなࡘᔂしにࡾ㈨⏘のྲྀ、ࡎ

ᨭ࠼するᑠཱྀ㈓⵳ࢧービス、㔠⼥ᩍ⫱、ᐙ計管理強化研修➼ࡶ同時にᥦ౪するᶵ関

を㑅定するࡇとࡀ㔜要࡛࠶るࡲࠋた、M), に関する࣋ト࣒ࢼ政府のつไ㠃ࡶᢕᥱす

るᚲ要࠶ࡀるࠋ 

�3� 5(''�セーࣇガードのほ点ࡾࡼ 
1� ఫ民のཧຍಁ㐍と⮬⏤࡛事๓に༑ศな᝟ሗを୚ࡽ࠼れた上࡛の合ព（)P,&）�ᮏഃ㠃

に関しプロジェクトࡣかなࡾὀ力し࡚ࡁたࠋཧຍを見㏦るࡇとをỴ定した村ࡵྵࡶ

࡚、村ேࡣプロジェクトに関するㄝ᫂ࡀ᫂░࡛࠶ったとし、ࡲたプロジェクトへの

村のཧຍをࡾྲྀࡶ࡛ࡘ࠸ᾘすࡇとࡁ࡛ࡀるࡇとを理ゎし࡚࠸た࠺ࡼに見ཷけࡽれるࠋ 
2� ཯㌿リスク、リーケージのྍ能性㸸プロジェクトのみ࡛対ᛂ࡛ࡁるࡶの࡛ࡣなࡀ࠸、

ᮏഃ㠃にࡣ࡚࠸ࡘⱝᖸᠱᛕ࠶ࡀるࠋ≉に、≉ู฼⏝林のᣑ኱にࡾࡼ、⪔స地・ఇ⪔

地や林⏘≀へのアクセスをኻ࠺ఫ民に༑ศな௦᭰的生計手ẁのᥦ౪やಖ㞀ࡀなされ

な࠸ሙ合、࠺ࡇしたఫ民ࡀ村やコミューンの境⏺を㉸ࡶ）࡚࠼とࡶと࠺ࡇした境⏺

ᠱᛕされࡀとࡇస地とする⪓ࡁ㛤ࡾ᪂たに森をษ（࠸な࠸ㄆ㆑され࡚ࡃ強ࡾࡲ࠶ࡣ

る࣋ࠋトࡣ࣒ࢼᅜᐙアプローࢳをྲྀっ࡚࠸るたࡵ、ᅜᐙ඲యとし࡚リーケージの問

題ࡣ発生しなࡀ࠸、ᅜ඲యとし࡚ࡾࡼⰋ࠸成果をฟすたࡵにᮏഃ㠃にὀពするࡇと

᳜、にࡽさࠋる࠶㔜要࡛ࡀ 林したሙᡤにおࡶ࡚࠸、ఫ民の⪔సニーࢬ及びᮌᮦᕷሙ・

㟂要との関係࡛、ఫ民ࡀ㛗期にᮌをษࡎࡽ⥔ᣢ࡛ࡁるかⱝᖸ␲問࠶ࡀる࠺ࡇࠋした
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ព࿡࡛ P)(6 に㝈ࡎࡽ、森林を⥔ᣢするࡇとにࡾࡼఫ民に┤᥋的౽┈ࡶࡀたࡽされ

る᪉策の᳨ウ・実施ࡀᚲ要࡛࠶るࠋ 
3� ኳ↛林のプランࢸーションへの㌿⏝リスク㸸໭す㒊୕┬ࡣ中㒊に࡛࠸ࡘ、㏆ᖺ中ᅜ

㍺ฟ向けの࣒ࢦプランࢸーションࡀᛴ㏿にᣑ኱し࡚࠸る地ᇦ࡛࠶るࠋ௒ᅇの評価࡛

ᮏഃ㠃᳨ࡣウ࡛࠸࡚ࡁなࡀ࠸、中㒊にお࣒ࢦ、࡚࠸プランࢸーションの 7 ๭ࡀኳ↛

林かࡽの㌿᥮にࡼるとのሗ࿌࠶ࡶると10ࢁࡇ、௒ᚋ␃ពࡀᚲ要11࡛࠶るࠋ 
4� ᅜᐙ 5(DD�セーࣇガードシス࣒ࢸ構⠏の動ࡁ㸸 5(DD�セーࣇガードに࡚࠸ࡘのᅜ

㝿的㆟ㄽをཷけ、現ᅾ、952 を中ᚰに標記シス࣒ࢸ構⠏᳨ࡀウ・᥎㐍され࡚࠸るࠋ

௒ᚋの᱌௳ᙧ成、実施に当たっ࡚ࡣᮏ動向にࡶ␃ពす࠶࡛ࡁ࡭るࠋなお、ᮏഃ㠃に

る࠸ᨭ᥼を行っ࡚࡚࠸ࡘ )&P)、࢜ランࢲ㛤発ᶵ構（ 6WLFKWLQJ 1HGHUODQGVH 

9ULMZLOOLJHUV㸸619）、81�5(DD かࡽのࣄアリングを行ったࠋ  
ࡽの௚㸸ᑓ㛛ᐙかࡑ ��� -,&$ ᮏ㒊、事ົᡤへの要ᮃ 

1� 5(''�に関する࣋ト࣒ࢼ事ົᡤの関୚㸸࣋ト࣒ࢼの 5(DDࡣ� -,&$ にとっ࡚ඃඛ事

㡯࡛࠶るにࡶかかࡎࡽࢃ、現状事ົᡤの関୚ࡀ㝈ࡽれ࡚࠸る5ࠋ(DD�に関するࣁ

:25M�12(686、ࡃな࡝ࢇと࡯ࡣのཧຍࡽ事ົᡤや኱౑㤋か、ࡶイ࡛の会合にࣀ

トไ度ࢵト・クレジࢵセࣇ࢜஧ᅜ間ࡣした会合࠺ࡇࠋる࠸イにேをฟし࡚ࣀࣁࡀ

（-RLQW &UHGLWLQJ MHFKDQLVP㸸-&M）との関係࡛ࡶ㔜要࡛ࡲ、ࡾ࠶た୍プロジェクト

ࡀ -,&$ や᪥ᮏ政府の᪉㔪を௦ᘚ࡛ࡁる❧ሙにࡶなࡃ、-,&$ 事ົᡤ及び᪥࣒ࢼト࣋

ᮏ኱౑㤋ࢇࡕࡁࡀと対ᛂするయไ構⠏ࡀ⫢要࡛࠶るࠋ 

2� -,&$ の会計ฎ理㸸会計対ᛂにかかる事ົᡤのே手୙㊊ࡣ理ゎ࡛ࡁるࡶのの、プロジ

ェクト会計ฎ理に関するマニュアル�ガイドラインࡀ༑ศᩚഛされ࡚࠸な࠸たࡵ、

問題ࡲࡀすࡲす」㞧化し࡚࠸るഃ㠃࠶ࡀるࠋ౛ࡤ࠼、ఱを࡛ࡲࡇ࡝会㆟㈝とし࡚ᢅ

␗ࡽ事ົᡤか、ࡃከࡀࢁࡇるとࡼಶேのゎ㔘に、ࡃ᫂☜࡛なࡀルールࡁࡘのかに࠺

なる指♧ࡀฟされるሙ合࠶ࡶるࠋ୙ᚲ要なΰ஘を㑊け、స業効率を図るたࡵにࡶ、

 ࠋる࠶ࡀ事ົᡤ࡛会計ฎ理にかかるガイドラインをᩚഛするᚲ要ࡣࡎࡲ

3� プロジェクトሗ࿌᭩のඹ有化㸸プロジェクト࡛ࡣす࡛に 100 ㏆࠸ሗ࿌᭩ࡀస成され

ᩚࡀクに関係者にඹ有するయไࢵ࢕ࢸマࢸシスࡘリーか࣒をタイࡽれࡇ、ࡀる࠸࡚

っ࡚࠸なࠋ࠸᝟ሗඹ有・බ㛤ࡣኌ㧗にྉࡤれ࡚࠸るࡶのの、-,&$ の࢘ェࢧࣈイト

$&,-）ࡣれる୍᪉、プロジェクト࡛ࡽᕷ民向け᝟ሗに㝈⯡୍ࡣ ⮬⊃（ストእに࣍

に࢘ェࢧࣈイトをಖ有࡛ࡁな࠸な࡝つไࡀከࡃ、実㉁的に⮬⏤࡛ᰂ㌾な᝟ሗඹ有ࡀ

➼ーࢼ௒ᚋの㢮ఝ᱌௳のᙧ成、௚ドࡣのሗ࿌᭩ࡽれࡇ、たࡲࠋる࠶状況に࠸なࡁ࡛

の活動にࡶ有┈࡛࠶るの࡛ඹ有ಁ㐍ࡀᮃࡲれるࠋ事ົᡤに成果≀௨እのሗ࿌᭩（ࢹ

ジタル∧࣏࢕ࢹࡴྵࡶ（࡚ࡵྵࡶジトリーシス࣒ࢸを構⠏するな࡝ᕤኵࡀᚲ要࡛࠶

                                                        
10 7R ;XDQ PKXF DQG 7UDQ +XX 1JKL �2014�� Rubber Expansion and Forest Protection in Vietnam� +XH &LW\� 7URSHQERV 

,QWHUQDWLRQDO 9LHW 1DP. SS. 16�17  
11 セーࣇガードに関する࢝ンクン合ពのほ点かࡣࡽ問題࡛࠶る࣋、ࡀト࣒ࢼの法ᚊ上ࡣᚲࡎしࡶ問題࠶ࡀると࠼࠸ࡣな

 ࠋる࠶ࡶ問題との指᦬ࡀした法⮬య࠺ࡇ、しࡔたࠋ࠸
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るࠋ 

 

㸴㸫㸱 ᳃林⾜ᨻᅋ員ᡤឤ（⚄ᒣ┿࿃） 

㏆ᖺ、࣋ト࣒ࢼに5ࡣ(DD�に係るプロジェクトや㈨㔠ࡀୡ⏺㖟行やྛᅜかࡽᨭ᥼され࡚

おࡾ、௒やୡ⏺的な5(DD�のモࢹルケースの୍ࡘとし࡚とࡽ࠼ࡽれ࡚࠸るࠋ㏵上ᅜにとっ

࡚、5(DD�の活動ࡣ、ᅜᐙ的にみれࡤⅣ⣲のῶᑡ㏿度⦆࿴の結果、森林のᣢ⥆的な管理の

達成や㈨㔠的な࣓リࢵト࠶ࡀるྍ能性࠶ࡀる୍ࠋ᪉、実㝿の現ሙ࡛活動を行࠺現地のఫ民

や地᪉行政官にとっ࡚ࡣ、地⌫ ᬮ化の⦆࿴ࡶࡾࡼ、⮬ศたࡕの生活を向上さࡏるࡇとࡀ

第୍࡛࠶るࠋ 

5(DD�⮬యࡀ、ᅜ㝿的にࡶヨ行㘒ㄗを⤒なࡽࡀ㐍࠸࡛ࢇるẁ㝵࡛ࡾ࠶、さࡲࡊࡲなࣕࢳ

レンジࡀ行ࢃれ࡚࠸るࡀ、当プロジェクト࠺ࡑ、ࡣしたఫ民の生計活動と、森林のῶᑡ・

ຎ化を⦆࿴・ᢚไする対策とを、㝵ᒙẖにస成された5(DD�アクションプランを㏻࡚ࡌ結

びࡘけた活動࡛ࡾ࠶、ୡ⏺的にࡶඛ㥑的なྲྀ組み࡛࠶るࠋ 

௒ᅇ調査࡛ゼれた村࡛ࡣ、森林管理活動を行࠺理⏤とし࡚、生計向上活動を行࠺たࡵ、

とࡔ࠺࠸け࡛なࡃ、Ỉ※のᾰ㣴➼、森林のᣢࡘᶵ能の㔜要性を理ゎ࡛ࡁたの࡛ྲྀࡾ組ࡔࢇ

と࠺࠸ኌࡶ⪺けたࡇࠋれࡣ、当プロジェクトの࣓ンࣂーの、プロジェクトに対する献㌟的

なㄝ᫂やྲྀ組みࡶࡀたࡽした結果࡛࠶ると⪃࠼るࠋ 

௒ᅇࣃࡣイロࢵトプロジェクト࡛ࡾ࠶、アクションプラン実行の結果、政策上及び現ሙ

活動上の、さࡲࡊࡲなᩍカをࡶたࡽしたࡇࠋれࡣࡽ、௒ᚋࡇの໭㒊4┬をྵࡵᒎ㛤され࡚࠸

 ࠋる࠼⪄ண定の次期プロジェクトの実行に㝿し࡚、㈗㔜なᩍカになるとࡃ

௨ୗにࡣ࡚࠸ࡘ、୺に森林政策のほ点かࡽ当᪉ࡀឤࡌたࡇとを4点㏙࡭さ࠸࡚ࡏたࠋࡃࡔ

ྍ能な㝈ࡾ、ṧࡾのプロジェクト期間におྛ࡚࠸ㄢ題➼のᩚ理・᳨ウをし࡚࠸たࡁࡔ、次

期プロジェクトの෇⁥な実施に㈨するࡈ、࠺ࡼ配慮㡬ࡁたࠋ࠸ 

 

（1） ከᵝなど点にࡼる森林管理の᳨ウ 

現状、プロジェクトෆの村࡛ࡣ、林業࡛生計を❧࡚࡚࠸る林ᐙ࡯ࡣと࠸࡝ࢇな࠸

ᶍᵝ࡛࠶るࠋ཰✭したᮌᮦࡣ⮬Ꮿのᘓタや⸄➼の⮬ᐙᾘ㈝ࡀ୺࡛、㈍኎➼࡯ࡣとࢇ

発ᒎする᮲௳とࡀ林業・ᮌᮦ⏘業、ࡃ㐲ࡶࡽた、኱ᾘ㈝地かࡲࠋ࠸な࠸れ࡚ࢃ行࡝

し࡚ࡣཝし࠸地ᇦ࡛࠶るࠋ 

をࡁಖㆤに㔜、ࡾࡼほ点࠺࠸業᣺⯆と⏘ࡣ当地ᇦの森林政策、ࡽした状況か࠺ࡇ

、ࡵᨭ᥼した森林のศ୚を㐍ࡶ࡚࠸当プロジェクトにお、ࡣ࡚࠸地ᇦにおࡁ࡭ࡃ⨨

P)(6にࡾࡼ㈨㔠を⋓ᚓし、森林管理に活⏝するࡇとࡀᣢ⥆的な森林管理のたࡵに㔜

要࡛࠶るࠋ 

୍᪉、ᮌᮦຍᕤᕤሙࡀ㏆㞄に࠶る➼཰✭したᮌᮦを同ᕤሙに㈍኎࡛ࡁ、林業⤒Ⴀ

のྍ能性࠶ࡀる森林におࡣ࡚࠸、ᮌᮦ生⏘・㈍኎を㏻ࡌた、཰入の向上及びᣢ⥆的

な森林管理のྍ能性ࡶ、ᑗ᮶的に᳨ウし࡚࠸たࡁࡔた࠸と⪃࠼るࠋ 
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（2） ᭦᪂に関するㄢ題の᳨ウ 

௒ᅇのプロジェクト目標とし࡚ࡣ、ཧຍᆺの森林管理を目指すࡶの࡛ࡾ࠶、ఫ民

の合ពᙧ成のࡶと、ࡇれ᳜࡛ࡲ林活動を行っ࡚࠸なかったఫ民に対する研修の上、

ఫ民᳜ࡀ林・管理を目指したࡶの࡛࠶るࡑࠋの結果、$P6のࢧイト࡛ࡣ約550 KDの

ኳ↛᭦᪂࢚リア、約288 KDの᳜林࢚リアを生みฟしたࠋ 

୍᪉、᳜林࢚リアにお࡚࠸、᳜林したࡶのの、୍㒊ࡀᯤṚするな࡝活╔率ࡀᝏ࠸

る㣗ᐖ、村ࡼⱑᮌのရ㉁、⹸ᐖ、ᐙ␆➼にࡣのཎ因ࡑࠋる࠸࡚࠸⪺ると࠶ࡶリア࢚

ேの管理୙㊊な࡝ከᒱにΏるとᛮ࠺ࡇ、ࡀ࠺したཎ因➼にࡣ࡚࠸ࡘ༑ศ✲᫂の上、

ᩚ理されたࡲࠋ࠸た、ࡑの対策に᳨ࡶ࡚࠸ࡘウを行࠸、௒ᚋの໭す㒊地ᇦ࡛の森林

㐀成に貢献࠸たࡁࡔたࠋ࠸ 

 

（3） ⱑᮌに関するㄢ題の᳨ウ 

௒ᅇ、ⱑᮌのᏳ定౪⤥の㠃࡛ࡣ、ᚲࡎしࡶᚲ要な時期に、ᚲ要な㔞の、ᚲ要なရ

㉁のⱑᮌࡀ౪⤥されなかったと࠸࡚࠸⪺ࡶるࠋ政府の᳜林ࡔけ࡛なࡃ、民間やྛᅜ

のドࢼーにࡼる活動のᒎ㛤᪉向ࡶ見ᤣ࠼たⱑᮌの計⏬的な生⏘యไの構⠏࣋、ࡣト

ࠋる࠼⪄要⣲と࠸なࡏḞかࡣᣢ⥆的な森林管理の発ᒎを目指す上࡛ࡣ௒ᚋ、ࡀ࣒ࢼ

࣏ࢧ次期プロジェクト࡛✚ᴟ的な、ࡶ࡚࠸ࡘのㄢ題のᩚ理やయไのᩚഛにࡵのたࡑ

ートをし࡚ࡁ࡭ࡃ࠸と⪃࠼るࠋ 

 

（4） 次期プロジェクトへの෇⁥なᘬ⥅ࡂ 

௒ᚋ、当プロジェクトࡣコン࣏ーࢿントの୍ࡘとし࡚、᪂プロジェクトに⤫合さ

れるࡇととなるࡀ、当プロジェクト➼にお࡚࠸ᚓた▱見やㄢ題ࡣ、໭す㒊௨እの地

ᇦへのἼ及のྍ能性ࡾ࠶ࡶ、༑ศᩚ理の上、次期プロジェクト࡛活⏝࡛ࡁる状ែ࡛

ᘬࡇࡄ⥅ࡁとࡀ㔜要࡛࠶るࠋ 

次期プロジェクト㛤ጞ2015ࡣᖺ8᭶㡭を᝿定し࡚࠸ると⪺࠸࡚࠸るࡑ、ࡀれ࡛ࡲ

の間、ᘬࡁ⥆ࡁ、プロジェクトの᪩期㛤ጞに向け࡚、関係者におけるດ力ࡀ行ࢃれ、

ス࣒ーࢬなプロジェクトの㛤ጞࡀなされるࡇとを期ᚅするࠋ 
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